
国
内
の
タ
オ
ル
生
産
は
、
2
0
2
5
年
に

入
っ
て
以
降
も
軟
調
が
続
く
。
フ
ォ
ー
マ
ル

ギ
フ
ト
需
要
や
音
楽
関
連
イ
ベ
ン
ト
用
途
の

需
要
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
前
の
水

準
に
戻
ら
な
い
こ
と
や
、
店
頭
販
売
で
は
消

費
者
の
節
約
志
向
の
高
ま
り
に
よ
る
〝
買
い

控
え
〞
の
影
響
が
長
期
化
し
て
い
る
と
の
指

摘
が
目
立
つ
。

（
酒
井
要
）

タ
オ
ル
製
造
卸
で
構
成

さ
れ
る
大
阪
タ
オ
ル
産
業

振
興
会（
大
阪
府
箕
面
市
）

が
会
員
企
業
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
「
タ
オ
ル
流

通
動
向
調
査
」に
よ
る
と
、

今
年
2
月
の
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
（
※
）
は
マ
イ
ナ
ス
0

・
44
と
、
前
回
調
査
（
24

年
11
月
）
か
ら
0
・
19
㌽

低
下
し
た
。

同
調
査
で
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
関
連
の
販
売
が
好

調
な
一
方
で
、
生
活
用
品

全
般
の
物
価
上
昇
を
受
け

た
消
費
者
の
節
約
志
向
が

強
ま
り
、
全
体
と
し
て
販

売
の
厳
し
さ
が
続
い
て
い

る
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

別
注
関
連
の
受
注
は
比
較

的
堅
調
と
さ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
需
要
な
ど
が
一
定
数
見

込
め
る
と
の
声
も
あ
る
。

3
カ
月
先
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
業
況
判
断
Ｄ

Ｉ
が
マ
イ
ナ
ス
0
・
33
と

若
干
の
改
善
を
見
込
ん
で

い
る
も
の
の
、
店
頭
販
売

の
回
復
に
は
時
間
が
か
か

る
と
の
見
方
が
根
強
い
。

一
方
、
生
産
面
で
は
、

25
年
1
〜
4
月
の
今
治
産

地
の
綿
糸
受
渡
数
量
が
前

年
同
期
比
で
4
・
7
％

減
、
大
阪
・
泉
州
産
地
の

生
産
量
も
5
・
6
％
減
と

な
っ
て
い
る
。

生
産
減
に
つ
い
て
は

「
安
価
な
海
外
製
品
に
市

場
を
奪
わ
れ
て
い
る
」
と

の
見
方
も
あ
る
が
、
今
治

タ
オ
ル
工
業
組
合
の
ま
と

め
に
よ
れ
ば
、
24
年
の
タ

オ
ル
輸
入
量
は
6
万
2
千

㌧
で
前
年
比
2
・
7
％

減
、
25
年
1
〜
4
月
の
合

計
も
前
年
同
期
比
0
・
9

％
減
と
、
輸
入
の
大
幅
増

は
見
ら
れ
な
い
。

各
種
統
計
か
ら
見
る
限

り
、
販
売
停
滞
の
要
因
は

市
場
規
模
の
縮
小
や
消
費

減
退
に
起
因
す
る
純
粋
な

〝
量
〞
の
落
ち
込
み
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
よ
う
な
中
で
直
販

を
行
う
タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー

や
製
造
卸
で
は
、
販
路
や

製
品
特
性
の
掘
り
下
げ
を

進
め
て
い
る
。
雑
貨
店
や

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の

販
路
開
拓
に
加
え
、
書
店

や
家
電
量
販
店
と
い
っ
た

新
規
販
路
向
け
に
訴
求
す

る
た
め
の
手
法
開
発
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。

別
注
用
途
で
は
ネ
ッ
ト

を
通
じ
た
異
業
種
か
ら
の

新
規
参
入
も
あ
り
、「
価
格

設
定
な
ど
の
利
益
構
造
を

ゼ
ロ
か
ら
構
築
で
き
る
強

み
が
あ
る
」（
大
手
製
造

卸
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

こ
れ
ら
新
規
参
入
業
者

に
対
し
、
長
年
培
っ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
供
給
体
制

を
差
別
化
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
訴
求
し
、
新
た
な
顧
客

と
す
る
動
き
も
出
て
い

る
。既

存
ビ
ジ
ネ
ス
に
す
ぐ

に
見
切
り
を
つ
け
る
段
階

で
は
な
い
が
、
製
造
卸
や

タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
は
、
将

来
の
事
業
継
続
・
成
長
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
と
異

な
る
視
点
で
の
模
索
を
続

け
て
い
る
。

※
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、「
良

い
」
＝
2
、「
や
や
良
い
」

＝
1
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」＝
0
、「
や
や
悪
い
」

＝
マ
イ
ナ
ス
1
、「
悪
い
」

＝
マ
イ
ナ
ス
2
と
し
、
総

計
を
回
答
者
数
で
割
っ
た

数
値
。

本
棚
を
整
理

し
て
い
る
と
古

い
小
説
が
出
て

き
た
。
懐
か
し

さ
を
覚
え
、
読

み
始
め
た
の
だ

が
、少
し
違
和
感
を
持
っ
た
。

ど
こ
か
文
体
が
古
く
、
テ
ン

ポ
も
悪
い
よ
う
な
気
が
し
た

▼
小
説
と
は
違
っ
て
新
聞
記

事
に
は
型
の
よ
う
な
も
の
が

幾
つ
か
あ
る
。
一
つ
が
逆
三

角
形
だ
。
重
要
な
事
項
を
第

1
段
落
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
ド

に
書
く
。
言
い
換
え
る
と
結

論
が
先
に
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
後
に
説
明
が
加
え
ら
れ

る
た
め
、
読
者
へ
的
確
に
情

報
が
伝
え
ら
れ
る
▼
逆
三
角

形
は
記
事
の
書
き
方
の
基
本

で
あ
り
、
多
く
の
指
南
書
に

記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
そ

う
信
じ
て
き
た
が
、
そ
れ
ば

か
り
で
は
駄
目
ら
し
い
。
大

手
通
信
社
の
記
者
は
、
自
著

の
中
で
〈
若
い
世
代
に
は
逆

三
角
形
が
分
か
り
に
く
い
よ

う
だ
〉
と
指
摘
す
る
▼
当
た

り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り

前
で
な
く
な
る
こ
と
は
珍
し

く
な
い
。
物
や
事
は
絶
え
ず

変
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

問
題
点
や
反
省
点
は
次
々
に

見
つ
か
る
が
、
そ
れ
に
気
が

付
け
ば
改
善
や
創
意
工
夫
の

機
会
に
な
る
。
変
化
を
前
向

き
に
し
っ
か
り
捉
え
た
い
。

2 東レ合繊クラスター 海外展へ単独出展検討
東レ合繊クラスターはこのほど定時総会
を開催した。2025年度の活動に関して髙
木義秀会長（福井経編興業社長）は「活動
のさらなる“見える化”を進める」とし、
インナーブランディングとアウターブラン
ディングの強化に力を入れる。そのために
海外展示会への単独出展なども検討する。

3 小泉アパレル 地方百貨店に進出
小泉アパレル（大阪市中央区）が展開す
る量販店向けカジュアルブランド「エレメ
ントオブシンプルライフ」は、新たに百貨
店へ進出した。

18東洋紡せんい 25春夏寝装向け50％増
東洋紡せんいのマテリアル事業部ライフ
マテリアルグループ寝装チームは、25春
夏向け寝具寝装素材・製品の販売数量が24
春夏比で50％増加した。

19ヤギ タイ生産が本格化
ヤギは、2023年に資本提携したバイオ

ワークス（京都府精華町）のポリ乳酸（PLA）
繊維「Plax」（プラックス）製糸・生地販売
に力を入れる。タイでの糸・生地生産が軌
道に乗るなど拡販体制を整えつつある。

デ
ー
タ
で
見
る
タ
オ
ル
商
況

デ
ー
タ
で
見
る
タ
オ
ル
商
況

製
販
と
も

続
く

製
販
と
も

続
く

停
滞
感

新
ビ
ジ
ネ
ス
の
模
索
も

新
ビ
ジ
ネ
ス
の
模
索
も

「インテリア総合」
4～17 特集
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東
レ
合
繊
ク
ラ
ス
タ
ー

海
外
展
へ
単
独
出
展
検
討

海
外
展
へ
単
独
出
展
検
討

製
品
出
荷
額
は
過
去
最
高
に

モリリン

グ
ッ
チ
家
子
孫
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開

生
活
空
間
に
向
け
た
提
案
も

多
彩
な
事
業

総
合
展
で
発
信

「
伝
統
と
創
造
」テ
ー
マ
に

24
日
か
ら

総
合
展
を
開
催

日
本
衣
料
管
理
協
会

「
Ｔ
Ａ
」「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
」
の
受
験
推
進

テ
キ
ス
ト
の
改
訂
も

新体制でHPF再建
傘下企業に編入

ブライトン・ジャパン

人

事

東
レ
合
繊
ク
ラ
ス
タ
ー

は
こ
の
ほ
ど
、定
時
総
会

を
開
催
し
た
。2
0
2
5

年
度
の
活
動
に
関
し
て
髙

木
義
秀
会
長（
福
井
経
編

興
業
社
長
）は「
活
動
の
さ

ら
な
る〝
見
え
る
化
〞を
進

め
る
」と
し
、イ
ン
ナ
ー
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
ア
ウ
タ

ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強

化
に
力
を
入
れ
る
。

そ
の
た
め
に
海
外
展

示
会
へ
の
単
独
出
展

な
ど
も
検
討
す
る
。

髙
木
会
長
は
、
東

レ
合
繊
ク
ラ
ス
タ
ー

が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
活
動
の
強
化
」

「
連
携
の
多
様
化
」

「
用
途
展
開
の
進
化
、

深
化
」
と
い
う
3
課

題
に
加
え
て
、
新
た

に
二
つ
の
課
題
と
し

て
「
顧
客
ニ
ー
ズ
と

開
発
シ
ー
ズ
を
結
び
付
け

た
商
品
開
発
と
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
強
化
」「
活
動
の

『
見
え
る
化
』を
推
進
す
べ

く
、
組
織
内
の
活
動
内
容

の
共
有
に
よ
る
イ
ン
ナ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
対
外

的
な
発
信
に
よ
る
ア
ウ
タ

ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強

化
」
に
取
り
組
む
こ
と
を

改
め
て
強
調
し
た
。

特
に
顧
客
ニ
ー
ズ
と
開

発
シ
ー
ズ
を
結
び
付
け
る

た
め
に
ミ
ラ
ノ
の
東
レ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
タ

リ
ア
（
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
に
東
レ
合
繊

ク
ラ
ス
タ
ー
の
商
品
を
常

設
展
示
し
、
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
の

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
販
売
支

援
を
担
う
体
制
を
構
築
し

た
。
ま
た
、
国
際
服
地
展

「
ミ
ラ
ノ
ウ
ニ
カ
」
に
も

東
レ
の
協
力
を
得
て
、
東

レ
ブ
ー
ス
で
東
レ
合
繊
ク

ラ
ス
タ
ー
の
商
品
を
展
示

し
た
。「
今
後
は
、
東
レ
合

繊
ク
ラ
ス
タ
ー
と
し
て
ミ

ラ
ノ
ウ
ニ
カ
な
ど
海
外
展

示
会
に
単
独
出
展
す
る
こ

と
も
検
討
し
、
欧
州
の
有

力
ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
構

築
を
進
め
る
」（
中
山
大
輔

副
会
長
〈
小
松
マ
テ
ー
レ

社
長
〉）と
の
考
え
だ
。

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
も
一
新
し
た
。

「
伝
統
と
革
新
を
つ
な
ぐ
」

と
い
う
東
レ
合
繊
ク
ラ
ス

タ
ー
の
パ
ー
パ
ス
を
一
段

と
明
確
に
し
た
上
で
、
活

動
内
容
の
発
信
を
強
化
す

る
。東

レ
合
繊
ク
ラ
ス
タ
ー

と
し
て
の
24
年
度
の
製
品

出
荷
額
は
前
年
度
か
ら
16

億
円
増
加
し
て
2
0
0
億

円
と
な
り
、
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。
ボ
ト
ム
用
生

地
や
ア
ウ
タ
ー
用
防
水
加

工
生
地
が
好
調
だ
っ
た
。

全
体
と
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ

品
や
薄
地
高
密
度
品
の
出

荷
額
が
伸
び
て
い
る
。
髙

木
会
長
は
「
今
後
も
高
付

加
価
値
品
を
中
心
に
拡
大

を
目
指
す
」
と
の
考
え
を

強
調
す
る
。

モ
リ
リ
ン
は
、
グ
ッ
チ

家
の
一
員
で
あ
る
パ
ト
リ

シ
ア
・
グ
ッ
チ
氏
の
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｔ
ｉ

Ｐ

Ａ
Ｔ
Ｔ
ｉ
」（
パ
テ
ィ
パ
テ

ィ
）
の
提
案
を
本
格
化
さ

せ
る
。
同
ブ
ラ
ン
ド
の
マ

ス
タ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
を
2

0
2
4
年
に
取
得
し
て
お

り
、
今
後
は
国
内
に
向
け

た
発
信
に
力
を
注
ぐ
。
ア

パ
レ
ル
製
品
に
と
ど
ま
ら

ず
、
イ
ン
テ
リ
ア
・
雑
貨

に
も
範
囲
を
広
げ
、
生
活

空
間
に
向
け
た
提
案
も
進

め
る
。

パ
ト
リ
シ
ア
・
グ
ッ
チ

氏
は
、「
グ
ッ
チ
」
の
創
設

者
で
あ
る
グ
ッ
チ
オ
・
グ

ッ
チ
氏
の
曽
孫
。
グ
ッ
チ

で
は
広
報
と
衣
料
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
の
生
産
を
兼
任

し
た
実
績
を
持
つ
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
独

立
し
た
後
は
、
宝
飾
、
イ

ン
テ
リ
ア
、
バ
ッ
グ
な
ど

多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

発
表
し
て
き
た
。

モ
リ
リ
ン
は
モ
ノ
作
り

の
知
見
と
生
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
商
品
企

画
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ま
で
担
う
。
自
社
の
イ
ン

ナ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ａ
」（
つ
き
の

あ
）
と
の
共
同
企
画
で
ア

ン
ダ
ー
ウ
エ
ア
を
提
案
す

る
構
想
も
描
く
。

イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
で
の

展
開
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
生
活
空
間
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
ア
イ
テ
ム
に
向

け
て
も
、
ブ
ラ
ン
ド
の
世

界
観
を
発
信
し
て
い
く
。

モ
リ
リ
ン
は
こ
の
ほ

ど
、
東
京
都
内
で
総
合
展

を
開
き
、
最
新
の
商
材
や

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
糸

か
ら
最
終
製
品
ま
で
手
掛

け
る
事
業
内
容
を
発
信
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
服
作
り
や
循
環
シ

ス
テ
ム
な
ど
も
紹
介
し
、

今
後
の
繊
維
事
業
が
担
う

役
割
を
提
示
し
た
。
同
社

の
総
合
展
は
19
年
以
来
と

な
る
。

会
場
に
は
、「
テ
ン
セ

ル
」
モ
ダ
ー
ル
と
再
生
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
を
組
み
合
わ

せ
た
糸「
ソ
マ
ル
テ
ィ
」、

相
変
化
し
な
い
温
調
樹
脂

を
使
っ
た「
テ
ン
プ
チ
ュ
ー

ン
」、綿
と「
テ
ン
セ
ル
」リ

ヨ
セ
ル
を
独
自
の
比
率
で

掛
け
合
わ
せ
た「
コ
ッ
ト

ン
エ
ン
ハ
ン
ス
」と
い
っ
た

開
発
素
材
を
そ
ろ
え
た
。

和
歌
山
の
産
地
に
残
る

旧
式
つ
り
編
み
機
を
展
示

し
、
丸
胴
の
製
品
へ
の
活

用
を
提
案
し
た
。

一
方
で
、3
次
元（
3

Ｄ
）
技
術
の
活
用
を
推
進

す
る
チ
ー
ム「
Ｍ
3
ラ
ボ
」

の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
専
用

サ
イ
ト
を
開
設
す
る
な

ど
、
取
り
組
み
の
発
信
に

力
を
入
れ
る
方
針
を
示
し

た
。 東

レ
合
繊
ク
ラ
ス
タ
―

は
24
、
25
日
に
ウ
イ
ズ
ハ

ラ
ジ
ュ
ク
ホ
ー
ル
（
東
京

都
渋
谷
区
）
で
、「
東
レ
合

繊
ク
ラ
ス
タ
―
総
合
展
」

を
開
く
。
15
回
目
の
開
催

で
、
テ
ー
マ
は
「
伝
統
と

創
造
＝
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ

ｔ
ｈ

ｅ

ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
，
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ

ｔ
ｈ
ｅ

ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
と

し
た
。

会
場
で
は
環
境
配
慮
型

素
材
を
展
示
す
る
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」、高
感
性
素
材
の
「
ハ

イ
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」、

高
機
能
素
材
の
「
フ
ァ
ン

ク
シ
ョ
ン
」、ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
向
け
、
イ
ン
テ
リ
ア
向

け
の
5
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
。サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
昨
年
に
好
評
だ
っ
た

1
0
0
％
植
物
由
来
の
ナ

イ
ロ
ン
5
1
0
を
ベ
ー
ス

に
技
術
を
深
掘
り
し
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
透
け
感
あ
る

素
材
な
ど
を
そ
ろ
え
る
。

加
工
で
は
、
非
フ
ッ
素
撥

水
（
は
っ
す
い
）
を
ベ
ー

ス
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
や
表
光
沢
、
エ
ン

ボ
ス
加
工
を
施
し
た
素
材

や
、
表
面
変
化
を
加
え
た

透
湿
防
水
加
工
、
水
系
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
な
ど
を

紹
介
す
る
。

ハ
イ
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ

ィ
で
は
環
境
配
慮
原
糸
や

環
境
配
慮
設
計
を
ベ
ー
ス

に
、
麻
調
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

「
パ
リ
ネ
」、ウ
ー
ル
調
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
「
エ
フ
レ
ン

デ
ィ
」、「
着
用
快
適
素
材
」

の
デ
ザ
イ
ン
を
深
化
し
た

商
品
な
ど
を
提
案
す
る
。

湿
潤
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
新
規

開
発
原
糸
を
使
っ
た
新
素

材
も
披
露
す
る
。

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ウ
ト
ド
ア

向
け
の
高
機
能
素
材
を
紹

介
し
、
戻
り
臭
抑
制
加
工

や
非
フ
ッ
素
の
耐
久
撥
水

加
工
な
ど
を
そ
ろ
え
る
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
向
け

は
、環
境
配
慮
型
素
材「
シ

ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
マ
ジ
ッ

ク
」、ス
ト
レ
ッ
チ
素
材

「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
レ
ッ
ク

ス
」、紫
外
線
カ
ッ
ト
加
工

の
ほ
か
、
独
特
な
シ
ワ
感

や
光
沢
感
を
表
現
し
た
意

匠
性
加
工
素
材
な
ど
を
訴

求
す
る
。

イ
ン
テ
リ
ア
向
け
で

は
、
洗
練
さ
れ
た
カ
ラ
ー

を
生
か
し
た
ス
タ
イ
ル
を

提
案
。
デ
ザ
イ
ン
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
な
遮
光

カ
ー
テ
ン
素
材
に
ボ
ン
デ

ィ
ン
グ
加
工
を
施
し
た
完

全
遮
光
生
地
を
含
め
、
機

能
性
と
デ
ザ
イ
ン
を
両
立

さ
せ
た
カ
ー
テ
ン
を
紹
介

す
る
。

日
本
衣
料
管
理
協
会
は

6
日
、
都
内
で
「
第
50
回

社
員
総
会
」
を
開
き
、
2

0
2
4
年
度
の
事
業
と
決

算
、
25
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
案
を
承
認
し
た
。

今
年
度
も
主
力
事
業
で
あ

る
衣
料
管
理
士
（
Ｔ
Ａ
）、

繊
維
製
品
品
質
管
理
士

（
Ｔ
Ｅ
Ｓ
）の
受
験
推
進
、

資
格
者
の
育
成
に
努
め

る
。任

期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
再
任
さ
れ
た
島
﨑

恒
藏
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
回
復

し
て
き
た
が
、
国
内
外
と

も
諸
問
題
に
翻
弄
（
ほ
ん

ろ
う
）
さ
れ
、
繊
維
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
産
業
も
影
響
を

受
け
て
い
る
。
足
場
を
し

っ
か
り
固
め
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

国
民
の
健
全
な
衣
生
活

の
た
め
両
資
格
事
業
を
推

進
す
る
同
協
会
。
学
生
を

対
象
と
し
た
Ｔ
Ａ
は
少
子

化
な
ど
の
影
響
で
Ｔ
Ａ
認

定
校
が
減
り
、
繊
維
業
界

全
体
の
シ
ュ
リ
ン
ク
に
よ

っ
て
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
出
願
者
数

も
減
少
傾
向
の
中
、
Ｔ
Ａ

で
は
高
校
や
大
学
、
Ｔ
Ｅ

Ｓ
で
は
企
業
・
団
体
へ
の

広
報
活
動
を
強
め
、
24
年

度
は
前
年
比
横
ば
い
か
ら

微
増
と
持
ち
直
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｓ
で
は
今
年
度
新

た
に
ウ
ェ
ブ
申
請
を
導
入

し
、
利
便
性
を
向
上
。
5

月
末
時
点
の
出
願
者
数
は

1
4
5
3
人
と
前
年
を
上

回
る
（
試
験
は
7
月
13

日
）。次
年
度
以
降
に
向

け
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
試
験
参
考
テ

キ
ス
ト
を
改
訂
し
、

10
月
を
め
ど
に
発
行

予
定
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

改
訂
の
反
映
や
事
故

事
例
の
見
直
し
な
ど

修
正
を
加
え
る
。
Ｔ

Ａ
同
士
の
交
流
や
Ｔ

Ｅ
Ｓ
会
活
動
も
活
発

化
さ
せ
る
。

役
員
改
選
で
は
、
島
﨑

会
長
の
ほ
か
、
副
会
長
の

清
島
展
弘
氏
、
永
野
孝
志

氏
も
再
任
。
京
都
女
子
大

学
家
政
学
部
の
榎
本
雅
穗

教
授
、
繊
維
評
価
技
術
協

議
会
の
太
田
聡
専
務
理

事
、
日
本
消
費
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
・
相
談
員
協
会
の
米

山
眞
梨
子
氏
が
新
た
な
理

事
に
選
任
さ
れ
た
。

企
業
再
生
事
業
を
手
掛

け
る
Ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
ブ
ラ
イ
ト

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
東
京
都

港
区
）
は
5
日
、
傘
下
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
を
担

当
す
る
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る

ア
ッ
シ
ュ
・
ペ
ー
・
フ
ラ

ン
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｆ
）
の
経
営

再
建
を
進
め
る
と
発
表
し

た
。ブ

ラ
イ
ト
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
は
昨
年
8
月
、
ア
ッ
シ

ュ
・
ペ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
の

全
株
式
を
取
得
し
、
完
全

子
会
社
化
。
資
金
支
援
お

よ
び
人
員
派
遣
を
通
じ
て

経
営
再
建
を
推
進
し
て
お

り
、
今
回
は
よ
り
専
門
性

の
高
い
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
傘
下
に
編
入

さ
せ
る
形
で
経
営
再
建
を

継
続
す
る
。

プ
ラ
ダ
ジ
ャ
パ
ン
で
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
を
軸
に
管
理

部
門
を
担
当
し
て
い
た
富

髙
健
一
郎
氏
が
1
日
付
で

ア
ッ
シ
ュ
・
ペ
ー
・
フ
ラ

ン
ス
の
社
長
に
就
任
し

た
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
で
の
知
見
を
生
か

し
持
続
的
な
成
長
を
進
め

る
。
前
社
長
の
佐
々
木
貞

夫
氏
は
、
同
日
付
で
持
ち

株
会
社
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
社
長
に
就

い
た
。

ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
は
2
0
2
3
年
、
三
井

住
友
銀
行
元
専
務
執
行
役

員
の
澤
田
渉
氏
が
設
立
。

翌
年
に
は
31
億
円
を
資
金

調
達
し
、
国
内
の
中
堅
・

中
小
企
業
、
特
に
成
熟
産

業
を
対
象
に
再
生
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
第

1
号
案
件
と
し
て
、
ア
ッ

シ
ュ
・
ペ
ー
・
フ
ラ
ン
ス

へ
の
出
資
、
経
営
参
画
を

行
っ
て
い
る
。

「
来
年
で

理
事
長
就
任

10
周
年
に
な

る
」
と
話
す

の
は
、
播
州

織
工
業
組
合

の
堀
口
寿
一
理
事
長
（
写

真
）。「
長
ら
く
理
事
長
職

の
後
継
者
を
探
し
て
い
た

が
、
よ
う
や
く
引
き
受
け

て
く
れ
そ
う
な
人
を
見
つ

け
た
」
と
明
か
す
。
同
組

合
は
兵
庫

・
播
州
織

産
地
の
織

物
工
場
で

作
る
団
体

だ
。
こ
の
産
地
が
得
意
と

す
る
先
染
め
綿
織
物
の
需

要
の
減
少
と
と
も
に
、
組

合
員
数
は
直
近
10
年
で
ほ

ぼ
半
減
し
た
。
年
内
に
は

90
社
を
切
る
恐
れ
も
あ

る
。「
高
齢
化
に
加
え
、
収

入
が
低
い
の
で
、
若
い
人

材
が
入
ら
な
い
の
が
大
き

な
問
題
」
と
産
地
の
課
題

を
指
摘
す
る
。「
先
行
き
の

見
え
な
い
厳
し
い
環
境
が

今
後
も
続
く
。
こ
の
産
地

の
織
物
工
場
が
、
少
し
で

も
長
く
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
加
工

料
金
改
定
を
訴
え
て
い
き

た
い
」
と
気
を
引
き
締
め

る
。 一

村
産
業
（
20
日
付
）

非
常
勤
監
査
役

谷
口

進
、
武
岡
千
賀
子
▽
退
任

（
非
常
勤
監
査
役
）
中
村

和
哉
、
加
藤
勇
一
郎

創
和
テ
キ
ス
タ
イ
ル

（
20
日
付
）
取
締
役
（
理

事
）
合
繊
部
門
長
営
業
部

長

山
岸
立
也

グ
ン
ゼ
（
25
日
）
Ｉ
Ｐ

・
リ
ー
ガ
ル
部
長
（
人
事

総
務
部
人
財
尊
重
室
長
）

林
直
子
▽
人
事
総
務
部
人

財
尊
重
室
長
（
同
部
総
務

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
大
阪
総

務
課
長
）
吉
川
智
美
▽
同

部
総
務
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

大
阪
総
務
課
長
（
同
部
同

セ
ン
タ
ー
東
京
総
務
課

長
）
邑
樂
尚
彦

左から中山副会長、髙木会長、西村友伸東レサポート
メンバーリーダー、西村誠同サブリーダー

本
格
的
な
展
開
に
乗
り
出

す
「
パ
テ
ィ
パ
テ
ィ
」

再選された島﨑会長

（第三種郵便物認可） 22025年（令和7年）6月10日 火曜日



小泉アパレル

地
方
百
貨
店
に
進
出

地
方
百
貨
店
に
進
出

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
要
望
に
対
応

大西 哉子 氏

インテリアコーディネー
ター協会関西 会長

25
秋
冬
名
古
屋

展
、11
日
か
ら

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

ア
ジ
ア
パ
ラ
大
会
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
締
結
合
意
へ豊島

小
泉
ア
パ
レ
ル
（
大
阪

市
中
央
区
）
が
展
開
す
る

量
販
店
向
け
カ
ジ
ュ
ア
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
エ
レ
メ
ン
ト

オ
ブ
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
」

は
、
新
た
に
百
貨
店
へ
進

出
し
た
。
山
形
屋
鹿
児
島

店
（
鹿
児
島
市
）、高
島
屋

大
宮
店
（
さ
い
た
ま
市
）

に
婦
人
、
紳
士
服
の
複
合

店
を
開
設
。
京
阪
百
貨
店

守
口
店
（
守
口
市
）
に
は

紳
士
服
の
店
舗
を
出
店

し
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら

の
要
望
が
多
か
っ
た
地
域

で
出
店
を
進
め
る
。

同
ブ
ラ
ン
ド
は
、
イ
オ

ン
グ
ル
ー
プ
や
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
な
ど
量

販
店
を
軸
に
約
1

6
0
店
舗
を
構
え

る
が
、
近
年
は
地

方
百
貨
店
か
ら
の

出
店
要
請
が
増
え

て
い
た
。
小
泉
ア

パ
レ
ル
で
も
主
販

路
の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
見
直
す
検

討
に
入
り
、
百
貨

店
や
電
子
商
取
引

（
Ｅ
Ｃ
）
を
強
化

す
る
方
針
を
固
め

た
。店

舗
面
積
が
や
や
狭
く

な
る
こ
と
を
想
定
し
、
百

貨
店
向
け
に
商
品
を
セ
レ

ク
ト
す
る
。
量
販
店
で
展

開
し
て
い
る
価
格
政
策
を

維
持
し
、百
貨
店
の
立
地
、

採
算
性
に
合
わ
せ
て
商
品

を
投
入
す
る
。
Ｅ
Ｃ
も
拡

大
基
調
と
な
っ
て
お
り
、

Ｅ
Ｃ
売
り
上
げ
は
全
体
の

15
％
に
届
き
つ
つ
あ
る
。

婦
人
服
で
は
ス
ト
レ
ッ

チ
混
の
デ
ニ
ム
調
ワ
イ
ド

パ
ン
ツ
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
な
ワ
ン
ピ

ー
ス
な
ど
が
売
れ
筋
だ
。

強
み
で
あ
る
ジ
ー
ニ
ン
グ

カ
ジ
ュ
ア
ル
、
ジ
ャ
ー
ジ

ー
素
材
の
商
材
を
25
秋
冬

シ
ー
ズ
ン
も
継
続
す
る
。

複
合
店
で
は
40
〜
50
代

夫
婦
の
セ
ッ
ト
買
い
に
も

期
待
し
、
紳
士
服
で
は
ス

ラ
ッ
ク
ス
、ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ル
ゾ
ン
を

増
や
す
。
残
暑
を
想
定
し

た
羽
織
り
タ
イ
プ
の
シ
ャ

ツ
ア
イ
テ
ム
も
順
次
投
入

す
る
。
実
需
を
意
識
し
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
は
6
千
円
前
後

に
な
る
予
定
で
、
百
貨
店

で
の
複
数
枚
購
入
に
つ
な

げ
る
。

ジ
ー
ニ
ン
グ
カ
ジ
ュ
ア

ル
で
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
も

多
い
。
ワ
イ
ド
パ
ン
ツ
は

こ
こ
3
年
ほ
ど
売
れ
筋
の

上
位
で
、
25
秋
冬
は
ス
ト

レ
ー
ト
シ
ル
エ
ッ
ト
も
用

意
。
気
温
や
気
候
に
左
右

さ
れ
に
く
い
パ
ン
ツ
商
材

を
強
化
す
る
。

百
貨
店
で
は
、
先
行
し

て
開
設
し
た
京
王
百
貨
店

聖
蹟
桜
ヶ
丘
店
（
東
京
都

多
摩
市
）
と
い
っ
た
都
心

部
近
郊
エ
リ
ア
で
の
販
売

が
好
調
。
今
後
は
地
方
百

貨
店
の
店
舗
構
成
比
を
引

き
上
げ
、
同
時
に
ブ
ラ
ン

ド
知
名
度
を
高
め
る
施
策

を
進
め
る
。

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
協
会
関
西
（
Ｉ

Ｃ
Ａ
関
西
）は
、4
月
3
日

付
で
一
般
社
団
法
人
化
し

た
。
明
日
11
日
に
設
立
記

念
式
典
を
大
阪
市
内
で
開

く
。
大
西
哉
子
会
長
に
法

人
化
の
狙
い
を
聞
い
た
。

◇――
こ
れ

ま
で
の
任

意
団
体
か

ら
、
一
般
社
団
法
人

化
し
ま
し
た
。

当
協
会
は
1
9
9
7
年

に
設
立
し
、
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資

質
向
上
や
認
知
度
向
上
を

目
指
し
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。現
在
、

主
に
近
畿
2

府
4
県
の
イ

ン
テ
リ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
約
70
人

が
所
属
し
て

い
ま
す
。

協
会
設
立
以
降
、
任
意

団
体
と
し
て
運
営
し
て
き

ま
し
た
が
、
関
連
す
る
企

業
に
入
会
を
お
願
い
し
て

も
任
意
団
体
で
は
な
か
な

か
い
い
返
事
を
も
ら
え
ま

せ
ん
。
住
宅
関
連
の
会
合

に
出
て
も
任
意
団
体
は
非

常
に
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
ほ
か
の
企
業
や
団
体

と
対
等
に
話
が
で
き
る
よ

う
に
法
人
に
し
た
方
が
活

動
を
広
げ
ら
れ
る
と
、
一

般
社
団
法
人
化
し
ま
し

た
。会

員
の
イ
ン
テ
リ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
が
多
い
。
個
人

顧
客
の
場
合
は
フ
リ
ー
で

も
特
に
問
題
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
法
人
顧
客
の

場
合
だ
と
対
等
な
関
係
を

築
き
に
く
い
。
社
会
的
信

用
を
高
め
る
た
め
に
も
協

会
を
法
人
化
し
て
後
ろ
盾

に
な
る
必
要
性
も
感
じ
て

い
ま
し
た
。

―
―
法
人
化
後
の
活

動
は
。

こ
れ
ま
で
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
資

質
向
上
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ

に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
外

部
と
の
連
携
を
強
化
し
、

業
界
内
外
と
の
協
業
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
縦

・
横
・
斜
め
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
な
が
ら
、
実
践

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。4

月
に
は
香
川
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

協
会
と
、
淡
路
島
に
パ
ソ

ナ
が
開
設
し
た
リ
ト
リ
ー

ト
施
設
の
見
学
会
を
合
同

開
催
し
ま
し
た
。
会
員
以

外
の
一
般
参
加
も
募
り
、

活
動
の
裾
野
を
拡
大
し
ま

し
た
。

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
専
門
性
を
生

か
し
、
日
本
の
住
環
境
の

質
を
高
め
る
取
り
組
み

や
、
社
会
に
有
益
な
情
報

発
信
に
も
注
力
し
て
い
き

ま
す
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
25
秋

冬
新
商
品
展
示
会
が
名
古

屋
で
開
か
れ
る
。
ワ
ー
ク

ウ
エ
ア
主
力
の
メ
ー
カ
ー

が
主
に
11
日
か
ら
、
レ
デ

ィ
ー
ス
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
メ

ー
カ
ー
2
社
は
7
月
に
開

く
。
期
日
統
一
展
示
会
は

そ
の
後
、
大
阪
、
福
岡
、

東
京
、
三
備
地
域
の
順
で

開
催
さ
れ
る
。

気
候
変
動
の
影
響
で
販

売
期
間
が
短
く
な
り
つ
つ

あ
る
秋
冬
商
戦
で
は
、
秋

か
ら
次
の
春
ま
で
長
い
期

間
で
活
用
で
き
る
3
シ
ー

ズ
ン
ア
イ
テ
ム
の
開
発
が

進
ん
で
い
る
。

豊
島
は
9
日
、
愛
知
・

名
古
屋
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア

パ
ラ
競
技
大
会
組
織
委
員

会
と
、
10
月
か
ら
開
か
れ

る
第
5
回
ア
ジ
ア
パ
ラ
競

技
大
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
契
約
締
結
に
向
け
、

交
渉
を
進
め
る
こ
と
に
合

意
し
た
と
発
表
し
た
。

合
意
内
容
は
ア
ジ
ア
パ

ラ
競
技
大
会
テ
ィ
ア
2
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ア

パ
レ
ル
を
協
賛
す
る
と
い

う
も
の
。
年
内
の
契
約
締

結
を
予
定
す
る
。
同
大
会

は
名
古
屋
市
瑞
穂
公
園
陸

上
競
技
場
を
主
会
場
と

し
、
45
の
国
・
地
域
か
ら

18
競
技
で
最
大
4
千
人
の

選
手
・
チ
ー
ム
役
員
の
参

加
を
見
込
む
。豊
島
は「
地

域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的

と
し
、
大
会
の
理
念
や
方

針
に
深
く
共
感
し
た
こ
と

か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

の
参
画
を
進
め
る
」。

ユニフォームアパレル
25秋冬展示会・内覧会日程

社 名 名古屋
アイトス 6月12,13日 栄ガスビル

Asahicho 6月11,12日 東別院会館
1階 101楓

アタックベース 6月11～13日 名古屋国際センタ
ー4階 第3展示場

クロダルマ 6月11,12日 東別院会館
201号室 蓮橘

コーコス信岡 6月12,13日 栄ガスビル5階
キングルーム

サンエス 6月12,13日 名古屋国際センタ
ー4階 第2展示室

ジーベック 6月11,12日 東別院会館2階

シンメン 6月11,12日 東別院会館2階
梓207号室

桑和 6月12,13日
栄ガスビル5階
クイーンルーム
ヴィーナスルーム

チクマ・アルファ
ピア事業部 7月18日 東桜会館1階

ギャラリー
TSデザイン 6月12,13日 GoOn NAGOYA

バートル 6月12,13日 アルベホール名古
屋

ビッグボーン商事 6月12,13日 名古屋国際センタ
ー4階 第一展示室

ボンマックス 7月25日 東桜会館
ギャラリー

「繊維ニュース」調べ。2025年5月時点での情報です。各社に問
い合わせた上でご訪問ください。

「エレメントオブシンプルライフ」の
婦人、紳士服の複合店

法
人
化
で
信
用
高
め
活
動
広
げ
る

（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月10日 火曜日3
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最
新
オ
フ
ィ
ス
提
案

〜「
オ
ル
ガ
テ
ッ
ク
東
京
2025
」よ
り
〜

2
0
2
5
年
度
（
25
年

4
月
〜
26
年
3
月
）
の
国

内
イ
ン
テ
リ
ア
市
場
は
、

ホ
テ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

需
要
が
前
年
度
に
引
き
続

き
期
待
で
き
る
も
の
の
、

新
築
住
宅
市
場
を
中
心
に

前
年
度
と
比
べ
て
弱
含
み

で
推
移
す
る
と
の
見
方
が

強
い
。
オ
フ
ィ
ス
の
新
築

需
要
は
「
国
内
エ
リ
ア
別

で
強
弱
が
あ
る
だ
ろ
う

が
、
前
年
度
と
大
き
な
違

い
は
な
い
」（
イ
ン
テ
リ
ア

製
造
卸
）と
見
込
む
一
方
、

オ
フ
ィ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
需
要
が
読
み
切
れ
な
い

面
が
あ
り
、
不
透
明
さ
が

あ
る
。

そ
の
中
で
変
化
す
る
オ

フ
ィ
ス
空
間
へ
の
対
応
が

テ
ー
マ
の
一
つ
に
挙
が

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
を
経
て
、
オ
フ
ィ
ス

が
従
来
の
よ
う
に
た
だ
働

く
場
と
い
う
よ
り
も
、
集

ま
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
す
る
場
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
ラ
ウ
ン
ジ
や

カ
フ
ェ
を
設
け
る
ケ
ー
ス

も
増
え
、
デ
ザ
イ
ン
性
や

付
加
価
値
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
る
傾
向
に

あ
る
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
の
日

本
絨
氈
（
堺
市
）
は
こ
の

ほ
ど
、
滋
賀
工
場
（
滋
賀

県
甲
賀
市
）
に
導
入
し
た

新
タ
フ
ト
機
を
本
格
稼
働

さ
せ
た
。
オ
フ
ィ
ス
向
け

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

で
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
柄
物

の
対
応
力
を
強
化
す
る
こ

と
が
目
的
。
量
産
ゾ
ー
ン

の
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
も

従
来
の
無
地
よ
り
も
柄
物

の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る

と
分
析
す
る
。

東
リ
も
、
新
築
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
で
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
る
グ
レ
ー
ド
の
高

い
付
加
価
値
品
に
力
を
入

れ
る
方
針
を
示
す
。

イ
ン
テ
リ
ア
企
業
の
環

境
対
応
も
進
む
。
特
に
タ

イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
分
野
で

の
取
り
組
み
が
目
立
つ
。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
・
設
備

へ
投
資
す
る
動
き
が
続
い

て
い
る
ほ
か
、
団
体
設
立

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
タ
イ

ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
普
及
や

使
用
済
み
品
の
回
収
拡
大

へ
つ
な
げ
る
。

建
築
材
料
の
可
能
性
を

追
求
す
る
動
き
も
活
発
化

す
る
。
建
築
用
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
断
熱
材
で
は
、
国
内

で
初
め
て
と
な
る
日
本
産

業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
認
定

工
場
が
今
夏
に
も
誕
生
す

る
見
込
み
だ
。

生
活
雑
貨
を
企
画
・
製

造
・
販
売
す
る
中
川
政
七

商
店
（
奈
良
市
）
と
、
ウ

ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
の

堀
田
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
大
阪

府
和
泉
市
）
が
、
合
弁
会

社
「
Ｔ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｌ
ｅ

Ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ
」（
タ

ク
タ
イ
ル

マ
テ
リ
ア

ル
）を
3
月
に
設
立
し
た
。

同
社
の
工
芸
を
生
か
し
た

建
築
材
料
「
工
芸
建
材
」

（
商
標
登
録
済
み
）
の
開

発
や
卸
売
り
、
体
感
施
設

を
運
営
す
る
取
り
組
み
も

注
目
さ
れ
る
。

イ
ン
テ
リ
ア
製
造
卸

は
、
新
設
住
宅
着
工
数
の

減
少
傾
向
な
ど
か
ら
一
般

住
宅
向
け
が
伸
び
悩
む

中
、
ホ
テ
ル
と
並
び
新
設

・
改
装
需
要
が
活
発
な
オ

フ
ィ
ス
案
件
の
獲
得
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
3
〜
5

日
に
開
か
れ
た
オ
フ
ィ
ス

空
間
・
家
具
の
国
際
見
本

市
「
オ
ル
ガ
テ
ッ
ク
東
京

2
0
2
5
」
か
ら
最
新
提

案
を
紹
介
す
る
。

川
島
織
物
セ
ル
コ
ン

は
、
壁
・
床
・
間

仕
切
り
で
提
案

力
を
高
め
た
。

布
な
ら
で
は
の

上
質
感
と
意
匠

性
、
吸
音
性
、

防
火
性
を
備
え

た
壁
装
シ
ス
テ

ム
「
フ
ァ
ブ
エ

ー
ス
」
で
は
、

曲
面
施
工
も
可

能
に
。
高
い
縫

製
技
術
を
駆
使

し
た
立
体
造
形
の
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
ア
ー
ト
も
打
ち

出
し
た
。

清
掃
用
化
学
薬
品
メ
ー

カ
ー
の
リ
ン
レ
イ
と
共
同

で
開
発
し
た
新
タ
イ
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
「
ス
ケ
ー
プ
フ

ォ
ー
ム
」
は
、
土
砂
汚
れ

に
強
い
加
工
で
毎
日
の
掃

除
機
掛
け
で
美
観
を
保

つ
。
定
期
的
な
ポ
リ
ッ
シ

ャ
ー
洗
浄
が
不
要
で
張
り

替
え
周
期
も
大
幅
に
延

長
。
環
境
負
荷
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
低
減
す

る
。東

リ
は
、
今
夏
発
売
予

定
の
環
境
配
慮
型
タ
イ
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト
「
Ｇ
Ａ
―
3

6
0
0
サ
ス
テ
ィ
ブ
バ
ッ

ク
」
と
高
意
匠
の
置
き
敷

き
ビ
ニ
ル
床
タ
イ
ル
「
ル

ー
ス
レ
イ
タ
イ
ル
」
の
新

柄
を
中
心
に
訴
求
し
た
。

明
る
い
色
柄
で
オ
フ
ィ
ス

空
間
に
彩
り
と
安
ら
ぎ
を

添
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
活
性
化
。「
Ｇ
Ｘ
」

シ
リ
ー
ズ
を
含
め
、
タ
イ

ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
も
目
地

の
目
立
た
な
い
流
し
張
り

を
訴
求
し
、
柄
や
色
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
緩

や
か
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
用
途

で
支
持
さ
れ
る
。

ス
ミ
ノ
エ
グ
ル
ー
プ
で

は
、
6
月
に
発
売
し
た
ベ

ル
ギ
ー
発
オ
ー
ダ
ー
ラ
グ

「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」が
注
目
を

集
め
た
。
高
品
質
の
ハ
ン

ド
タ
フ
テ
ッ
ド
で
洗
練
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
。
4
㍍
幅

フ
リ
ー
カ
ッ
ト
で
9
パ
タ

ー
ン
か
ら
形
が
選
べ
る
。

ル
ノ
ン
の
壁
紙
も
好

評
。
子
供
関
連
施
設
向
け

「
幼
児
の
城
」
は
、
抗
菌

・
防
汚
・
傷
が
付
き
に
く

い
表
面
強
化
性
能
と
塗
装

調
の
62
色
展
開
を
生
か

し
、
オ
フ
ィ
ス
の
ア
ク
セ

ン
ト
ク
ロ
ス
需
要
も
取
り

込
む
。
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ

ッ
プ
の
ア
ク
タ
ス
と
協
働

し
た
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ボ

ー
ド
」
は
、
ト
レ
ン
ド
の

グ
レ
ー
や
グ
レ
ー
ジ
ュ
、

ベ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
た
色
調

で
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間

づ
く
り
に
一
役
買
う
。

イ
ン
テ
リ
ア
企
業
は
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
空
間

の
変
化
に
対
応
し
た
モ
ノ
作
り
を
強
化
す
る
。

建
築
用
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
断
熱
材
な
ど
建
築
材
料

関
連
の
取
り
組
み
も
活
発
化
す
る
。

変
化
す
る
空
間
へ
対
応
力
高
め
る

変
化
す
る
空
間
へ
対
応
力
高
め
る

繊
維
系
建
築
材
料
に
可
能
性

インテリア総合

東リ

スミノエグループ

特集

川
島
織
物
セ
ル
コ
ン

（第三種郵便物認可） 42025年（令和7年）6月10日 火曜日
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フ
コ
ク

不
織
布
使
い
の
住
宅
用
断
熱
材

自
動
車
向
け
技
術
生
か
す

建
築
用
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

断
熱
材
で
、
国
内
で
初
め

て
と
な
る
日
本
産
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
認
定
工
場
が

今
夏
に
も
誕
生
し
そ
う

だ
。
環
境
対
応
や
安
全
性

に
優
れ
る
同
材
の
さ
ら
な

る
浸
透
が
期
待
さ
れ
る
。

建
築
用
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
断
熱

材
に
は
、
低
融

点
繊
維
を
混
合

し
熱
で
溶
か
し

て
結
合
す
る
サ

ー
マ
ル
ボ
ン
ド

不
織
布
が
主
に

使
わ
れ
る
。
接

着
材
不
使
用
の
熱
融
着
の

た
め
ノ
ン
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
で
安
全
性
が
高
い
。

断
熱
性
能
は
グ
ラ
ス
ウ

ー
ル
同
等
以
上
で
、
透
湿

し
湿
気
を
た
め
込
ま
な
い

た
め
長
期
間
劣
化
し
に
く

く
断
熱
性
能
が
持
続
す

る
。
さ
ら
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
再

生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
複
合

す
る
こ
と
で
、
焼
却
す
る

場
合
と
比
べ
て
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
を
固
定
化

で
き
、
環
境
対
応
に
優
れ

る
。
施
工
も
し
や
す
い
素

材
だ
。

住
宅
用
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

断
熱
材
の
国
内
生
産
量
は

月
産
50
㌧
弱
で
、
国
内
の

住
宅
用
断
熱
材
全
体
の
1

％
ほ
ど
の
シ
ェ
ア
に
と
ど

ま
る
。
同
60
％
程
度
を
占

め
る
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
と
比

べ
る
と
、
コ
ス
ト
差
も
あ

り
浸
透
し
き
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
。

そ
の
中
で
、
日
本
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
断
熱
材
協
会

（
堀
之
内
新
一
郎
会
長
）

は
、
信
用
度
の
向
上
や
公

共
建
設
物
な
ど
に
採
用
さ

れ
や
す
く
な
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化

に
4
年
ほ
ど
か
け
て
取
り

組
ん
で
、
2
0
2
2
年
の

Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ａ

9
5
2
1
）へ
つ
な
げ
た
。

同
協
会
加
盟
企
業
は
帝

人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
エ
ン

デ
バ
ー
ハ
ウ
ス
、ヒ
ク
マ
、

フ
コ
ク
、
コ
ス
モ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
5
社
。
東
京
大

学
名
誉
教
授
の
坂
本
雄
三

氏
が
名
誉
顧
問
、
近
畿
大

学
副
学
長
の
岩
前
篤
氏
が

技
術
顧
問
に
就
い
て
い

る
。協

会
加
盟
企
業
の
工
場

が
今
夏
を
め
ど
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ

認
定
を
受
け
る
予
定
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
の
付
い
た

製
品
が
流
通
す
る
こ
と
に

な
る
。

今
年
4
月
の
省
エ
ネ
法

の
改
正
に
よ
る
「
断
熱
等

級
4
」
適
合
義
務
付
け
も

プ
ラ
ス
材
料
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
は
断
熱
材
が

入
っ
て
い
な
く
て
も
建
築

確
認
申
請
の
許
可
が
下
り

た
が
、
今
回
の
断
熱
性
能

の
義
務
付
け
で
、
一
定
の

断
熱
性
が
求
め
ら
れ
1
戸

当
た
り
の
断
熱
材
の
使
用

量
が
増
え
る
流
れ
に
あ

る
。「
フ
ォ
ロ
ー
の
風
に
な

っ
て
い
る
」（
米
田
賢
一
協

会
事
務
局
長
・
エ
ン
デ
バ

ー
ハ
ウ
ス
社
長
）
と
捉
え

る
。今

回
の
法
改
正
で
断
熱

材
の
厚
み
も
増
す
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
が
頭
を
悩
ま
す
事
態
に

も
な
っ
て
い
る
。
加
盟
社

の
1
社
で
は
、
国
交
省
の

防
火
構
造
個
別
認
定
を
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
断
熱
材
の
製

品
ご
と
に
取
得
し
て
い
る

が
、
製
品
ご
と
に
試
験
な

ど
の
費
用
が
数
百
万
円
か

か
る
と
言
う
。
既
存
の
認

定
製
品
よ
り
も
厚
さ
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
で
、
再
認

定
を
取
得
す
る
必
要
性
が

出
て
き
て
い
る
。

1
社
ご
と
に
対
応
す
る

に
は
負
担
が
大
き
い
た

め
、
同
協
会
で
防
火
認
定

を
取
得
す
る
形
に
で
き
な

い
か
検
討
し
て
お
り
、
対

応
力
を
高
め
る
。

不
織
布
製
造
の
フ
コ
ク

（
福
岡
県
柳
川
市
）
は
、

自
動
車
用
吸
音
材
な
ど
で

培
っ
て
き
た
モ
ノ
作
り
を

生
か
し
て
開
発
し
た
住
宅

用
吸
音
断
熱
材
の
販
売
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

同
社
は
、
1
9
3
2
年

に
寝
具
製
造
の
古
賀
製
綿

と
し
て
創
業
。
寝
具
向
け

を
中
心
に
事
業
を
展
開
し

て
い
た
が
、
産
業
資
材
へ

シ
フ
ト
し
、
自
動
車
用
吸

音
材
の
開
発
を
進
め
た
。

自
動
車
用
吸
音
材
は
、

走
行
音
や
エ
ン
ジ
ン
音
、

そ
し
て
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム

の
熱
な
ど
を
車
内
に
入
れ

な
い
た
め
の
部
材
で
、
品

質
の
均
一
化
が
求
め
ら
れ

る
。同

社
は
、
九
州
大
学
の

藤
本
一
壽
名
誉
教
授
と
吸

音
材
を
共
同
研
究
。
ポ
リ

ス
テ
ル
の
繊
度
が
0
・
5

�
の
極
細
繊
維
を
使
っ
た

吸
音
材
の
開
発
に
成
功
し

た
。
繊
維
を
細
く
す
る
こ

と
で
音
を
吸
い
取
る
性
能

が
向
上
し
、
同
じ
音
を
吸

収
す
る
に
し
て
も
少
な
い

材
料
で
吸
音
で
き
る
た
め

軽
量
化
に
も
つ
な
げ
た
。

さ
ら
に
自
動
車
1
台
当

た
り
、
最
大
30
〜
40
㌔
程

度
の
吸
音
材
を
使
う
が
、

約
20
〜
25
％
の
端
材
が
出

る
。同
社
は
2
0
0
4
年
、

国
内
初
（
同
社
調
べ
）
と

な
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維

の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
立

ち
上
げ
、
反
毛
し
て
再
び

自
動
車
用
吸
音
材
と
し
て

使
用
す
る
循
環
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
た
。

自
動
車
の
国
内
生
産
台

数
の
約
25
％
が
集
積
す
る

九
州
の
立
地
も
強
み
に
販

売
を
拡
大
。
全
売
上
高
の

7
割
を
占
め
る
主
力
事
業

に
成
長
し
た
。

不
織
布
は
本
社
工
場
と

大
川
工
場
（
福
岡
県
大
川

市
）の
5
ラ
イ
ン
で
生
産
。

低
融
点
繊
維
を
混
合
し
て

熱
で
溶
か
し
て
結
合
す
る

サ
ー
マ
ル
ボ
ン
ド
不
織
布

を
中
心
に
月
4
0
0
㌧
生

産
し
、
7
割
を
自
動
車

用
、3
割
を
一
般
寝
具
、介

護
寝
具
用
に
使
用
す
る
。

そ
の
モ
ノ
作
り
力
を
生

か
し
、
住
宅
用
吸
音
断
熱

材
「
ポ
リ
ウ
ー
ル
」
も
開

発
。
断
熱
性
能
は
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
同
等
以
上
で
、
長

期
に
わ
た
っ
て
性
能
が
持

続
す
る
。
吸
音
性
に
も
優

れ
る
。
成
型
の
段
階
で
接

着
剤
を
使
用
し
な
い
の
で

肌
が
敏
感
な
人
も
安
心
し

て
使
用
で
き
、「
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
対
策
品
」
と
し
て
訴

求
す
る
。

自
己
消
火
機
能
を
持

ち
、
燃
え
に
く
く
、
万
が

一
燃
え
て
も
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
や
シ
ア
ン
ガ
ス
な
ど
の

有
害
ガ
ス
を
発
生
し
な

い
。古

賀
新
一
社
長
は
「
建

材
と
し
て
の
認
知
度
も
高

め
て
拡
販
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

今
夏
に
も

初
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
定
工
場

今
夏
に
も

初
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
定
工
場

建築用ポリエステル断熱材

環
境
対
応
や
安
全
性
強
み

建築用ポリエステル断熱材建築用ポリエステル断熱材

長期間劣化し
にくいポリエ
ステル断熱材

（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月10日 火曜日5
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現
地
で
リ
ス
ク
張
れ
る
か

現
地
で
リ
ス
ク
張
れ
る
か

海
外
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

国
内
イ
ン
テ
リ
ア
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増

し
て
い
る
が
、
独
自
の
取
り
組
み
で
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と

挑
戦
す
る
イ
ン
テ
リ
ア
企
業
が
あ
る
。
壁
紙
製
造
の
エ
リ
モ

工
業（
京
都
府
木
津
川
市
）の
中
村
由
之
社
長
、
イ
草
製
品
、

イ
ン
テ
リ
ア
、
家
具
製
造
卸
の
萩
原
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
の

萩
原
秀
泰
社
長
、
ウ
ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
の
堀
田
カ
ー
ペ

ッ
ト
（
大
阪
府
和
泉
市
）
の
堀
田
将
矢
社
長
に
、
海
外
販
売

の
可
能
性
や
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
つ
い
て
語
り
合
っ

て
も
ら
っ
た
。

―
―
ま
ず
自
社
の
紹

介
を
お
願
い
し
ま

す
。

中
村
氏
（
以
下
、
敬
称

略
）

当
社
は
年
間
約
1

0
0
万
㍍
（
幅
92
㌢
が
中

心
）
の
壁
紙
を
生
産
し
、

約
75
％
を
米
国
へ
輸
出
し

て
い
ま
す
。
梶
田
昌
宏
前

社
長
が
米
国
の
大
学
に
留

学
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で

米
国
の
壁
紙
卸
と
取
引
が

始
ま
り
、
米
国
の
壁
紙
卸

を
通
し
て
高
級
レ
ジ
デ
ン

シ
ャ
ル
用
途
な
ど
で
販
売

が
伸
び
て
い
ま
す
。

年
商
は
10
億
円
、
従
業

員
は
35
人
ほ
ど
で
す
。
設

備
は
生
地
と
裏
打
ち
紙
を

貼
り
合
わ
せ
る
裏
打
ち
機

や
ロ
ー
ル
捺
染
機
3
台
が

あ
り
、
国
内
外
か
ら
仕
入

れ
た
天
然
素
材
使
い
の
織

物
や
和
紙
を
自
社
で
加
工

・
染
色
し
て
製
品
化
し
て

い
ま
す
。

レ
ー
ヨ
ン
や
麻
、
シ
ル

ク
を
使
っ
た
織
物
や
、
海

外
の
手
す
き
紙
な
ど
、
尾

州
の
ジ
ャ
カ
ー
ド
織
り
や

遠
州
の
絡
み
織
り
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
麻
、
ア

バ
カ
や
ラ
フ
ィ
ア
ヤ
シ
の

葉
使
い
な
ど
多
様
な
素
材

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

織
機
は
保
有
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
現
在
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

萩
原
氏
（
同
）

1
8

9
2
年
に
米
国
向
け
の
花

む
し
ろ
（
イ
草
使
用
の
ご

ざ
）
の
製
造
を
中
心
と
し

て
創
業
し
、
今
年
1
3
3

年
目
で
す
。
現
在
は
東
南

ア
ジ
ア
で
作
っ
て
い
る
家

具
が
事
業
の
最
も
大
き
な

柱
に
な
っ
て
お
り
、
売
り

上
げ
の
約
6
割
が
家
具
、

残
り
を
敷
物
、
イ
草
製
品

が
半
々
ず
つ
を
占
め
て
い

ま
す
。

2
0
1
8
年
に
4
代
目

社
長
と
し
て
就
任
し
た
際

に
68
億
円
だ
っ
た
売
上
高

を
10
年
後
に
1
0
0
億
円

に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
、

伸
び
て
い
る
市
場
に
人
、

モ
ノ
、金
を
集
中
投
資
し
、

電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
向

け
を
強
化
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
で
の
巣
ご
も
り
需
要
も

フ
ォ
ロ
ー
と
な
り
、
Ｅ
Ｃ

向
け
が
拡
大
し
ま
し
た
。

17
年
の
ト
ク
ラ
の
イ
ン
テ

リ
ア
事
業
の
引
き
受
け

や
、
20
年
の
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
主
力
と
す
る
日
本
ベ
タ

ー
リ
ビ
ン
グ
の
買
収
も
あ

り
、
直
近
の
売
上
高
は
1

2
6
・
6
億
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

当
社
は
中
国
産
の
イ
草

を
国
内
で
初
め
て
扱
い
ま

し
た
。
イ
草
の
生
産
量
が

国
内
ト
ッ
プ
だ
っ
た
岡
山

県
が
重
工
業
化
で
農
地
が

減
り
、
畳
の
需
要
の
伸
び

に
イ
草
の
供
給
が
追
い
付

か
な
か
っ
た
た
め
、
日
中

国
交
正
常
化
の
1
9
7
2

年
に
イ
草
の
苗
を
中
国
へ

持
っ
て
い
き
、
同
国
で
栽

培
を
始
め
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

畳
の
国
内
需
要
は
90
年

前
後
の
4
6
0
0
万
畳
が

ピ
ー
ク
で
、
現
在
は
推
計

で
8
5
0
万
畳
ほ
ど
で

す
。
当
社
に
も
責
任
の
一

端
が
あ
り
ま
す
が
、
元
気

が
な
く
な
っ
て
い
た
イ

草
、
ご
ざ
を
も
う
一
度
盛

り
上
げ
ら
れ
な
い
か
と
い

う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
自
社
で
も
イ
草
を

育
て
よ
う
と
、
静
岡
県
焼

津
市
で
当
社
の
従
業
員
2

人
が
農
業
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

堀
田
氏
（
同
）

当
社

は
祖
父
の
繁
清
が
62
年
に

創
業
し
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
メ

ー
カ
ー
で
、
売
上
高
は
7

億
円
前
後
、
従
業
員
は
約

45
人
で
す
。

国
内
に
約
20
台
し
か
な

い
ウ
ィ
ル
ト
ン
カ
ー
ペ
ッ

ト
織
機
の
う
ち
試
作
機
を

含
め
て
9
台
を
保
有
し
て

お
り
、
3
代
目
社
長
と
し

て
、
主
に
ウ
ー
ル
使
い
の

ウ
ィ
ル
ト
ン
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
魅
力
を
生
か
し
た
新
ブ

ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
や
、

会
社
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。2

0
1
6
年
に
発
表
し

た
ラ
グ
ブ
ラ
ン
ド
「
コ
ー

ト
」
は
現
在
、
1
0
0
店

以
上
で
取
り
扱
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
同
ブ
ラ

ン
ド
を
き
っ
か
け
に
ウ
ィ

ル
ト
ン
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
認

知
度
を
高
め
、
同
カ
ー
ペ

ッ
ト
の
敷
き
込
み
市
場
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

売
り
上
げ
は
自
社
ブ
ラ

ン
ド
が
57
％
、
ホ
テ
ル
な

ど
の
別
注
が
40
％
、
ブ
ラ

ン
ド
メ
ー
カ
ー
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

が
3
％
ほ
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

―
―
萩
原
社
長
は
、

24
年
5
〜
10
月
の
半

年
間
、
米
国
に
滞
在

し
、
同
国
進
出
の
足

掛
か
り
を
模
索
し
て

い
た
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。

ビ
ザ
の
関
係
で
4
カ
月

間
は
、
南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
付
属
の
語
学
学
校

で
語
学
留
学
生
と
し
て
英

語
を
学
び
ま
し
た
。
残
り

の
2
カ
月
で
、
市
場
調
査

や
国
内
社
員
の
視
察
研

修
、
米
国
で
共
に
働
い
て

く
れ
る
人
材
の
確
保
な
ど

の
日
程
を
こ
な
し
ま
し

た
。1

9
9
0
年
代
半
ば
ま

で
、
日
本
企
業
の
米
国
進

出
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
飲
食
店
で
畳
を
導

入
し
た
物
件
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
現
状
は
寿
司

店
も
ラ
ー
メ
ン
店
も
深
く

現
地
に
浸
透
し
て
い
る
た

め
、
あ
え
て
和
室
に
し
て

差
別
化
す
る
飲
食
店
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
米
国
の
住
宅
は
、

中
古
物
件
を
住
み
替
え
て

い
く
文
化
が
根
付
い
て
お

り
、
施
工
を
必
要
と
す
る

畳
が
あ
る
と
、
時
に
売
り

に
く
さ
に
つ
な
が
る
た

め
、
施
工
を
必
要
と
し
な

い
置
き
畳
や
ご
ざ
に
可
能

性
を
見
い
だ
し
て
い
ま

す
。
当
社
の
中
国
子
会
社

で
は
米
国
の
ア
マ
ゾ
ン
で

置
き
畳
を
販
売
し
て
い
ま

す
が
、
結
構
売
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
仮
説
で
す
が
、

日
本
の
ア
ニ
メ
な
ど
の
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
人
気

で
、
畳
自
体
は
知
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
ア
ニ
メ
の
中
で
目
に

す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が
結
び
付
け
ば

意
外
と
分
か
っ
て
も
ら
え

る
、
畳
が
ニ
ッ
チ
で
は
な

い
か
な
と
の
期
待
感
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

6
月
に
ア
ナ
ハ
イ
ム
で
開

か
れ
る
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
テ
イ
ス
ト
オ

ブ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
出
展
し

て
反
応
を
探
り
ま
す
。

実
は
、
米
国
市
場
の
調

査
は
2
回
目
で
す
。
1
回

目
の
調
査
は
会
社
の
経
営

状
況
が
変
化
し
て
途
中
で

中
断
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
時
の
Ｂ
to
Ｂ
の
商
談
で

「
面
白
い
が
、
こ
ち
ら（
米

国
）
に
誰
も
い
な
く
て
物

も
な
い
の
に
ど
う
や
っ
て

商
売
を
や
る
気
な
の
か
」

と
問
わ
れ
ま
し
た
。

確
か
に
米
国
や
欧
州
の

展
示
会
に
出
展
し
て
、
相

手
の
リ
ス
ク
で
コ
ン
テ
ナ

を
全
部
買
い
取
っ
て
く
れ

る
前
提
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し

た
り
、
小
口
の
注
文
を
受

け
て
も
1
回
限
り
で
続
か

な
か
っ
た
り
し
て
壁
に
突

き
当
た
る
で
し
ょ
う
。

中
村

日
系
大
手
総
合

商
社
か
ら
独
立
し
た
人
が

20
年
以
上
前
に
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
に
壁
紙
の
会
社
を
作

っ
て
成
功
し
て
い
ま
す
。

成
功
要
因
の
一
つ
に
、
現

地
に
倉
庫
を
設
け
て
米
国

全
土
に
販
売
し
た
点
が
あ

り
ま
す
。
今
も
当
社
は
、

同
社
へ
壁
紙
を
納
め
て
い

ま
す
。

萩
原

私
も
現
地
で
ど

れ
だ
け
リ
ス
ク
を
冒
せ
る

か
、
入
り
込
め
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
人
材
を

募
り
現
地
法
人
を
設
立
す

る
方
針
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

こ
れ
も
1
回
目
の
視
察

で
の
話
で
す
が
、「
米
国
市

場
で
事
業
と
し
て
本
当
に

成
功
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
畳
と
し
て
売
る
の
で

は
な
く
、
米
国
の
人
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
モ
ノ
を
作

っ
て
た
ま
た
ま
そ
の
素
材

が
イ
草
だ
っ
た
方
が
良

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

中
村

壁
紙
で
も
ラ
フ

ィ
ア
使
い
が
米
国
で
売
れ

て
い
ま
す
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
伝
統
的
な
モ
ノ
を
求

め
て
選
ば
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
畳
の

作
り
方
を
生
か
し
、
ワ
イ

ル
ド
さ
が
あ
る
壁
紙
を
作

れ
た
ら
面
白
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

萩
原

そ
れ
は
面
白
そ

う
で
す
。
日
本
文
化
と
し

て
畳
を
売
ろ
う
と
し
て
も

そ
れ
で
は
市
場
が
限
ら
れ

る
。
米
国
市
場
に
合
う
商

品
が
た
ま
た
ま
日
本
の
伝

統
的
な
畳
の
素
材
だ
っ
た

と
い
う
視
点
も
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

当
社
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
量
産
型
の
会
社
な

の
で
、
米
国
で
も
産
業
と

し
て
量
を
回
す
よ
う
な
商

売
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。―

―
中
村
社
長
の
紹

介
で
も
あ
っ
た
よ
う

に
、エ
リ
モ
工
業
は
売

り
上
げ
の
75
％
が
米

国
向
け
で
す
。

日
本
に
あ
る
よ
う
な
生

地
と
裏
打
ち
紙
を
貼
り
合

わ
せ
る
裏
打
ち
機
は
海
外

に
な
か
な
か
な
く
、
貼
り

合
わ
せ
の
高
い
技
術
が
強

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

国
企
業
と
も
競
合
し
て
い

ま
す
が
、
高
い
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強

み
に
1
㍍
1
0
0
㌦
以
上

の
価
格
で
販
売
し
て
い
ま

す
。国

内
市
場
は
人
口
が
減

（なかむら・よしゆき）京都外国語大学英米語
学科卒。インテリア関連企業を経て、2007年エリ
モ工業入社。海外部門の開発営業担当を経て、14
年6月代表取締役社長。58歳

中村 由之 氏

萩原 秀泰 氏

堀田 将矢 氏

出 席 者
社名五十音順

中村 氏

次代へつなぐ次代へつなぐ

「工芸建材」を生かした体感施設「タクタイル
ハウス オオサカ」（大阪府和泉市）
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「Tactile Material」（タクタイル マテリアル）社長

堀田カーペット 社長
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視
覚
情
報
だ
け
で
な
く
触
覚
も

視
覚
情
報
だ
け
で
な
く
触
覚
も

畳
敷
き
込
み
の
保
育
園
運
営
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産
業
維
持
に
は
量
も
必
要

産
業
維
持
に
は
量
も
必
要

持
続
可
能
な
在
り
方
模
索

り
、
住
宅
着
工
戸
数
も
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
壁
紙
で
言
え
ば
、
国

内
で
は
防
火
基
準
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

塩
ビ
使
い
が
99
％
で
す
。

し
か
し
、
海
外
に
目
を
向

け
る
と
様
相
が
異
な
り
、

欧
米
な
ど
で
は
織
物
壁
紙

の
需
要
も
高
い
。
可
能
性

が
あ
る
海
外
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

米
国
と
の
商
売
を
長
年

続
け
て
い
ま
す
が
、
出
迎

え
や
食
事
、
ハ
グ
な
ど
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
も
大
切

と
感
じ
て
い
ま
す
。
信
用

を
重
ね
る
こ
と
で
、
強
い

信
頼
関
係
に
つ
な
が
り
ま

す
。堀

田

当
社
は
7
、
8

年
前
に
中
国
で
Ｂ
to
Ｂ
市

場
を
中
心
に
開
拓
し
よ
う

と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
1
、
2
回
ウ
ィ
ル
ト

ン
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
出
荷
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

3
、
4
年
か
か
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
多
い
中
で
、
日

本
か
ら
中
国
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
い

と
判
断
し
て
最
終
的
に
諦

め
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
お

二
人
の
話
の
よ
う
に
や
っ

ぱ
り
現
地
で
リ
ス
ク
を
負

っ
て
や
ら
な
い
限
り
難
し

い
と
、
い
っ
た
ん
撤
退
し

ま
し
た
。

海
外
へ
再
度
挑
戦
す
る

考
え
で
す
が
、
輸
出
と
い

う
よ
り
も
、
国
内
で
海
外

デ
ザ
イ
ナ
ー
が
関
わ
る
案

件
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強

め
ま
す
。
そ
の
た
め
に
来

年
デ
ン
マ
ー
ク
で
開
か
れ

る
展
示
会
「
ス
リ
ー
デ
イ

ズ
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
」

へ
出
展
し
、
海
外
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
の
接
点
を
増
や
す

予
定
で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
海
外
Ｏ
Ｅ

Ｍ
に
も
関
わ
れ
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
―
堀
田
社
長
は
、

生
活
雑
貨
企
画
製
造

・
販
売
の
中
川
政
七

商
店
と
合
弁
会
社
タ

ク
タ
イ
ル

マ
テ
リ

ア
ル
を
3
月
に
設
立

し
、
工
芸
を
生
か
し

た
建
築
材
料
「
工
芸

建
材
」（
商
標
登
録
済

み
）
の
開
発
や
卸
売

り
、
体
感
施
設
と
し

て
一
棟
貸
し
の
宿

「
タ
ク
タ
イ
ル

ハ

ウ
ス

オ
オ
サ
カ
」

（
大
阪
府
和
泉
市
）も

運
営
し
て
い
ま
す
。

堀
田

こ
の
施
設
を
作

っ
た
目
的
の
一
つ
は
、
モ

ノ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
と

き
に
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

に
限
界
が
あ
る
と
思
い
、

体
感
で
き
る
時
間
を
作
る

こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
か

ら
で
す
。
視
覚
情
報
は
今

後
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、

視
覚
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
空
気
感
の
よ
う
な
も

の
、つ
ま
り
触
覚
、体
感
か

ら
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ア

で
、
触
覚
が
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
望
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
目
的
は
、

ウ
ィ
ル
ト
ン
と
い
う
モ
ノ

作
り
は
こ
の
ま
ま
で
は
産

業
と
し
て
終
わ
る
と
い
う

危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
織

機
メ
ー
カ
ー
が
減
っ
て
い

る
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
地
と

し
て
も
衰
退
す
る
方
向
で

す
。
で
も
一
方
で
、
ウ
ィ

ル
ト
ン
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
競

争
力
の
あ
る
製
品
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
工

芸
建
材
と
言
わ
れ
る
モ
ノ

全
部
そ
う
で
は
な
い
か

と
。
イ
草
使
い
の
畳
も
、

織
物
壁
紙
も
、
漆
も
。
終

わ
ら
せ
て
は
い
け
な
い
モ

ノ
作
り
が
あ

る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
国
内
の

モ
ノ
作
り
を

未
来
に
残
し

て
い
く
き
っ

か
け
の
一
つ

に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま

す
。

―
―
萩

原
で
は

企
業
主

導
型
の

保
育
園

を
開
園

し
、
保
育
室
に
畳
を

敷
き
込
ん
で
畳
と
触

れ
合
う
環
境
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

萩
原

22
年
7
月
に
社

屋
と
同
じ
敷
地
内
に
「
あ

さ
の
は
保
育
園
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
当
社
の
イ
草

を
使
っ
た
保
育
室
を
備
え

て
お
り
、
従
業
員
が
仕
事

と
子
育
て
を
両
立
で
き
る

環
境
作
り
に
加
え
、
体
感

も
通
し
て
畳
文
化
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

中
村

天
然
素
材
使
い

も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
当

社
が
取
り
扱
う
材
料
の
天

然
素
材
の
魅
力
は
、
そ
の

天
然
素
材
一
つ
一
つ
に
同

じ
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の
も
の

が
な
く
、
未
完
成
さ
を
感

じ
る
部
分
で
す
。
完
成
さ

れ
た
均
一
な
素
材
に
は
、

人
は
格
好
良
さ
を
感
じ
る

一
方
、
不
完
全
さ
を
持
つ

不
ぞ
ろ
い
な
天
然
素
材
の

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
に
は
、
人

は
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
て
愛
着
さ
え
生
ま

れ
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
作
り
出
す

天
然
素
材
の
壁
紙
を
通
じ

て
、
こ
の
よ
う
な
天
然
素

材
の
不
完
全
さ
の
魅
力
を

生
か
し
、
人
が
ほ
っ
と
安

心
で
き
る
温
か
い
空
間
を

提
供
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

堀
田

先
ほ
ど
萩
原
さ

ん
が
産
業
と
し
て
量
を
回

し
て
い
く
こ
と
を
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私

も
一
点
物
を
作
る
こ
と
は

や
ら
な
い
と
決
め
て
い
ま

す
。
タ
ク
タ
イ
ル

マ
テ

リ
ア
ル
で
も
、
例
え
ば
和

紙
な
ら
ば
、
機
械
す
き
を

ベ
ー
ス
に
す
る
な
ど
、
中

量
生
産
で
き
る
モ
ノ
を
基

本
的
に
作
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

大
量
に
は
作
れ
な
い
け

れ
ど
、
欲
し
い
と
言
っ
て

く
だ
さ
る
方
に
は
適
正
な

価
格
で
適
正

な
量
を
届
け

ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。
そ
う
で

な
い
と
、
産

業
に
は
つ
な

が
り
ま
せ

ん
。産

業
と
し

て
残
る
た
め

に
は
、
堀
田

カ
ー
ペ
ッ
ト

も
一
定
の
規

模
が
必
要
で

す
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
分
業
体
制
の

中
で
紡
績
や
染
色
を
担
う

企
業
の
持
続
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
現
状
の
売
上
高

は
7
億
円
前
後
で
す
が
、

20
億
円
程
度
ま
で
も
っ
て

い
か
な
い
と
産
業
と
し
て

残
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。当

社
の
商
売
は
、
織
機

の
台
数
イ
コ
ー
ル
売
り
上

げ
と
い
う
部
分
が
あ
り
、

織
機
を
増
や
さ
な
い
限
り

売
り
上
げ
も
基
本
的
に
増

え
ま
せ
ん
。

た
だ
ウ
ィ
ル
ト
ン
織
機

を
製
造
す
る
ベ
ル
ギ
ー
の

バ
ン
デ
ビ
ー
レ
社
は
、
2

0
0
0
年
代
に
発
売
し
た

新
機
を
最
後
に
開
発
を
止

め
て
い
ま
す
。
私
が
把
握

し
て
い
る
範
囲
で
は
ほ
か

に
ウ
ィ
ル
ト
ン
織
機
メ
ー

カ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ベ
ル
ギ
ー
に
作
れ

る
可
能
性
の
あ
る
企
業
が

1
社
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
今
年
中
に
訪
問
す
る

予
定
で
す
。

織
機
を
買
お
う
と
す
る

と
、
土
地
も
建
物
も
広
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
当
の
投
資
が
必
要
で

す
。
で
も
そ
れ
を
決
断
し

て
乗
り
越
え
な
い
と
、
私

の
時
代
で
産
業
と
し
て
は

終
わ
る
で
し
ょ
う
。
事
業

規
模
を
大
き
く
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
感
覚
で

す
。萩

原

イ
草
用
の
織
機

メ
ー
カ
ー
も
ジ
ャ
カ
ー
ド

が
1
社
、
無
地
も
1
社
だ

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
長
に
就
い
て
か
ら
売

上
高
が
2
倍
近
く
に
な
り

ま
し
た
が
、
事
業
規
模
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
イ

草
や
ご
さ
の
可
能
性
を
広

げ
る
取
り
組
み
に
あ
る
程

度
お
金
を
か
け
ら
れ
る
面

が
あ
り
ま
す
。
少
し
余
裕

の
あ
る
当
社
が
積
極
的
に

取
り
組
む
役
割
が
あ
る
と

自
認
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
静
岡
県
焼
津
市

で
従
業
員
2
人
が
農
業
に

従
事
し
て
い
る
と
話
し
ま

し
た
。
元
々
他
社
が
や
っ

て
い
た
事
業
で
し
た
が
撤

退
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

こ
に
関
わ
っ
て
い
た
20
代

女
性
の
思
い
を
聞
き
、
当

社
の
従
業
員
と
し
て
続
け

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
続

け
た
い
思
い
が
あ
る
の
に

続
け
さ
せ
ら
れ
な
い
業
界

に
、
未
来
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

中
村

壁
紙
で
も
紡
績

や
撚
糸
、
綛
（
か
せ
）
染

め
の
染
工
場
な
ど
が
減
る

一
方
で
す
。
や
は
り
産
業

と
し
て
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
一
定
の
規
模
の

量
が
必
要
で
す
。
当
社
は

国
内
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
手
加
工
で
作
っ
た
素
材

も
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
素
材
を
世
界
に
知

っ
て
も
ら
う
役
割
も
意
識

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。萩

原

当
社
は
樹
脂
製

畳
表
や
枕
用
パ
イ
プ
な
ど

社
内
で
一
部
生
産
し
て
い

ま
す
が
、
卸
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
す
。
し
か
し
、
協
力
縫

製
工
場
の
1
社
が
後
継
者

問
題
も
あ
り
、
昨
年
11
月

に
当
社
グ
ル
ー
プ
に
入
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
も
生
産
元
の
後
継
者

や
事
業
継
続
の
問
題
が
発

生
し
て
お
り
、
ど
う
い
う

形
に
す
れ
ば
持
続
で
き
る

か
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

堀
田

5
年
ほ
ど
前
に

英
国
の
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
の
街
に
あ
る
老
舗
カ
ー

ペ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
を
訪
問

し
た
の
で
す
が
、
全
て
垂

直
統
合
し
て
一
貫
生
産
し

て
い
ま
し
た
。
一
方
で
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
古
い
織
機
を

買
っ
て
一
人
で
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
製
造
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
間

が
な
い
。
業
界
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
が
、
今
後

の
一
つ
の
在
り
方
を
見
た

感
覚
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

い
う
形
が
良
い
の
か
模
索

し
な
が
ら
、
今
あ
る
モ
ノ

作
り
を
次
代
へ
引
き
継
い

で
い
き
た
い
で
す
ね
。

（ほった・まさや）北海道大学卒業後、2002年
4月トヨタ自動車入社。08年2月堀田カーペット入
社。17年2月代表取締役。25年3月中川政七商店
（奈良市）と設立した合弁会社「Tactile Material」
（タクタイル マテリアル）社長に就任。47歳

（はぎはら・ひでやす）國學院大學法学部卒。
2007年4月萩原入社。18年11月代表取締役社長に
就任。41歳

産業として産業として

萩原 氏

堀田 氏

Roundtable discussion

座談会
（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月10日 火曜日7
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タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

リ
サ
イ
ク
ル
拡
大

東リ

中
間
処
理
施
設
開
設
へ

中
間
処
理
施
設
開
設
へ

異
素
材
ま
と
め
て
リ
サ
イ
ク
ル

高
度
な
マ
テ
リ
ア
ル
技
術
確
立

異物除去な
ど効率化

広域で自社製品回収

国
内
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
持
つ
東
リ
は
、
タ
イ
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
昨
年
4
月
に
タ
イ
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
2
号
ラ
イ
ン
を
稼
働
さ
せ
、
処
理

能
力
を
向
上
。
さ
ら
に
使
用
済
み
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
中
間
処
理
施
設

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
今
年
開
設
予
定
で
、
異
物
除
去
や

粗
粉
砕
の
作
業
効
率
を
高
め
て
回
収
・
処
理
量
の
増
加
に
対
応
す
る
。

同
社
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
完

全
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
。

最
大
の
特
徴
は
、
タ
イ
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
パ
イ
ル
層

（
上
層
）
と
バ
ッ
キ
ン
グ

層
（
下
層
）
を
分
離
せ
ず

に
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
に

加
工
す
る
独
自
技
術
に
あ

る
。
パ
イ
ル
の
繊
維
素
材

と
パ
ッ
キ
ン
グ
の
塩
ビ
樹

脂
素
材
は
異
素
材
だ
が
、

回
収
し
た
廃
棄
物
を
素
材

ご
と
に
分
離
せ
ず
に
混
合

・
溶
融
し
、
再
び
バ
ッ
キ

ン
グ
の
素
材
と
し
て
使
え

る
高
度
な
マ
テ
リ
ア
ル
技

術
を
実
現
し
た
。

回
収
し
た
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
素
材
を
ほ
ぼ
1

0
0
％
再
び
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
原
材
料
と
し
て

利
用
で
き
、

分
離
す
る
手

法
と
比
べ
て

加
工
工
程
が

少
な
い
た

め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト

の
削
減
に
も

つ
な
が
る
。

2
0
2
1

年
5
月
に
、

タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ

ン
ト
1
号
ラ

イ
ン
を
滋
賀
東
リ
（
滋
賀

県
日
野
町
）
に
設
置
し
て

稼
働
し
た
。
工
場
で
発
生

す
る
不
良
タ
イ
ル
や
裁
断

く
ず
に
加
え
て
、
市
中
の

使
用
済
み
タ
イ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
を
回
収
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
チ
ッ
プ
に
加
工
し
て

再
び
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
バ
ッ
キ
ン
グ
に
使
用
す

る
。さ

ら
な
る
処
理
能
力
の

向
上
を
図
り
、
タ
イ
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ン
ト
の
2
号
ラ
イ
ン
を

24
年
4
月
に
稼
働
。
2
号

ラ
イ
ン
の
稼
働
で
、
市
中

廃
材
・
工
場
廃
材
な
ど
の

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
処

理
能
力
は
従
来
比
3
・
5

倍
の
年
間
8
千
㌧
と
な

り
、
4
0
0
万
平
方
㍍
の

リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

市
中
の
使
用
済
み
タ
イ

ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
回
収
で

は
、
12
年
に
国
の
「
広
域

認
定
制
度
」
を
取
得
。
同

制
度
は
、
製
品
の
廃
棄
物

の
処
理
を
そ
の
製
品
の
製

造
事
業
者
な
ど
が
広
域
的

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

廃
棄
物
処
理
業
に
関
す
る

法
制
度
の
基
本
で
あ
る
地

方
公
共
団
体
ご
と
の
許
可

が
不
要
で
、
広
域
で
効
率

的
な
産
業
廃
棄
物
の
回
収

と
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能

だ
。
同
社
は
首
都
圏
を
は

じ
め
、
自
社
製
タ
イ
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
回
収
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

回
収
量
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。広

域
認
定
制
度
を
活
用

し
て
回
収
し
た
使
用
済
み

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、

同
社
の
厚
木
工
場
（
神
奈

川
県
厚
木
市
）
に
一
度
持

ち
込
ん
で
、
同
工
場
で
異

物
除
去
な
ど
の
中
間
処
理

を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ン
ト
が
あ

る
滋
賀
東
リ

へ
送
っ
て
い

る
。現

状
で
は

手
作
業
に
近

い
工
程
も
多

く
、
今
後
の

回
収
、
処
理

量
の
増
加
に

対
応
す
る
た

め
、
効
率
的

な
自
動
処
理

ラ
イ
ン
を
導

入
す
る
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」（
広
さ
1

7
0
0
平
方
㍍
）
を
厚
木

工
場
隣
接
地
に
今
年
設

け
、作
業
効
率
化
を
図
る
。

同
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
キ

ン
グ
材
は
、「
Ｇ
Ａ
1
0

0
」「
Ｇ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
の

エ
コ
マ
ー
ク
取
得
製
品
の

ほ
か
、「
Ｇ
Ａ
―
3
6
0
0

サ
ス
テ
ィ
ブ
バ
ッ
ク
」
な

ど
合
わ
せ
て
4
品
種
の
タ

イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
使
用

す
る
。

Ｇ
Ａ
―
3
6
0
0
サ
ス

テ
ィ
ブ
バ
ッ
ク
は
、
自
社

の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
キ
ン

グ
や
内
製
原
着
ナ
イ
ロ
ン

糸
を
使
用
し
、
環
境
配
慮

型
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
と

し
て
打
ち
出
す
。
24
年
12

月
に
新
柄
を
追
加
し
、
全

9
柄
62
ア
イ
テ
ム
の
充
実

し
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
な

っ
た
。

新
柄
の
「
グ
レ
イ
ス
フ

ィ
ー
ル
ド
」
は
、
無
地
調

で
あ
り
な
が
ら
パ
イ
ル
の

凹
凸
感
や
糸
の
ミ
ッ
ク
ス

感
に
よ
る
上
質
な
意
匠
が

特
徴
で
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
カ

ラ
ー
の
グ
レ
ー
ジ
ュ
や
彩

度
の
高
い
ア
ク
セ
ン
ト
カ

ラ
ー
な
ど
豊
富
な
カ
ラ
ー

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
取
り
そ

ろ
え
る
。

環境／東リ

24年12月発売のGA―3600サスティブバック
「グレイスフィールド」

特集 インテリア総合特集 インテリア総合

異物除去の流れ

環境環境

24
年
4
月
に
稼
働
し
た
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ

ト
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
2
号
ラ
イ
ン

（第三種郵便物認可） 82025年（令和7年）6月10日 火曜日
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リサイクル品
浸透率50％へ

日本リサイクル
カーペット協会

日
本
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
協
会
（
近
藤
忠
稚

会
長
）
は
、
当
面
リ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
国
内

市
場
浸
透
率
50
％
を
目
標

に
掲
げ
て
活
動
す
る
。
2

0
2
3
年
11
月
に
発
足

後
、
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
認
定
制
度
創
設
、
認

定
商
品
の
適
格
性
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
構
築
、
回
収
量

の
拡
大
な
ど
着
実
に
歩
を

進
め
て
い
る
。

同
協
会
に
よ
る
と
、
タ

イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
国
内

流
通
量
は
年
間
2
5
0
0

万
平
方
㍍
。
こ
の
う
ち
リ

サ
イ
ク
ル
タ
イ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
の
年
間
流
通
量
は
会

員
企
業
合
計
で
約
5
0
0

万
平
方
㍍
に
上
り
、
約
20

％
に
相
当
す
る
。
同
協
会

で
は
、
こ
の
比
率
を
50
％

に
高
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
む
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
基
準
を

定
め
て
条
件
を
満
た
す
製

品
を
認
定
す
る
「
リ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
認
定
」

を
24
年
7
月
か
ら
開
始
。

認
定
要
件
は
、

タ
イ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
由
来
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
（
ポ
ス
ト

コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
リ
サ
イ
ク

ル
）
材
を
25
％

以
上
使
用
す
る

こ
と
や
、
素
材

ご
と
に
分
離
さ

れ
た
原
料
の
使

用
な
ど
を
定
め

る
。
認
定
商
品

は
1
1
1
柄
6

5
5
ア
イ
テ
ム

に
上
る
。

さ
ら
に
顧
客
が
安
心
・

信
頼
し
て
、
同
認
定
商
品

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
、

協
会
内
に
第
三
者
有
識
者

に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
チ
ェ

ッ
ク
委
員
会
」を
設
置
し
、

認
定
商
品
の
適
格
性
を
維

持
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
仕
組
み
を
取
り

入
れ
た
。

委
員
会
の
外
部
有
識
者

に
は
、
東
京
大
学
特
別
教

授
、
物
質
・
材
料
研
究
機

構
フ
ェ
ロ
ー
の
伊
藤
耕
三

氏
、
ト
ー
マ
ツ
パ
ー
ト
ナ

ー
・
公
認
会
計
士
の
豊
泉

匡
範
氏
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

・
毛
利
・
友
常
法
律
事
務

所
パ
ー
ト
ナ
ー
・
弁
護
士

の
吉
井
一
浩
氏
が
就
く
。

評
価
は
、認
定
商
品
の

生
産
量
や
素
材
分
離
し
た

再
生
原
料
の
使
用
量
な
ど

の
デ
ー
タ
を
基
に
判
断
。

適
格
性
が
あ
る
と
評
価
さ

れ
た
商
品
は
認
定
が
継
続

さ
れ
る
。3
月
に「
第
1
回

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ッ
ク
委
員

会
」を
開
き
、認
定
商
品
の

適
格
性
を
評
価
し
た
。

使
用
済
み
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
回
収
量
も
着
実
に
増
加

し
て
い
る
。
四
半
期
単
位

で
見
る
と
、
協
会
立
ち
上

げ
時
か
ら
全
て
の
四
半
期

に
お
い
て
前
年
同
期
量
を

上
回
り
、
今
年
1
〜
3
月

期
は
前
年
同
期
比
1
1
8

％
の
回
収
量
と
な
っ
た
。

一
方
で
リ
サ
イ
ク
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
需
要
も
伸
び

て
お
り
、「
こ
こ
1
年
ほ
ど

は
再
生
樹
脂
の
需
要
が
供

給
量
を
上
回
っ
て
い
る
状

態
が
継
続
し
て
い
る
」（
越

智
晶
副
会
長
）
と
し
、
さ

ら
な
る
回
収
が
課
題
に
な

る
。越

智
副
会
長
は
、
現
状

の
回
収
は
首
都
圏
で
発
生

す
る
使
用
済
み
カ
ー
ペ
ッ

ト
が
大
半
と
し
、
他
の
都

市
圏
で
の
回
収
は
少
量
と

指
摘
。
人
手
不
足
問
題
に

対
応
し
た
効
率
的
な
回
収

方
法
や
、
大
阪
・
名
古
屋

圏
で
の
回
収
方
法
の
効
率

化
が
必
要
と
す
る
。
そ
の

た
め
に
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や

施
工
主
と
な
る
企
業
に
も

参
加
を
促
す
な
ど
し
て
取

り
組
み
の
拡
大
へ
つ
な
げ

る
。

日
本
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ペ
ッ

ト
協
会
は
、
2
0
2
3
年
11
月

1
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
よ

り
早
い
実
現
と
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ
ら
に
拡

大
、
活
性
化
さ
せ
、
リ
サ
イ
ク

ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
普
及
と
促
進

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
個

社
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
競
合

的
な
関
係
を
乗
り
越
え
て
大
局

的
な
観
点
か
ら
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

当
協
会
の
会
員
は
約
90
社
で

す
。
使
用
済
み
タ
イ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
の
回
収
、再
生
素
材
製
造
、

リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
製

造
な
ど
の
水
平
循
環
型
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
に
関
わ
る
事
業

者
、
協
会
の
活
動
に
ご
賛
同
い

た
だ
く
事
業
者
な
ど
の
相
互
協

力
で
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

24
年
7
月
に
認
定
基
準
を
定

め
、
認
定
制
度
を
施
行
し
ま
し

た
。
現
在
の
認
定
商
品
は
、
1

1
1
柄
6
5
5
ア
イ
テ
ム
に
上

り
ま
す
。
認
定
マ
ー
ク
に
は
、

協
会
の
マ
ー
ク
と
同
じ
デ
ザ
イ

ン
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
会
員

各
社
の
統
一
認
定
規
格
と
し

て
、
よ
り
ユ
ー
ザ
ー
に
分
か
り

や
す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
協

会
の
認
知
度
向
上
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
環
境
配
慮
を
実
態
以
上

に
見
せ
か
け
る
「
グ
リ
ー
ン
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
」
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
中
で
、
当
協
会
で
は
顧
客

が
安
心
・
信
頼
し
て
環
境
対
応

商
品
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
協
会
の
公
平
性
・
公
正
性

を
担
保
す
る
目
的
で
、
利
害
関

係
の
な
い
第
三
者
の
有
識
者
に

よ
る
「
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ッ
ク
委

員
会
」
を
協
会
内
に
設
置
し
ま

し
た
。
そ
し
て
3
月
に
第
1
回

の
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
定
期
的
な
確
認
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
な
る
当
協
会

の
認
知
度
向
上
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
国
内
外
へ
の
発

信
力
強
化
を
は
じ
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
認
知
度
向

上
拡
大
に
向
け
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

発
足
後
、
回
収
量
が
拡
大

発
足
後
、
回
収
量
が
拡
大

環境／日本リサイクルカーペット協会

4月23日に都内で開いた同協会の総会

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
バ
ッ
キ
ン
グ
材

を
再
生
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ウ
ダ
ー

一
段
の
認
知
度
向
上
を

一
段
の
認
知
度
向
上
を

近
藤

忠
稚
氏

会
長

環境環境

（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月10日 火曜日9
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ト
ー
ア
紡
マ
テ
リ
ア
ル

廃
棄
衣
料
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

東
亜
紡
織
と
連
携

ラグな
どへ採用広がる

再生ナイロン66糸供給
比楽紡績

小
嶋
織
物

デ
ニ
ム
端
材
か
ら

糸
・
生
地

壁
紙
や
ア
パ
レ
ル
に
提
案

リ
マ
ー
レ

廃
プ
ラ
を
建
材
に
再
生

異
素
材
混
合
に
も
対
応

イ
ン
テ
リ
ア
産
業
資
材

事
業
を
手
掛
け
る
ト
ー
ア

紡
マ
テ
リ
ア
ル
は
、
グ
ル

ー
プ
企
業
で
衣
料
事
業
の

東
亜
紡
織
と
連
携
し
、
廃

棄
衣
料
品
を
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
す
る
取
り
組
み
を
進

め
る
。
イ
ン
テ
リ
ア
用
途

へ
の
展
開
も
模
索
す
る
。

こ
れ
ま
で
も
流
通
企
業

と
と
も
に
実
績
を
重
ね
て

き
た
。
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
と
東
亜

紡
織
は
、
1
9
9
6
年
に

日
本
で
初
め
て
不
要
に
な

っ
た
衣
類
を
回
収
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー

ト
。
2
0
2
3
年
に
は
Ａ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
下
取
り
で
回
収

し
た
ス
ー
ツ
や
礼
服
な
ど

の
ウ
ー
ル
製
品
を
反
毛
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
糸
に
し
、

ア
ッ
パ
ー
素
材
に
使
用
し

た
シ
ュ
ー
ズ
を
開

発
。
服
が
靴
に
生
ま

れ
変
わ
る
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
な
製
品
と
し

て
の
打
ち
出
し
に
つ

な
が
っ
た
。

ア
ー
バ
ン
リ
サ
ー

チ
の
廃
棄
衣
料
を
ア

ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
た

フ
ェ
ル
ト
素
材
開
発

に
も
協
力
。
同
フ
ェ

ル
ト
素
材
を
使
っ
た

パ
ソ
コ
ン
ケ
ー
ス
の

販
売
が
実
現
し
た
。

ト
ー
ア
紡
マ
テ
リ
ア
ル

と
東
亜
紡
織
の
若
手
同
士

が
連
携
し
、
商
品
開
発
に

取
り
組
む
事
例
が
出
て
き

て
お
り
、
さ
ら
な
る
連
携

を
通
し
て
付
加
価
値
の
高

い
素
材
や
商
品
開
発
を
進

め
、
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｂ
Ｏ
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
を
目
指
す
。

紡
毛
紡
績
の
比
楽
紡
績

（
堺
市
）
は
、
再
生
ナ
イ

ロ
ン
66
糸
を
備
蓄
販
売
す

る
。
長
繊
維
と
短
繊
維
タ

イ
プ
合
わ
せ
て
年
間
数
十

㌧
供
給
可
能
で
、
コ
ン
ト

ラ
ク
ト
用
途
の
ラ
グ
な
ど

へ
採
用
さ
れ
て
い
る
。

再
生
ナ
イ
ロ
ン
66
短
繊

維
は
、
主
に
中
国
で
出
た

エ
ア
バ
ッ
グ
用
端
材
を
国

内
で
チ
ッ
プ
に
し
て
紡
糸

す
る
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
向
け

は
リ
ン
グ
精
紡
の
3
番

手
、
5
番
手
糸

を
用
意
す
る
。

衣
料
向
け
は
ミ

ュ
ー
ル
精
紡
の

10
番
手
、
16
番

手
糸
に
対
応
。

衣
料
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
用
途
と
も

わ
た
染
め
や
糸

染
め
、
後
染
め

が
で
き
る
。

エ
ア
バ
ッ
グ

用
端
材
は
ノ
ン
シ
リ
コ
ン

で
物
性
が
安
定
し
て
い
る

た
め
、
高
品
質
品
を
供
給

で
き
る
。

再
生
ナ
イ
ロ
ン
66
長
繊

維
も
そ
ろ
え
て
お
り
、
カ

ー
ペ
ッ
ト
用
再
生
Ｂ
Ｃ
Ｆ

（
か
さ
高
連
続
長
繊
維
）

ナ
イ
ロ
ン
66
糸
を
備
蓄
販

売
す
る
。
短
繊
維
同
様
、

主
に
中
国
で
出
る
エ
ア
バ

ッ
グ
用
端
材
を
国
内
で
チ

ッ
プ
に
し
て
紡
糸
。
再
生

ナ
イ
ロ
ン
1
0
0
％
で
、

紡
糸
工
程
の
前
段
階
で
顔

料
を
添
加
し
て
糸
自
体
に

色
を
着
け
る
原
着
糸
と
、

後
染
め
用
の
白
糸
を
備
蓄

す
る
。

原
着
糸
は
黒
の
1
1
2

0
㌥
�
56
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
、
白
糸
は
1
1
2
0
㌥

�
56
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
と
、

1
1
7
0
㌥
�
80
フ
ィ
ラ

メ
ン
ト
の
2
タ
イ
プ
を
そ

ろ
え
る
。

織
物
壁
紙
・
襖
（
ふ
す

ま
）
紙
製
造
の
小
嶋
織
物

（
京
都
府
木
津
川
市
）は
、

自
社
生
産
工
程
で
出
た
デ

ニ
ム
の
端
材
を
反
毛
し
、

同
わ
た
を
使
用
し
た
紡
績

糸
、
生
地
を
壁
紙
や
ア
パ

レ
ル
向
け
へ
提
案
す
る
。

同
社
は
デ
ニ
ム
使
い
の

壁
紙
も
生
産
す
る
。
デ
ニ

ム
は
主
に
1
4
0
㌢
幅

で
、
壁
紙
は
1
0
5
㌢
幅

の
た
め
、
35
㌢
分
が
端
材

に
な
る
。
こ
れ
ま
で
端
材

で
小
物
を
作
る
な
ど
し
て

き
た
が
、
反
毛
し
て
糸
、

生
地
に
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

し
て
提
案
す
る
。

反
毛
設
備
を
持
つ
子
会

社
の
加
藤
繊
維
（
岐
阜
県

瑞
穂
市
）
が
広
島
、
岡
山

県
産
の
デ
ニ
ム
端
材
を
反

毛
す
る
。
一
般
的
な
反
毛

設
備
は
、
生
地
を
し
っ
か

り
か
く
必
要
が
あ
る
が
、

同
社
の
設
備
は
生
地
を
粗

め
に
カ
ッ
ト
し
て
熱
と
圧

力
で
空
気
を
当
て
て
ほ
ぐ

す
た
め
、
生
地
の
色
な
ど

が
交
じ
り
す
ぎ
ず
味
の
あ

る
わ
た
、
糸
が
作
れ
る
。

生
地
は
小
嶋
織
物
で
生
産

す
る
。

糸
、
生
地

売
り
は
別
注

対
応
が
基

本
。
わ
た
の

混
率
、番
手
、

生
地
の
種
類

は
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
で
き

る
。
綿
4
〜

16
番
手
に
対
応
す
る
ほ

か
、
ネ
ッ
プ
ヤ
ー
ン
や
ト

ッ
プ
染
め
、
先
染
め
も
可

能
。反

毛
糸
・
生
地
は
織
物

壁
紙
と
し
て
再
び
使
用
す

る
ほ
か
、
ダ
ン
ガ
リ
ー
系

シ
ャ
ツ
な
ど
ア
パ
レ
ル
向

け
に
も
提
案
す
る
。

廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

再
生
し
建
材
を
製
造
す
る

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
Ｒ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｅ
（
リ
マ
ー
レ
、

名
古
屋
市
昭
和
区
）
は
異

素
材
混
合
の
リ
サ
イ
ク
ル

対
応
を
強
み
に
業
容
の
拡

大
を
目
指
す
。

2
0
2
1
年
に
三
重
県

鳥
羽
市
で
創
業
。
廃
棄
さ

れ
た
漁
具
を
中
心
に
廃
プ

ラ
を
粉
砕
し
、
熱
プ
レ
ス

し
て
板
材
な
ど
の
建
材
に

す
る
。
同
県
伊
勢
市
に
自

社
工
場
が
あ
り
、
粉
砕
、

洗
浄
、
プ
レ
ス
、
研
磨
を

手
掛
け
る
。

異
素
材
混
合
品
は
リ
サ

イ
ク
ル
が
難
し
く
、
焼
却

や
埋
め
立
て
に
回
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
同
社
は
異

素
材
混
合
に
対
応
し
、
か

つ
バ
ー
ジ
ン
を
入
れ
な
い

リ
サ
イ
ク
ル
1
0
0
％
の

建
材
を
実
現
す
る
。

そ
れ
を
可
能
と
す
る
の

が
自
社
で
開
発
し
た
可
変

式
加
熱
器
だ
。
温
度
制
御

で
異
な
る
融
点
の
素
材
を

板
材
に
変
え
ら
れ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
素
材
と
温
度
に

よ
る
成
形
デ
ー
タ
を
4
千

件
以
上
蓄
積
し
て
き
た
。

同
社
の
板
材
は
カ
ラ
フ

ル
な
マ
ー
ブ
ル
模
様
で
デ

ザ
イ
ン
性
が
高
い
。
規
格

品
の
板
材
を
自
販
す
る
ほ

か
、
内
装
材
メ
ー
カ

ー
と
協
業
し
、
ス
ツ

ー
ル
や
天
板
、
机
、

椅
子
と
い
っ
た
成
形

品
を
開
発
し
て
き

た
。不

織
布
メ
ー
カ
ー

の
オ
ー
ツ
カ
（
岐
阜

県
笠
松
町
）
と
協
業

し
、
不
織
布
端
材
を

再
生
し
た
建
材
の
開

発
も
進
め
る
。

デ
ニ
ム
端
材
の
反
毛
糸
使
い
の
生
地

環境

廃
棄
衣
料
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
製
品

再
生
素
材
使
い
の
ブ
ラ
ン
ド

「
リ
ウ
ー
ル
」

環境環境

自
社
工
場

（第三種郵便物認可） 102025年（令和7年）6月10日 火曜日



小島氏

ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
近
年
、
プ
リ

ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
テ
リ
ア
分
野
に

広
げ
て
い
る
。
営
業
本
部
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
Ｉ
Ｄ
Ｐ
担
当
部
長
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
小
島
一
仁
氏
に

現
状
と
展
望
を
聞
い
た
。

―
―
イ
ン
テ
リ
ア
分

野
の
プ
リ
ン
ト
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何

で
す
か
。

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
技

術
を
生
か
し
た
カ
ー
テ
ン

や
ソ
フ
ァ
張
地
な
ど
の
イ

ン
テ
リ
ア
テ
キ
ス
タ
イ

ル
、
壁
紙
や
装
飾
用
シ
ー

ト
と
い
っ
た
ウ
ォ
ー
ル
カ

バ
リ
ン
グ
へ
の
提
案
で

す
。先

行
す
る
テ
キ
ス
タ
イ

ル
用
途
で
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
無
水
捺
染
の
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｊ
）
プ

リ
ン
タ
ー
の
開
発
、
拡
販

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ル
カ
バ
リ
ン
グ

向
け
も
本
格
化
さ
せ
ま
し

た
。
同
市
場
は
、
欧
米
や

中
国
を
中
心
に
年
率
20
％

で
急
成
長
し
て
お
り
、
当

社
海
外
拠
点
で
も
当
社
の

Ｉ
Ｊ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用

し
、
イ
ン
テ
リ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
を
進
め
る
顧
客
が
増
え

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
成

長
性
が
見
込
め
る
た
め
戦

略
的
に
拡
大
中
で
す
。

背
景
に
は
、
国
内
の
サ

イ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

（
Ｓ
Ｇ
）、看
板

の
市
場
変
化
も

あ
り
ま
す
。
景

観
条
例
や
高
層

化
に
よ
っ
て
屋

外
Ｓ
Ｇ
が
減
少

す
る
半
面
、
建

物
内
の
壁
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
を
活
用
し
た

屋
内
Ｓ
Ｇ
が
伸

び
て
い
る
。
そ

こ
で
看
板
製
造

業
者
や
印
刷
業

者
な
ど
当
社
Ｓ

Ｇ
事
業
の
既
存

顧
客
に
、
新
た

な
収
益
源
と
し

て
イ
ン
テ
リ
ア

分
野
へ
の
参
入
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

イ
ン
テ
リ
ア
業
界
で
も

製
造
卸
や
壁
紙
工
場
な
ど

で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
施
工
会
社
や
リ
フ
ォ

ー
ム
会
社
に
も
拡
大
し
た

い
。
新
設
住
宅
着
工
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
方

で
非
住
宅
の
着
工
床
面
積

は
拡
大
傾
向
に
あ
る
た

め
、
指
定
さ
れ
た
壁
紙
を

張
る
だ
け
で
は
先
行
き
が

不
安
定
で
す
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
壁
紙
は

Ｄ
Ｉ
Ｙ
用
途
と
し
て
ネ
ッ

ト
販
売
市
場
に
お
い
て
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
企
業
を
変
革
す
る

Ｄ
Ｘ
に
強
く
、
デ
ジ
タ
ル

プ
リ
ン
ト
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
や
す
い
で
し
ょ
う
。
比

較
的
購
入
し
や
す
い
1
0

0
万
円
台
か
ら
機
種
を
そ

ろ
え
て
い
る
の
で
、
適
し

た
助
成
金
な
ど
を
紹
介
し

て
導
入
を
促
し
、
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
参
入
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
機

種
が
あ
り
ま
す
か
。

看
板
や
壁
紙
に
対
応
し

た
「
3
3
0
シ
リ
ー
ズ
」

を
は
じ
め
、
高
画
質
と
簡

易
操
作
性
を
兼
ね
備
え
た

新
機
種
「
Ｊ
Ｖ
2
0
0
シ

リ
ー
ズ
」、Ｕ
Ｖ
硬
化
系
イ

ン
ク
対
応
の
「
Ｕ
Ｃ
Ｊ
Ｖ

／
Ｕ
Ｊ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」、パ

ネ
ル
プ
リ
ン
ト
対
応
の

「
Ｕ
Ｊ
Ｆ
／
Ｊ
Ｆ
Ｘ
シ
リ

ー
ズ
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

海
外
で
は
イ
ン
ク
の
主

流
が
、
熱
硬
化
に
よ
る
消

費
電
力
量
と
Ｃ
Ｏ
2
発
生

量
が
多
い
水
性
樹
脂
や
低

溶
剤
系
か
ら
、
環
境
に
優

し
く
速
乾
性
に
優
れ
た
Ｕ

Ｖ
硬
化
系
に
移
っ
て
き
ま

し
た
。
他
の
イ
ン
ク
方
式

で
は
対
応
が
難
し
い
、
ク

リ
ア
イ
ン
ク
や
白
イ
ン
ク

に
よ
る
高
い
意
匠
性
も
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
国
内
で
も

Ｕ
Ｖ
硬
化
型
機
種
の
提
案

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

―
―
た
だ
、
プ
リ
ン

タ
ー
導
入
だ
け
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
難

し
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
体
制

も
整
え
て
い
ま
す
。
一
つ

が
「
デ
ー
タ
コ
ン
テ
ン
ツ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
す
。

花
柄
な
ど
定
番
的
な
柄
を

は
じ
め
、
水
彩
画
の
大
家

や
世
界
的
写
真
家
の
作

品
、
人
気
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
多
種

多
様
な
デ
ザ
イ
ン
を
2
3

0
種
類
以
上
用
意
し
、
大

半
を
無
償
提
供
し
て
い
ま

す
。プ

リ
ン
ト
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

上
で
デ
ザ
イ
ン
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
施
工

面
に
合
わ
せ
た
サ
イ
ズ
調

整
、
色
や
パ
ー
ツ
の
変
更

な
ど
も
可
能
で
す
。
石
膏

ボ
ー
ド
壁
面
、ガ
ラ
ス
面
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ド
ア
、

金
属
面
な
ど
に
施
工
で

き
、
一
般
住
宅
か
ら
店
舗

や
オ
フ
ィ
ス
、
ホ
テ
ル
な

ど
の
非
住
宅
物
件
ま
で
提

案
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
家
具
や
家
電
に
も

プ
リ
ン
ト
が
可
能
で
す
。

も
う
一
つ
が
「
認
定
加

工
店
制
度
」
で
す
。
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
67

社
（
5
月
末
時
点
）
に
広

が
り
ま
し
た
。
イ
ン
ク
と

材
料
の
組
み
合
わ
せ
で
、

「
不
燃
」「
準
不
燃
」
認
定

や
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃

度
が
最
も
低
い
「
Ｆ
フ
ォ

ー
ス
タ
ー
」
認
定
を
取
得

し
、
認
定
加
工
店
に
防
火

認
定
書
・
不
燃
シ
ー
ル
を

提
供
。
施
主
に
対
す
る
安

心
安
全
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
自
社
単
独
で

は
プ
リ
ン
タ
ー
を
活
用
し

き
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
Ｉ
Ｃ
）
な
ど
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
、
認
定

加
工
店
が
プ
リ
ン
ト
出
力

し
て
施
工
す
る
サ
テ
ラ
イ

ト
体
制
、
施
工
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

本
社
が
あ
る
長
野
県
の

Ｉ
Ｃ
協
会
に
法
人
会
員
登

録
し
、
地
域
の
Ｉ
Ｃ
さ
ん

に
プ
リ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
や
認
定
加
工
店
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
本
社

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
勉
強
会

を
開
く
な
ど
し

て
認
知
度
向
上

に
努
め
て
い
ま

す
。
他
地
域
の

Ｉ
Ｃ
協
会
か
ら

も
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
き
ま

し
た
。―

―
今
後

の
展
望
を

お
願
い
し

ま
す
。

実
は
、
デ
ジ

タ
ル
プ
リ
ン
ト

壁
紙
は
2
0
0

0
年
に
日
本
で
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
当
社
も

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
ロ
ー
エ
ン
ド
か
ら
ハ

イ
エ
ン
ド
ま
で
幅
広
い
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
の
大
判
プ
リ

ン
タ
ー
、
耐
久
性
の
高
い

イ
ン
ク
を
保
有
し
て
い
た

か
ら
で
す
。

し
か
し
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
の
業
界
構
造
、

白
無
地
調
の
壁
紙
が
主
流

の
国
内
で
は
注
目
さ
れ

ず
、
意
匠
性
を
求
め
る
欧

米
で
急
速
に
広
が
り
ま
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
へ
の
対

応
や
ア
ク
セ
ン
ト
ク
ロ
ス

の
台
頭
な
ど
か
ら
、
必
要

な
モ
ノ
を
必
要
な
量
だ
け

生
産
・
販
売
す
る
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
ト
の
内
装
材
が

見
直
さ
れ
、
日
本
に
戻
っ

て
き
た
状
況
で
す
。

今
後
も
意
匠
性
と
環
境

性
能
に
優
れ
た
Ｕ
Ｖ
イ
ン

ク
の
強
み
を
前
面
に
出
し

な
が
ら
、
デ
ー
タ
コ
ン
テ

ン
ツ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
拡

充
、
認
定
加
工
店
制
度
と

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
工

体
制
の
構
築
を
図
り
、
デ

ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
の
内
装

材
市
場
を
拡
大
・
深
耕
し

て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
壁
紙
の
施
工
例

（
ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
東
京
支

社
の
会
議
室
）

ン
テ
リ
ア
に
新
風

デジタルプリントで
イ

～新たなビジネスモデル構築へ～

「
J
V
2
0
0
シ
リ
ー
ズ
」

ミマキエンジニアリング
Mimaki
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ア
ス
ワ
ン

「
フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
」シ
リ
ー
ズ
提
案

価
値
実
感
で
き
る
商
品
開
発

簡易メンテのカーペットも

布による空間演出強化
川島織物セルコン

ス
ミ
ノ
エ
Ｉ
Ｐ

大
空
間
用
カ
ー
テ
ン
充
実

医
療
施
設
向
け
な

ど

堅
調

窓辺回り品以外も

強み核に成長領域拡大
トーソー

ア
ス
ワ
ン
（
大
阪
市
西

区
）
は
今
夏
、
国
内
初
、

業
界
初
と
な
る
米
国
Ｐ
＆

Ｇ
社
と
正
式
ラ
イ
セ
ン
ス

を
結
ん
だ
「
フ
ァ
ブ
リ
ー

ズ
カ
ー
テ
ン
」「
フ
ァ
ブ
リ

ー
ズ
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
を
発

売
す
る
。

2
0
2
6
年
3
月
期
の

重
点
取
り
組
み
に
、
消
費

者
の
満
足
度
向
上
に
よ
る

市
場
活
性
化
を
挙
げ
て
い

る
。
フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
カ
ー

テ
ン
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
、

抗
菌
や
消
臭
機
能
に
よ
る

快
適
な
暮
ら
し
を
提
案
す

る
。フ

ァ
ブ
リ
ー
ズ
カ
ー
テ

ン
は
単
独
見
本
帳
を
発

刊
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
オ
ー

ダ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
新
見
本

帳
「
ウ
ォ
ー
ル
ト
ゥ
ウ
ォ

ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
Ｅ
Ｄ
Ｉ

Ｔ
．
2
」
へ
掲
載
し
て
訴

求
す
る
。

25
年
3
月
期

は
、
ホ
ー
ム
ユ

ー
ス
市
場
を
中

心
と
す
る
製
品

が
個
人
消
費
の

低
迷
を
受
け
て

伸
び
悩
ん
だ

が
、
コ
ン
ト
ラ

ク
ト
市
場
が
堅

調
に
回
復
し
た

こ
と
で
全
体
で

は
前
期
業
績
を
上
回
っ

た
。26

年
3
月
期
は
、
イ
ン

テ
リ
ア
業
界
を
取
り
巻
く

市
場
環
境
が
依
然
不
安
定

で
あ
る
と
し
て
、
前
期
と

同
様
の
流
れ
が
続
く
と
想

定
。
消
費
者
が
価
値
を
実

感
で
き
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
常
に
発
信
、提
案
し
、

需
要
の
掘
り
起
こ
し
・
創

造
へ
つ
な
げ
る
。

川
島
織
物
セ
ル
コ
ン

は
、
昨
秋
更
新
し
た
「
フ

ェ
ル
タ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
5
」
を
軸

に
し
た
機
能
的
で
豊
か
な

空
間
提
案
の
強
化
と
と
も

に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
着

目
し
た
新
タ
イ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
、
世
界
的
デ
ザ
イ
ン

賞
を
受
賞
し
た
ラ
グ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
「
コ
ト
ソ
メ
」

の
訴
求
に
力
を
入
れ
る
。

強
み
の
意
匠
性
、機
能
性
、

用
途
拡
大
に
磨
き
を
か
け

る
。25

年
3
月
期
、
カ
ー
テ

ン
は
全
点
防
炎
の
フ
ェ
ル

タ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
5

が
住
宅
向
け

・
非
住
宅
向

け
共
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
推

移
し
、
得
意

の
中
高
級
ゾ

ー
ン
が
健

闘
。
遮
光
、

遮
熱
、
眺
望

性
、
採
光
拡
散
な
ど
の
機

能
性
と
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
カ
ラ
ー
の
融
合
が
支
持

さ
れ
る
。
床
材
は
ホ
テ
ル

な
ど
非
住
宅
向
け
を
中
心

に
好
調
。
4
期
連
続
で
プ

ラ
ス
だ
っ
た
。

今
期
は
好
調
な
フ
ェ
ル

タ
を
軸
に
、
間
仕
切
り
の

「
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
テ
キ

ス
タ
イ
ル
」、壁
装
の
「
フ

ァ
ブ
エ
ー
ス
」「
フ
ァ
ブ
エ

ー
ス
パ
ネ
ル
」
と
、
布
に

よ
る
空
間
演
出
を
追
求
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
吸
音

性
の
デ
ー
タ
も
示
し
、
選

び
や
す
く
す
る
。

新
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

「
ス
ケ
ー
プ
フ
ォ
ー
ム
」

は
清
掃
用
化
学
薬
品
メ
ー

カ
ー
の
リ
ン
レ
イ
と
共
同

開
発
し
た
。
ポ
リ
ッ
シ
ャ

ー
な
し
で
も
汚
れ
が
簡
単

に
落
ち
、
作
業
効
率
が
向

上
。
作
業
者
の
高
齢
化
、

人
手
不
足
対
策
に
も
な

る
。
今
秋
を
め
ど
に
発
売

す
る
。

ス
ミ
ノ
エ
イ
ン
テ
リ
ア

プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
ス
ミ
ノ
エ

Ｉ
Ｐ
）
は
、
7
月
22
日
に

オ
ー
ダ
ー
カ
ー
テ
ン
「
モ

ー
ド
エ
ス
カ
ー
テ
ン
ｖ
ｏ

ｌ
．
11
」
を
発
売
す
る
。

大
型
窓
の
大
空
間
向
け
ジ

ャ
カ
ー
ド
ド
レ
ー
プ
「
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
を
充
実
さ
せ
た
。

1
8
8
柄
4
7
6
ア
イ

テ
ム
を
収
録
し
、
新
柄
は

42
柄
99
ア
イ
テ
ム
。
モ
ダ

ン
か
ら
エ
レ
ガ
ン
ト
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
へ
広
げ
た
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ジ
ャ
カ

ー
ド
ド
レ
ー
プ
は
、
新
柄

1
柄
。
色
が
穏
や
か
に
変

化
す
る
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
を

追
加
し
た
。

「
ジ
ャ
カ

ー
ド
ド
レ
ー

プ
」
は
、
無

地
調
に
見
え

る
ド
レ
ー
プ

な
ど
を
追
加

し
た
。遮
光
カ
ー
テ
ン「
サ

ン
シ
ャ
ド
ウ
」
で
は
、
緯

糸
に
細
手
の
黒
糸
を
使
用

し
て
生
地
の
厚
み
を
抑

え
、
し
な
や
か
な
風
合
い

で
淡
い
色
味
の
遮
光
等
級

1
級
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
加

え
た
。

2
0
2
5
年
5
月
期
の

カ
ー
テ
ン
事
業
は
、
前
期

比
微
増
収
に
な
る
見
込

み
。
医
療
施
設
向
け
な
ど

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
用
途
が
堅

調
で
、
3
月
に
発
売
し
た

医
療
・
福
祉
・
教
育
コ
ン

ト
ラ
ク
ト
用
カ
ー
テ
ン

「
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
フ
ェ
イ

ス
ｖ
ｏ
ｌ
．
21
」
も
貢
献

し
た
。
小
売
店
向
け
は
や

や
苦
戦
し
た
。
カ
ー
テ
ン

全
体
の
販
売
数
量
は
減
少

し
た
が
、
値
上
げ
が
売
り

上
げ
増
に
寄
与
し
た
。

ト
ー
ソ
ー
は
、
強
み
の

国
内
住
宅
向
け
・
窓
回
り

を
核
に
、
非
住
宅
、
海
外
、

用
途
開
発
な
ど
成
長
領
域

を
水
紋
状
に
拡
大
し
て
い

く
。
新
製
品
で
は
空
間
に

調
和
し
使
い
勝
手
の
良
い

窓
回
り
製
品
と
、
ラ
ン
ド

リ
ー
バ
ー
な
ど
窓
回
り
以

外
の
提
案
を
強
め
た
。

主
力
の
カ
ー
テ
ン
レ
ー

ル
で
は
、
天
井
付
け
用
の

「
フ
ロ
ウ
」
が
登
場
。
シ

ン
プ
ル
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト

な
デ
ザ
イ
ン
で
、
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
間
仕
切
り
用
も

訴
求
す
る
。
フ
ラ
ッ
ト
カ

ー
テ
ン
で
自
然
な
ウ
エ
ー

ブ
が
出
る
「
ウ
ェ
ー
ブ
ス

タ
イ
ル
」
に
対
応
。
曲
面

や
大
空
間
に
も
ス
ッ
キ
リ

な
じ
む
。
新
装
飾
レ
ー
ル

「
モ
ノ
ブ
レ
ン
ド
16
」
で

は
、
グ
レ
ー
ジ
ュ
な
ど
ト

レ
ン
ド
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
カ

ラ
ー
で
柔
ら
か
な
空
間
を

演
出
。
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー

ン
と
バ
ー
チ
カ
ル
ブ
ラ
イ

ン
ド
で
人
気
の
「
ル
ノ
フ

ァ
ブ
遮
光
」
も
ニ
ュ
ア
ン

ス
カ
ラ
ー
を
拡
充
し
た
。

室
内
物
干
し
用
「
ラ
ン

ド
リ
ー
バ
ー
Ｌ
Ｂ
―
1
」

は
、
バ
ー
の
揺
れ
が
早
く

納
ま
る
「
ゆ
れ
ピ
タ
機

能
」、着
脱
可
能
な
つ
り

ポ
ー
ル
が
特
徴
だ
。
こ

の
ほ
ど
、
車
両
用
ブ
ラ

イ
ン
ド
の
世
界
的
メ
ー

カ
ー
、
オ
ー
ト
モ
ー
シ

ョ
ン
シ
ェ
ー
ド
（
カ
ナ

ダ
）
と
日
本
国
内
独
占

販
売
契
約
を
結
ん
だ
。

こ
れ
を
機
に
、
車
両
用

ブ
ラ
イ
ン
ド
事
業
を
本

格
展
開
す
る
。

製造卸

製造卸製造卸カーペットカーペットカーテンカーテン

7
月
に
発
売
す
る
「
モ
ー

ド
エ
ス
カ
ー
テ
ン
」

「
フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
カ
ー
テ
ン
」「

レ
ッ
ド
・
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」

受
賞
の
「
コ
ト
ソ
メ
」

畳畳ホーム
アイテム
ホーム
アイテム

ル
ノ
フ
ァ
ブ
遮
光
の
新
色

で
窓
辺
コ
ー
デ

（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月10日 火曜日13
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日
本
絨
氈

新
タ
フ
ト
機
本
格
稼
働

柄
物
へ
の
対
応
力
強
化

長
谷
虎
紡
績

工
場
の
省
エ
ネ
化
推
進

C
O
2
を
30
％
削
減

シ
ン
コ
ー
ケ
ミ
カ
ル

440
色
の
品
ぞ
ろ
え

幅
広
い
繊
度
に
対
応

ダスコン技術生かす

疲労軽減マット採用増
クリーンテックス・ジャパン

カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
の
日

本
絨
氈
（
堺
市
）
は
こ
の

ほ
ど
、
新
タ
フ
ト
機
を
滋

賀
工
場
（
滋
賀
県
甲
賀

市
）
に
導
入
し
、
本
格
稼

働
さ
せ
た
。
オ
フ
ィ
ス
向

け
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
な

ど
で
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
柄

物
の
対
応
力
を
強
化
す

る
。新

タ
フ
ト
機
は
、
ス
テ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
で
糸

送
り
を
無
段
階
で
調
整
で

き
る
ほ
か
、
パ
イ
ル
糸
を

基
布
に
差
し
込
む
針
の
ニ

ー
ド
ル
が
左
右
に
動
く
機

能
や
、
基
布
が
動
い
て
ジ

グ
ザ
グ
に
パ
イ
ル
を
植
え

付
け
る
機
能
を
搭
載
し
、

立
体
的
で
デ
ザ
イ
ン
性
の

高
い
柄
表
現
が
で
き
る
。

同
工
場
の
タ
フ
ト
機

は
、
新
機
導
入
に
伴
っ
て

旧
タ
イ
プ
の
ル
ー
プ
機
を

廃
棄
す
る
た
め
、
4
台
体

制
の
ま
ま
と
な
る
。

同
社
は
2
0
2
2
年
に

も
、
長
方
形
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
全
自
動
打
ち
抜

き
梱
包
（
こ
ん
ぽ
う
）
ラ

イ
ン
を
滋
賀
工
場
に
導
入

し
た
。
施
工
現
場
の
デ
ザ

イ
ン
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
長
方
形
タ
イ
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
拡
販
を
図
る

こ
と
が
目
的
。
そ
れ
ま
で

粗
裁
断
後
、
別
の
裁
断
機

で
25
×
1
0
0
㌢
サ
イ
ズ

に
仕
上
げ
て
手
作
業
で
梱

包
す
る
な
ど
し
て
い
た

が
、新
ラ
イ
ン
の
稼
働
で
、

50
㌢
角
の
タ
イ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
の
生
産
ラ
イ
ン
と
同

程
度
の
ス
ピ
ー
ド
と
な

り
、
生
産
性
が
大
幅
に
向

上
し
た
。
複
数
の
物
件
向

け
を
同
時
に
受
注
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

長
谷
虎
紡
績
（
岐
阜
県

羽
島
市
）
は
、「
3
0
8
0

（
2
0
3
0
年
ま
で
に
取

り
扱
う
素
材
、
製
品
の
80

％
を
環
境
に
配
慮
し
た
物

に
置
き
換
え
る
）」や
、
25

年
の
Ｃ
Ｏ
2
（
二
酸
化
炭

素
）
排
出
量
を
19
年
比
30

％
削
減
す
る
環
境
目
標
を

掲
げ
る
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

製
造
す
る
平
方
工
場（
同
）

で
も
省
エ
ネ
化
を
進
め
、

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
へ
つ

な
げ
て
い
る
。

平
方
工
場
は
タ
フ
ト
カ

ー
ペ
ッ
ト
機
16
台
の
ほ

か
、
連
続
染
色
機
や
ク
ロ

モ
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
機

（
Ｃ
Ｊ
）
な
ど
の
染
色
加

工
設
備
が
あ
り
、
後
染
め

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
主
力
に

す
る
。

同
工
場
で
は
14
年
に
重

油
か
ら
都
市
ガ
ス
へ
燃
料

転
換
す
る
と
と
も
に
、
大

型
ボ
イ
ラ
ー
を
5
連
の
小

型
ボ
イ
ラ
ー
に
変

更
し
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
負

荷
状
況
に
応
じ
た

効
率
的
な
運
転
を

実
現
。
22
、
24
年

に
は
省
エ
ネ
の
イ

ン
バ
ー
タ
ー
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
に
更

新
し
た
。

さ
ら
に
23
年
10

月
か
ら
発
電
時
に

Ｃ
Ｏ
2
を
排
出
し

な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
源
に
由
来
す
る
Ｃ

Ｏ
2
フ
リ
ー
電
気
を
一
部

購
入
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
あ
り
24
年
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
を
19
年
比
で
32
・

3
％
削
減
し
た
。

ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
取
り
組
み
の
一
環
で
、

ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
社
と
の
協

業
に
よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
原
画
を
忠
実
に
再
現
し

た
Ｃ
Ｊ
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
教

育
施
設
な
ど
に
展
開
し
て

い
る
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
用
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）
長
繊

維
を
製
造
す
る
シ
ン
コ
ー

ケ
ミ
カ
ル
（
大
阪
府
泉
南

市
）
は
、
豊
富
な
カ
ラ
ー

と
幅
広
い
繊
度
へ
の
対
応

力
が
強
み
に
挙

が
る
。

Ｐ
Ｐ
の
年
間

生
産
量
は
約
2

4
0
0
㌧
。
オ

フ
ィ
ス
や
家
庭

用
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
車
両
用
マ

ッ
ト
な
ど
に
加

工
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で

用
い
ら
れ
て
い

る
。Ｐ

Ｐ
樹
脂

は
、
約
10
年
を
か
け
て
メ

ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
材
料
で
、
一

般
的
な
樹
脂
に
比
べ
て
強

度
や
耐
光
性
が
高
い
の
が

特
徴
。
ノ
イ
マ
ー
ク
社
製

紡
糸
機
を
保
有
す
る
こ
と

で
、
1
3
3
0
㌥
�

（
Ｔ
）
か
ら
4
千
Ｔ
ま
で

幅
広
い
繊
度
に
対
応
し
て

い
る
。

さ
ら
に
多
様
な
デ
ザ
イ

ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

約
4
4
0
色
の
カ
ラ
ー
を

取
り
そ
ろ
え
る
。
顔
料
メ

ー
カ
ー
に
依
頼
し
て
、
同

社
に
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ラ
ー
を
複
数
用
意
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
で
は
こ
れ
ま

で
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

ビ
ビ
ッ
ド
な
カ
ラ
ー
も
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
。
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
で
も
対
応
可

能
。小

ロ
ッ
ト
対
応
な
ど
、

小
回
り
が
利
く
点
に
つ
い

て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

マ
ッ
ト
製
造
・
販
売
の
ク

リ
ー
ン
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ

パ
ン
（
神
戸
市
）
は
、
主

力
の
業
務
用
レ
ン

タ
ル
マ
ッ
ト
で
培

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
、

立
ち
仕
事
の
疲
労

軽
減
マ
ッ
ト
な
ど

を
提
案
し
、
生
産

現
場
や
小
売
り
店

へ
採
用
が
広
が

る
。同

社
は
、
ク
リ

ー
ン
テ
ッ
ク
ス
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
米
国
）
の

資
本
1
0
0
％
。
プ
リ
ン

ト
機
「
ク
ロ
モ
ジ
ェ
ッ
ト

2
0
0
」、表
面
の
タ
フ
ト

地
と
、
裏
面
の
ニ
ト
リ
ル

ブ
タ
ジ
エ
ン
ラ
バ
ー
（
Ｎ

Ｂ
Ｒ
）
を
熱
圧
着
す
る
幅

1
・
5
㍍
の
多
段
式
ゴ
ム

付
け
加
工
機
3
台
、
幅
2

㍍
の
ゴ
ム
付
け
加
工
機
1

台
、
カ
ッ
ト
機
な
ど
を
保

有
す
る
。

レ
ン
タ
ル
マ
ッ
ト
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
家
電
量
販
店
の
店
頭

な
ど
に
敷
く
塩
ビ
製
の
広

告
・
販
促
用
マ
ッ
ト
な
ど

の
ほ
か
、
新
商
材
の
開
発

に
も
注
力
し
て
い
る
。

疲
労
軽
減
マ
ッ
ト
「
オ

ー
ソ
ペ
デ
ィ
ッ
ク
」
も
そ

の
一
つ
。
Ｎ
Ｂ
Ｒ
を
マ
イ

ク
ロ
バ
ブ
ル
の
よ
う
に
き

め
細
か
く
発
泡
さ
せ
た
ク

ロ
ー
ズ
ド
セ
ル
が
体
重
を

分
散
、
吸
収
し
、
長
時
間

の
立
ち
作
業
に
よ
る
疲
労

を
軽
減
す
る
。
大
手
自
動

車
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
製
造
現
場
や
、
大
手

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
販
売
現
場
に
も
採
用

が
広
が
っ
て
お
り
、
労
働

環
境
改
善
に
貢
献
す
る
。

カーペット

製造卸製造卸

疲
労
軽
減
マ
ッ
ト

カーペットカーペット

多様なデザインに対応

カーテンカーテン畳畳

ヘラルボニー社と協業してアーテ
ィストの原画をCJで忠実に再現

ホーム
アイテム
ホーム
アイテム

（第三種郵便物認可） 142025年（令和7年）6月10日 火曜日
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サ
ン
コ
ロ
ナ
小
田

自
由
な
発
想
で
新
価
値

肌
の
ト
ー
ン
ア
ッ
プ
も

カ
ー
テ
ン
・
じ
ゅ
う
た
ん
王
国

Ｂ
to
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
強
化

自
社
縫
製
工
場
軸
に
展
開

イ
ン
テ
リ
ッ
ク
ス

5
月
期
過
去
最
高
収
益

首
都
圏
へ
出
店
攻
勢

カーテン縫製な
ど

新制度でも外国人活用
WDBA

糸
加
工
と
イ
ン
テ
リ
ア

・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
ア
パ
レ

ル
向
け
生
地
販
売
の
サ
ン

コ
ロ
ナ
小
田
（
大
阪
市
中

央
区
）
の
イ
ン
テ
リ
ア
縫

製
品
部
は
、
国
内
外
の
拠

点
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン
バ

ー
を
3
チ
ー
ム
に
分
け
、

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
と
自

由
な
発
想
で
、
新
し
い
価

値
の
創
造
に
挑
む
「
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
会
議
」
を

昨
年
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

そ
の
成
果
の
第
1
弾

が
、
Ｕ
Ｖ
（
紫
外
線
）
99

％
カ
ッ
ト
と
明
る
さ
ア
ッ

プ
を
両
立
さ
せ
た
レ
ー
ス

カ
ー
テ
ン
「
ひ
か
り
サ
イ

エ
ン
ス
」。金
属
蒸
着
は
用

い
ず
、
ト
リ
コ
ッ
ト
の
編

み
組
織
と
密
度
、扁
平（
へ

ん
ぺ
い
）
糸
の
組
み
合
わ

せ
で
光
を
取
り
込
ん
で
乱

反
射
さ
せ
、
相
反
す
る
両

機
能
を
実
現
さ
せ
た
。

同
生
地
を
使
用
し
た
別

シ
リ
ー
ズ
の
レ
ー
ス
カ
ー

テ
ン
「
ビ
ハ
ダ
イ
ロ
」
も

打
ち
出
す
。
家
中
で
の
Ｕ

Ｖ
カ
ッ
ト
に
よ
る
日
焼
け

対
策
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
肌
や

瞳
、
唇
の
色

に
調
和
す
る

「
パ
ー
ソ
ナ

ル
カ
ラ
ー
」

を
テ
ー
マ
に

企
画
。
パ
ー

ソ
ナ
ル
カ
ラ

ー
の
基
本
で
あ
る
ブ
ル
ー

ベ
ー
ス
と
イ
エ
ロ
ー
ベ
ー

ス
の
6
色
を
そ
ろ
え
、
肌

を
ト
ー
ン
ア
ッ
プ
す
る

（
明
る
く
透
明
感
を
増
す
）

ア
イ
テ
ム
と
し
て
訴
求
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
雑
貨

店
ル
ー
ト
へ
の
販
売
も
視

野
に
入
れ
る
。

全
国
に
80
店
舗
を
展
開

す
る
国
内
最
大
級
の
カ
ー

テ
ン
と
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
専

門
店
チ
ェ
ー
ン
の
カ
ー
テ

ン
・
じ
ゅ
う
た
ん
王
国（
東

京
都
中
央
区
）
は
、
事
業

開
発
部
に
よ
る
Ｂ
to
Ｂ
、

Ｂ
to
Ｂ
to
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス

や
、
自
社
縫
製
工
場
（
和

歌
山
市
）
を
軸
に
し
た
自

社
製
品
開
発
を
強
化
し
て

い
る
。

同
社
は
小
売
り
が
柱
だ

が
、
2
0
2
0
年
に
協
力

縫
製
工
場
の
モ
リ
（
同
）

の
全
株
式
を
取
得
し
て
子

会
社
化
。
23
年
に
社
名
を

Ｃ
Ｊ
ソ
ー
イ
ン
グ
、
25
年

1
月
21
日
付
で
Ｃ
Ｊ
プ
ロ

ダ
ク
ツ
に
変
更
し
た
。「
縫

製
だ
け
で
な
く
、
製
品
を

し
っ
か
り
開
発
し
て
い

く
」（
今
井
満
春
社
長
）
考

え
を
反
映
し
た
。

Ｃ
Ｊ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
従

業
員
は
約
80
人
、
オ
ー
ダ

ー
カ
ー
テ
ン
の
月
産
能
力

は
5
万
平
方
㍍
。
高
品
質

な
モ
ノ
作
り
を
強
み
に
、

生
地
の
直
接
調
達
な
ど
も

含
め
て
製
品
開
発
を
強
化

す
る
。
従
来
の
ド
レ
ー
プ

カ
ー
テ
ン
だ
け
で
は
な

く
、
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン
も

手
掛
け
て
商
品
の
幅
を

広
げ
る
。

24
年
1
月
に
は
事
業

開
発
部
を
新
設
。
コ
ン

ト
ラ
ク
ト
施
設
向
け
の

Ｂ
to
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
、
引

っ
越
し
業
者
や
福
利
厚

生
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
展

開
す
る
Ｂ
to
Ｂ
to
Ｃ
ビ

ジ
ネ
ス
を
広
げ
、
両
ビ

ジ
ネ
ス
の
売
り
上
げ
は

全
体
の
約
20
％
ま
で
高

ま
っ
て
い
る
。

オ
ー
ダ
ー
カ
ー
テ
ン
製

造
小
売
り
兼
卸
の
イ
ン
テ

リ
ッ
ク
ス
（
和
歌
山
市
）

の
2
0
2
5
年
5
月
期

は
、
売
上
高
47
億
円
台
、

経
常
利
益
4
億
5
千
万
円

台
と
過
去
最
高
売
上
高
・

利
益
を
見
込
む
。
首
都
圏

へ
の
出
店
効
果
や
、
ホ
テ

ル
の
改
装
受
注
増
加
が
寄

与
し
た
。

同
社
は
首
都
圏
へ
の
出

店
攻
勢
を
強
め
て
お
り
、

「
ジ
ャ
ス
ト
カ
ー
テ
ン
」

の
屋
号
で
、
関
東
圏
に
6

店
を
展
開
す
る
。
24
年
7

月
に
は
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
港
南

口
か
ら
徒
歩
5
分
の
好
立

地
に
「
ジ
ャ
ス
ト
カ
ー
テ

ン

品
川
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
」（
東
京
都
港
区
）
を
開

設
。
売
り
上
げ
増
加
へ
つ

な
げ
た
。
26
年
5
月
期
に

は
関
東
圏
へ
2
店
舗
の
出

店
を
計
画
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
な
ど

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
案
件
の

受
注
も
増
加
し
た
。
社
内

に
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
案
件
を

担
う
組
織
を
設
け
て
営
業

を
強
化
し
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
は
新
規
得
意

先
へ
の
供
給
が
今
年
始
ま

り
、収
益
を
押
し
上
げ
た
。

同
社
は
国
内
最
大
級
の

自
社
縫
製
工
場
を
持
ち
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
生
地
の
開

発
、
直
営
小
売
店
、
卸
売

り
、
工
事
ル
ー
ト
、
Ｏ
Ｅ

Ｍ
な
ど
幅
広
く
事
業
を
展

開
す
る
。
自
社
縫
製
工
場

の
月
産
能
力
は
40
万
平
方

㍍
に
上
る
。
同
工
場
を
核

に
、
値
頃
感
が
あ
る
均
一

価
格
で
高
品
質
の
オ
ー
ダ

ー
カ
ー
テ
ン
を
販
売
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立

し
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い

る
。

窓
廻
り
装
飾
事
業
協
会

（
Ｗ
Ｄ
Ｂ
Ａ
）
は
、
2
0

2
7
年
施
行
予
定
の
外
国

人
育
成
就
労
制
度
に
お
け

る
カ
ー
テ
ン
を
含
む
イ
ン

テ
リ
ア
縫
製
業
の
正
式
認

定
に
向
け
、
関
係
省
庁
へ

の
働
き
掛
け
を
強
め
る
。

高
齢
化
や
後
継
者
問
題

な
ど
か
ら
、
地
方
を
中
心

に
カ
ー
テ
ン
縫
製
業
の
廃

業
や
労
働
力
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
現
行
制
度
の

外
国
人
技
能
実
習
生
は
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
引
っ
越
し
な
ど
に

伴
う
仕
立
て
直
し
な
ど
、

メ
ー
カ
ー
縫
製
が
難
し
い

案
件
に
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
制
度
移
行
後

も
外
国
人
材
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
日
本
イ
ン
テ
リ

ア
協
会
や
日
本
室
内
装
飾

事
業
協
同
組
合
連
合
会
と

共
に
、
同
制
度
の
利
用
申

請
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
度
は
第
1
段
階
と

し
て
、
経
済
産
業
省
か
ら

カ
ー
テ
ン
、
ベ
ッ
ド
ス
プ

レ
ッ
ド
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
「
イ
ン
テ
リ
ア
製
品

縫
製
業
」（
仮
）
と
し
て
認

知
さ
れ
た
。
今
年
度
は
正

式
認
定
、
制
度
利
用
実
施

に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

国
土
交
通
省
、
厚
生
労

働
省
に
対
し
て
は
、
カ
ー

テ
ン
工
事
技
能
検
定
試
験

実
施
に
向
け
た
活
動
を
継

続
し
て
行
う
。
縫
製
、
工

事
、
流
通
の
各
部
会
で
は

工
場
見
学
や
セ
ミ
ナ
ー
を

通
し
、
会
員
相
互
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
会
員
外
へ
の

Ｗ
Ｄ
Ｂ
Ａ
の
認
知
度
向
上

も
図
る
。

カーテン

製造卸製造卸カーペットカーペット

通
常
総
会
、
セ
ミ
ナ
ー
後

に
記
念
撮
影

カーテンカーテン

「
ジ
ャ
ス
ト
カ
ー
テ
ン

品
川
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」

「
ひ
か
り
サ
イ
エ
ン
ス
」

畳畳ホーム
アイテム
ホーム
アイテム

4
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
新
宿
カ
ー
テ
ン
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
」（
東
京
都
新
宿
区
）

（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月10日 火曜日15
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萩
原畳

に
ア
ン
モ
ニ
ア
消
臭
機
能

介
護
、保
育
用
需
要
を
捕
捉

キ
ビ畳

文
化
展
に
出
展

魅
力
伝
え
振
興
目
指
す

新たな用途開発へ

食用イ草で認知機能向上

東
海
機
器
工
業

多
様
な
畳
生
産
を
支
援

機
器
販
売
・
シ
ス
テ
ム
構
築
も

イ
草
製
品
、
イ
ン
テ
リ

ア
、
家
具
製
造
卸
の
萩
原

（
岡
山
県
倉
敷
市
）
は
樹

脂
製
の
畳「
じ
ょ
う
ぶ
畳
」

か
ら
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
消

臭
す
る
機
能
を
付
与
し
た

「
極
美

爽
」
を
打
ち
出

す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
を
消
臭

す
る
機
能
は
「
業
界
で
初

め
て
」。消
臭
機
能
を
求
め

る
声
が
多
い
介
護
や
保

育
、
ペ
ッ
ト
向
け
の
需
要

を
取
り
込
む
狙
い
が
あ

る
。繊

維
評
価
技
術
協
議
会

（
東
京
都
中
央
区
）
が
定

め
る
ア
ン
モ
ニ
ア
消
臭
試

験
で
は
、
24
時
間
で
99
・

9
％
吸
着
し
消
臭
す
る
検

査
結
果
を
得
た
。
ア
ン
モ

ニ
ア
を
水
素
イ
オ
ン
と
結

合
さ
せ
て
無
臭
な
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
に
置
き
換

え
る
こ
と
で
、
臭
い
を
消

す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
汗

や
加
齢
臭
、
排
せ
つ
物
、

た
ば
こ
の
煙
な
ど
に
含
ま

れ
る
。

じ
ょ
う
ぶ
畳
は
、
同
社

が
国
産
原
料
の
調
達
か
ら

製
造
、
出
荷
ま
で
を
自

社
一
貫
体
制
で
担
う
畳

表
。
水
分
を
吸
収
し
な

い
樹
脂
素
材
を
使
っ
て

い
る
た
め
、
手
入
れ
が

簡
単
で
ダ
ニ
や
カ
ビ
が

発
生
し
に
く
い
。色
あ

せ
や
変
色
、摩
擦
に
強

く
、
適
度
な
ク
ッ
シ
ョ

ン
性
が
特
徴
と
な
る
。

毛
羽
立
ち
に
く
い
中

空
素
材
と
天
然
イ
草
に

近
い
風
合
い
の
無
垢

（
む
く
）
素
材
を
交
互
に

織
り
上
げ
た
。
毛
羽
立
ち

に
く
い
中
空
素
材
が
表
側

に
出
て
い
る
た
め
耐
久
性

に
も
優
れ
る
。

畳
関
連
機
械
を
製
造
販

売
す
る
キ
ビ
（
岡
山
市
）

は
8
月
28
〜
31
日
、
ス
パ

イ
ラ
ル
（
東
京
都
港
区
）

で
開
か
れ
る
畳
産
業
の
振

興
を
目
指
す
展
示
会
「
い

ま
畳
を
語
る
と
き
」
に
出

展
す
る
。
パ
ネ
ル
展
示
を

通
じ
て
、
畳
文
化
の
魅
力

を
来
場
者
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
。同

展
は
、
畳
関
連
団
体

や
メ
ー
カ
ー
、
イ
草
産
業

従
事
者
、地
域
が
協
力
し
、

産
業
全
体
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

主
催
は
コ
モ
ン
ズ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
建
築
設
計
関
係

者
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
招
い

て
、
畳
文
化
の
魅
力
を
広

く
伝
え
る
。
畳
や
イ
草
の

新
た
な
可
能
性
を
探
求

し
、
共
感
者
を
育
む
機
会

を
作
る
。

畳
縫
着
機
を
製
造
す
る

同
社
は
、
畳
を
作
る
工
程

を
説
明
す
る
パ
ネ
ル
の
展

示
を
計
画
す
る
。
畳
を
作

る
工
程
を
見
た
こ
と
が
な

い
建
築
設
計
士
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
多
い
こ
と
か
ら
、

「
畳
の
魅
力
を
伝
え
る
良

い
機
会
に
な
る
」（
脇
本
康

男
社
長
）
と
狙
い
を
語

る
。会

場
と
な
る
複
合
施
設

ス
パ
イ
ラ
ル
は
、
ワ
コ
ー

ル
が
「
文
化
の
事
業
化
」

を
目
指
し
て
1
9
8
5
年

に
開
業
し
た
。館
内
に
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
カ
フ
ェ
、

多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
空
間
が
共
存
す

る
。
現
代
美
術
を
軸
に
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
建
築
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
ジ
ャ
ン
ル
の
展
覧
会

を
手
掛
け
る
。

萩
原
は
こ
の
ほ
ど
、
食

用
イ
草
の
摂
取
で
認
知
機

能
が
向
上
す
る
可
能
性
を

示
す
臨
床
試
験
の
結
果
を

発
表
し
た
。
イ
草
の
新
た

な
用
途
開
発
を
目
指
し
た

研
究
で
、
高
齢
化
社
会
の

課
題
解
決
へ
つ
な
げ
る
狙

い
が
あ
る
。

静
岡
県
立
大
学
（
静
岡

市
）
の
武
田
厚
司
名
誉
教

授
と
製
茶
メ
ー
カ
ー
の
佐

藤
園
（
同
）
が
共
同
で
研

究
し
た
。
今
回
の
試
験
結

果
は
、
英
国
の
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
出
版
社
Ｂ
Ｍ
Ｃ

の
学
術
誌
「
ニ
ュ
ー
ト
リ

シ
ョ
ン
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

臨
床
試
験
の
対
象
は
、

モ
ノ
忘
れ
の
自
覚
症
状
を

持
つ
平
均
年
齢
69
歳
の
健

康
な
男
女
41
人
。
1
日
1

回
24
週
間
に
わ
た
り
、
デ

ヒ
ド
ロ
エ
フ
ソ
ー
ル
2
㍉

㌘
を
含
む
イ
草
エ
キ
ス
錠

ま
た
は
プ
ラ
セ
ボ
錠
を
摂

取
す
る
ラ
ン
ダ
ム
化
2
重

盲
検
プ
ラ
セ
ボ
対
照
試
験

を
実
施
し
た
。

試
験
後
の
認
知
機
能
評

価
の
結
果
、
記
憶
力
（
手

が
か
り
再
生
課
題
）、視
空

間
認
知
能
力
（
時
計
描
写

課
題
）、手
先
の
器
用
さ

（
ア
セ
ン
ブ
リ
課
題
）
に

つ
い
て
、
イ
草
エ
キ
ス
錠

を
摂
取
し
た
グ
ル
ー
プ
の

成
績
が
向
上
し
た
こ
と
を

確
認
で
き
た
。

イ
草
は
、
漢
方
で
灯
芯

草
（
と
う
し
ん
そ
う
）
と

呼
ば
れ
、
皮
を
剥
い
だ
芯

を
煎
じ
た
液
は
清
熱
利
湿

薬
と
し
て
小
児
の
夜
泣
き

な
ど
の
症
状
に
用
い
ら
れ

て
き
た
。
脳
の
興
奮
を
鎮

め
る
働
き
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
含
有
物
質
の
デ
ヒ

ド
ロ
エ
フ
ソ
ー
ル
な
ど
に

は
抗
不
安
作
用
や
鎮
静
作

用
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
動
物
試
験

に
よ
る
知
見
は
あ
っ
た

が
、
人
を
対
象
と
し
た
臨

床
試
験
は
世
界
初
と
な

る
。今

後
は
、
食
用
イ
草
エ

キ
ス
を
機
能
性
表
示
食
品

と
す
る
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
。

畳
製
造
機
器
・
製
品
な

ど
総
合
製
造
卸
、
東
海
機

器
工
業（
愛
知
県
小
牧
市
）

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
畳
の
生

産
を
支
援
す
る
機
器
販
売

や
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
、

包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
追

求
す
る
。

千
葉
修
司
社
長
は
「
畳

を
必
要
と
す
る
場
面
は
今

も
確
実
に
存
在
す
る
。
生

産
側
の
体
制
を
ど
う
維
持

・
進
化
さ
せ
る
か
を
重
視

し
た
い
」
と
話
す
。
畳
の

製
造
・
販
売
に
関
わ
る
職

人
な
ど
の
高
齢
化
や
人
手

不
足
な
ど
に
対
し
、
少
人

数
で
誰
で
も
簡
単
か
つ
安

全
に
良
質
な
畳
を
作
る
た

め
の
多
面
的
な
支
援
を
強

み
と
す
る
。

そ
の
具
現
化
の
た
め

「
東
海
6
タ
イ
プ
シ
ス
テ

ム
」
と
称
し
た
複
合
的
な

機
械
・
シ
ス
テ
ム
の
提
案

を
強
化
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
全
自
動
縫
着
ラ
イ
ン

「
ミ
ニ
ロ
ボ
シ
ス
テ
ム
」

や「
プ
チ
ロ
ボ
シ
ス
テ
ム
」

は
限
ら
れ
た
場
所
や
人
員

で
の
運
用
が
可
能
で
、
省

人
化
を
図
る
設
備
と
し
て

販
売
先
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
。

近
年
、
畳
は
厚
さ
や
大

き
さ
と
い
っ
た
規
格
や
縁

の
有
無
に
加
え
、
畳
表
の

種
類
・
素
材
の
多
様
化
が

進
む
。
そ
れ
に
柔
軟
に
対

応
す
る
機
械
の
開
発
と
提

供
に
も
注
力
す
る
。
生
産

の
多
様
化
に
対
応
可
能
な

機
械
が
両
框（
か
ま
ち
）裁

断
機
付
き
框
縫
機
「
ホ
ー

プ
ス
タ
ー
Ｍ
Ｇ
Ａ
α
」だ
。

畳
の
厚
さ
や
〝
掛
か
り
〞

の
高
さ
も
自
動
で
調
整
が

可
能
。
あ
ら
ゆ
る
素
材
や

形
状
に
対
応
で
き
る
。
導

入
事
例
も
増
え
、
畳
の
差

別
化
と
生
産
効
率
ア
ッ
プ

に
寄
与
す
る
。

畳
販
売
店
は
、
リ
フ
ォ

ー
ム
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
総

合
提
案
な
ど
多
角
的
な
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
進
め
る
。

そ
の
傾
向
を
分
析
し
、
機

械
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

関
連
商
材
や
販
促
ツ
ー
ル

を
含
む
包
括
的
な
提
案
精

度
を
高
め
た
い
と
す
る
。

畳

製造卸製造卸カーペットカーペットカーテンカーテン畳畳

ア
ン
モ
ニ
ア
を
結
合
し
て
消
臭

ホーム
アイテム
ホーム
アイテム

両
框
（
か
ま
ち
）
裁
断
機

付
き
框
縫
機
「
ホ
ー
プ
ス

タ
ー
M
G
A
α
」

（第三種郵便物認可） 162025年（令和7年）6月10日 火曜日
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萩
原畳

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

畳
店
の
収
益
源
を
広
げ
る

蔭
山小

ロ
ッ
ト
か
ら
雑
貨
製
品

国
内
で
製
織
、プ
リ
ン
ト

九
州
畳
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

イ
草
の
可
能
性
発
信

伝
統
と
未
来
を
つ
な
ぐ

ア
ル
テ
モ
ン
ド

無
料
サ
ン
プ
ル
帳
好
評

個
人
登
録
で
気
軽
に
取
り
寄
せ

イ
草
製
品
、
イ
ン
テ
リ

ア
、
家
具
製
造
卸
の
萩
原

（
岡
山
県
倉
敷
市
）は
5
月

27
、28
日
、本
社
展
示
場
で

「
畳
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
い

た
。
イ
草
生
産
農
家
と
畳

店
と
の
交
流
の
場
と
し
て

今
回
初
め
て
開
催
し
た
。

同
社
の
取
り
組
み
を
振
り

返
っ
た
ほ
か
、樹
脂
畳「
じ

ょ
う
ぶ
畳
」
の
製
造
工
場

の
見
学
や
イ
草
生
産
農
家

に
よ
る
講
演
を
実
施
し

た
。
2
日
間
合
わ
せ
た
参

加
者
は
60
人
を
超
え
た
。

会
期
中
は
、
畳
店
の
収

益
源
を
広
げ
る
「
プ
ラ
ス

ワ
ン
商
材
」
に
つ
い
て
も

来
場
者
へ
随
時
紹
介
し

た
。
畳
と
相
性
の
良
い
イ

ン
テ
リ
ア
製
品
を
取
扱
品

目
に
加
え
る
こ
と
で
、
旅

館
な
ど
へ
の
納
品
時
に
、

客
単
価
を
上
げ
る
こ
と
に

寄
与
す
る
利
点
を
訴
求
し

た
。併

せ
て
、「
畳
屋
の
電
子

商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
戦
略
」

と
題
し
て
、
同
社
の
イ
ン

テ
リ
ア
製
品
の
販
売
代
理

店
と
し
て
Ｅ
Ｃ
販
売
を
始

め
る
利
点
を
説
明
し
た
。

同
社
の
製
品
は
、
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
運
営
者
が
商
品

を
仕
入
れ
る
こ
と
な
く
、

注
文
が
入
っ
た
際
に
卸
業

者
か
ら
直
接
顧
客
に
商
品

が
発
送
さ
れ
る
販
売
方
法

（
ド
ロ
ッ
プ
シ
ッ
ピ
ン
グ
）

に
対
応
す
る
。

畳
店
は
、
ド
ロ
ッ
プ
シ

ッ
ピ
ン
グ
に
よ
り
低
リ
ス

ク
で
Ｅ
Ｃ
販
売
に
参
入
、

収
益
源
を
広
げ
る
こ
と
を

期
待
で
き
る
。
萩
原
の
Ｅ

Ｃ
販
売
実
績
に
基
づ
い
た

知
見
も
活
用
で
き
る
。

井
上
映
二
畳
材
営
業
部

長
は
、「
萩
原
が
畳
屋
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
〝
力
〞

に
な
れ
る
か
を
考
え
た
。

業
界
全
体
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

ふ
と
ん
地
製
造
卸
の
蔭

山（
大
阪
市
中
央
区
）は
、

国
内
で
製
織
、プ
リ
ン
ト
、

縫
製
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
、

雑
貨
製
品
な
ど
を
小
ロ
ッ

ト
か
ら
対
応
す
る
。
色
柄

も
ア
レ
ン
ジ
で
き
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
企
画
が
可
能
だ
。

国
内
で
製
織
し
た
10
番

手
オ
ッ
ク
ス
、
2
重
ガ
ー

ゼ
、
60
番
手
サ
テ
ン
、
特

許
取
得
済
み
の
マ
シ
ュ
マ

ロ
触
感
で
肌
へ
の
刺
激
が

少
な
い
「
ソ
ブ
ラ
ー
ノ
」

生
地
、
ハ
ー
ブ
・
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
関
連
商
品
製
造

販
売
の
生
活
の
木
（
東
京

都
渋
谷
区
）
と
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
、
生
地
表
面

に
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ

ル
を
内
包
し
た
カ
プ

セ
ル
を
糊
着
（
こ
ち

ゃ
く
）
さ
せ
た
生
地

な
ど
を
そ
ろ
え
、
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
機
で

プ
リ
ン
ト
す
る
。
プ

リ
ン
ト
し
た
生
地
を

国
内
の
協
力
縫
製
工

場
で
、
バ
ッ
グ
や
エ
プ
ロ

ン
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、
カ

ー
テ
ン
な
ど
幅
広
い
イ
ン

テ
リ
ア
、
雑
貨
製
品
に
仕

立
て
る
。
最
小
ロ
ッ
ト
は

生
地
で
1
0
0
㍍
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
自
社
北

欧
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド

「
ガ
ー
ブ
カ
ー
サ
」
シ
リ

ー
ズ
を
使
用
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
北
欧
デ
ザ

イ
ン
を
中
心
に
そ
ろ
え

る
。
そ
の
柄
を
拡
大
縮
小

し
た
り
、
色
を
変
更
し
た

り
で
き
る
た
め
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
企
画
と
し
て
使
え

る
。こ

の
仕
組
み
を
生
か

し
、
子
育
て
中
の
母
親
向

け
サ
イ
ト
な
ど
会
員
制
の

ク
ロ
ー
ズ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
の
浸
透
も
図
っ
て
い

る
。

イ
ン
テ
リ
ア
製
品
製
造

卸
の
イ
ケ
ヒ
コ
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
福
岡
県
大

木
町
）
な
ど
で
構
成
す
る

九
州
畳
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委

員
会
は
5
月
30
日
、「
九
州

畳
サ
ミ
ッ
ト
」
を
ホ
ワ
イ

ト
パ
レ
ス
（
熊
本
県
八
代

市
）
で
開
い
た
。
6
年
ぶ

り
3
回
目
の
開
催
と
な

る
。畳

や
イ
草
の
持
つ
快
適

性
や
持
続
可
能
性
に
注
目

し
、
次
世
代
へ
と
継
承
す

る
た
め
の
新
た
な
価
値
の

創
造
を
目
的
に
開
か
れ

た
。
全
国
の
イ
業
関
係
者

に
加
え
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、

建
築
業
界
、
地
域
連
携
企

業
、
大
学
関
係
者
な
ど
現

地
に
1
7
0
人
以

上
、
ウ
ェ
ブ
で
40

人
以
上
が
参
加

し
、
畳
文
化
の
未

来
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
た
。

九
州
大
学
大
学

院
農
学
研
究
院
の

清
水
邦
義
准
教
授

に
よ
る
「
イ
草
の
香
り
が

も
た
ら
す
新
し
い
市
場
ア

プ
ロ
ー
チ
へ
の
可
能
性
」、

乗
富
鉄
工
所
（
福
岡
県
柳

川
市
）
の
乘
冨
賢
蔵
代
表

に
よ
る
「
家
業
と
意
味
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、ナ
カ

ヤ
マ
ノ
ウ
ジ
ョ
ウ
（
熊
本

県
八
代
市
）
の
中
山
貴
之

氏
に
よ
る
「
イ
グ
サ
の
未

来
は
？
畳
文
化
を
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
た
め
に
」、中
島

タ
タ
ミ
店
（
鹿
児
島
県
屋

久
島
町
）
の
中
島
拓
也
、

浩
予
夫
妻
に
よ
る
「
畳
と

○
○
で
生
ま
れ
る
優
し
い

暮
ら
し
」
の
講
演
が
開
か

れ
た
。

会
の
最
後
に
熊
本
県
い

業
協
同
組
合
の
加
耒
誠
一

理
事
長
が
畳
、
イ
草
産
業

の
新
た
な
価
値
の
創
造

と
、
発
展
を
願
う
「
九
州

畳
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
採

択
し
た
。

ホ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
備
蓄
販

売
す
る
ア
ル
テ
モ
ン
ド

（
大
阪
市
中
央
区
）
は
、

2
0
2
4
年
9
月
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
「
無
料
サ
ン

プ
ル
帳
会
員
シ
ス
テ
ム
」

を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
気

軽
に
サ
ン
プ
ル
帳
を
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

好
評
だ
。

同
社
は
、
寝
装
品
や
カ

ー
テ
ン
な
ど
の
大
物
に
も

適
し
た
1
5
0
㌢
の
広
幅

で
、
約
1
千
種
類
の
柄
色

の
生
地
を
備
蓄
し
、
1
㍍

か
ら
対
応
す
る
。
今
年
は

ジ
ャ
カ
ー
ド
織
や
ツ
イ
ー

ド
の
繊
細
な
柄

を
プ
リ
ン
ト
な

ど
で
表
現
し
た

生
地
を
拡
充
し

て
い
る
。

サ
ン
プ
ル
帳

の
取
り
寄
せ
を

無
料
に
す
る
こ

と
で
、
新
規
顧

客
な
ど
が
気
軽
に
取
り
寄

せ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

会
員
数
は
8
8
0
人
超

で
、寝
装
、イ
ン
テ
リ
ア
、

服
飾
・
生
活
雑
貨
な
ど
の

メ
ー
カ
ー
、
商
社
、問
屋

か
ら
、そ
れ
ら
最
終
製
品

を
利
用
す
る
宿
泊
施
設
や

小
売
店
、
ブ
ラ
ン
ド
、
さ

ら
に
手
芸
作
家
と
い
っ
た

個
人
ま
で
幅
広
い
。

決
済
不
要
の
た
め
担
当

者
個
人
の
登
録
も
受
け
、

隙
間
時
間
な
ど
い
つ
で
も

・
ど
こ
で
も
気
軽
に
サ
ン

プ
ル
依
頼
で
き
る
。
マ
イ

ペ
ー
ジ
の
履
歴
か
ら
追
加

依
頼
も
容
易
だ
。

「
価
格
も
一
緒
に
見
た

い
」
と
の
要
望
に
応
え
、

価
格
表
示
機
能
を
設
け

た
。
実
際
に
生
地
発
注
す

る
会
員
限
定
で
オ
ー
プ
ン

に
し
て
い
る
。

畳

製造卸製造卸カーペットカーペット

九州畳サミット宣言を採択

組
子
な
ど
の
畳
と
相
性
の

良
い
製
品
も
提
案

カーテンカーテン

ホームアイテム

畳畳ホーム
アイテム
ホーム
アイテム

「
無
料
サ
ン
プ
ル
帳
会
員

シ
ス
テ
ム
」

多
様
な
製
品
に
対
応

（第三種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月10日 火曜日17
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東洋紡せんい

25
春
夏
寝
装
向
け
50
％
増

25
春
夏
寝
装
向
け
50
％
増

糸
の
海
外
販
売
も
拡
大

� � � � � �

五

生
地
輸
出
連
載

悲
願
達
成
に
向
け
て

悲
願
達
成
に
向
け
て

日
本
繊
維
機
械
学
会

〝
革
新
の
分
岐
点
〞目
指
す

村
田
機
械
・
村
田
社
長
が
講
演

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン

持
続
可
能
な
綿
花
栽
培
で
セ
ミ
ナ
ー

Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｄ
下
地
社
長
ら
登
壇

飯田繊工
「
リ
タ
ー
ナ
ル
」を
展
示

大
阪
・
関
西
万
博
で

泉
州
タ
オ
ル
バ

ザ
ー
ル
開
催

大
阪
タ
オ
ル
工
組

東
洋
紡
せ
ん
い
の
マ
テ

リ
ア
ル
事
業
部
ラ
イ
フ
マ

テ
リ
ア
ル
グ
ル
ー
プ
寝
装

チ
ー
ム
は
、
25
春
夏
向
け

寝
具
寝
装
素
材
・
製
品
の

販
売
数
量
が
24
春
夏
比
で

50
％
増
加
し
た
。
25
春
夏

向
け
か
ら
始
め
た
超
高
強

力
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
繊
維

「
ツ
ヌ
ー
ガ
」
使
い
糸
の

海
外
販
売
な
ど
が
伸
び

た
。春

夏
向
け
は
接
触
冷
感

系
が
柱
で
「
ツ
ヌ
ー
ガ
の

引
き
合
い
が
強
い
」
と
す

る
。
ツ
ヌ
ー
ガ
1
0
0
％

生
地
「
ア
イ
コ
ー
ル
ド
」

や
ツ
ヌ
ー
ガ
と
レ
ー
ヨ
ン

の
長
短
複
合
紡
績
糸
「
ア

イ
ス
デ
ラ
ッ
ク
ス
」、ツ
ヌ

ー
ガ
1
0
0
％
糸
を
そ
ろ

え
、
糸
、
生
地
、
製
品
売

り
す
る
。
海
外
で
製
品
を

組
み
立
て
る
顧
客
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
既
に

取
り
組
む
生
地
売
り
に
加

え
て
、
25
春
夏
向
け
か
ら

糸
の
海
外
販
売
も
始
め
て

販
売
増
へ
つ
な
げ
た
。
25

春
夏
向
け
で
は
海
外
で
組

み
立
て
た
対
日
製
品
売
り

も
増
え
た
が
、
国
内
の
生

地
販
売
は
減
少
し
た
。

ツ
ヌ
ー
ガ
は
東
洋
紡
の

敦
賀
工
場
で
製
造
。
比
熱

や
熱
伝
導
性
が
高
く
、
皮

膚
の
熱
を
吸
収
・
拡
散
さ

せ
る
特
性
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
接
触
冷
感
性
の

あ
る
生
地
が
作
れ
る
。
2

2
0
㌥
�
、
4
4
0
㌥
�

の
糸
を
そ
ろ
え
る
。
2
2

0
㌥
�
の
タ
イ
プ
が
増
え

て
お
り
、
ハ
イ
ゲ
ー
ジ
の

天
竺
編
み
に
す
る
こ
と
な

ど
で
冷
感
性
を
高
め
る
。

製
品
は
敷
パ
ッ
ド
や
枕
パ

ッ
ド
、
キ
ル
ト
ケ
ッ
ト
に

対
応
。
高
い
冷
感
性
が
評

価
さ
れ
、
採
用
し
た
取
引

先
の
リ
ピ
ー
ト
も
多
い
と

し
て
い
る
。

26
春
夏
向
け
で
は
冷
感

素
材
以
外
に
も
、
綿
の
改

質
加
工
に
よ
る
消
臭
・
Ｐ

Ｈ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
糸

「
デ
オ
ド
ラ
ン
―
Ｃ
」、レ

ー
ヨ
ン
の
改
質
加
工
に
よ

る
ウ
ー
ル
並
み
の
吸
湿
性

を
持
つ
機
能
糸
「
リ
フ
レ

ス
」、ウ
ー
ル
を
超
え
た
吸

湿
性
を
持
っ
た
中
わ
た
用

改
質
レ
ー
ヨ
ン
「
ス
ー
パ

ー
リ
フ
レ
ス
」、銀
イ
オ
ン

を
ア
ク
リ
ル
繊
維
に
イ
オ

ン
結
合
さ
せ
た
安
全
性
に

優
れ
た
除
菌
機
能
糸
「
ア

グ
リ
ー
ザ
」
も
提
案
す

る
。

―
―
ご
自
身
の
経
歴

を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
育

ち
、
ロ
シ
ア
の
大
学
を
卒

業
後
に
日
本
へ
留
学
。
そ

の
後
、
柴
屋
に
就
職
し
ま

し
た
。―

―
輸
出
拡
大
に
向

け
て
外
国
人
人
材
の

採
用
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

日
本
以
外
に
ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
韓
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中

国
の
国
籍
の
ス
タ
ッ
フ
が

お
り
、
全
員
が
輸
出
業
務

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

―
―
輸
出
の
現
状

を
。

2
0
2
5
年
1
月
期
の

輸
出
事
業
は
前
期
比
微
増

で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
現

地
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
ブ
ラ

ン
ド
へ
の
直
接
輸
出
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
米
国
が
多
く
、
東
欧

や
南
米
な
ど
で
も
実
績
を

積
ん
で
い
ま
す
。
今
期
は

不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
ま

す
が
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

韓
国
、
欧
州
、
米
国
な
ど

の
海
外
展
に
積
極
的
に
出

展
し
、
拡
大
を
狙
い
ま

す
。

―
―
貴
社
の
輸
出
事

業
の
強
み
と
は
。

豊
富
な
生
地
を
備
蓄
す

る
こ
と
に
よ
る
短
納
期
供

給
で
す
。
備
蓄
品
番
で
な

く
て
も
短
納
期
生
産
に
秀

で
る
仕
入
れ
先
と
の
協
力

体
制
を
構
築
で
き
て
い
ま

す
の
で
、
対
応
力
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

備
蓄
機
能
に
よ
る
小
ロ

ッ
ト
供
給
も
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
内
も
海
外
も

小
口
の
お
客
さ
ん
が
多
い

の
で
、
こ
の
機
能
が
重
宝

さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
課
題
と

戦
略
を
。

全
世
界
を
対
象
に
拡
大

を
狙
い
ま
す
。
展
示
会
へ

の
出
展
で
新
た
な
顧
客
と

出
会
い
、
そ
れ
が
ク
モ
の

巣
の
よ
う
に
伸
び
て
広
が

り
、
つ
な
が
っ
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

課
題
は
認
証
で
す
。
特

に
欧
州
ブ
ラ
ン
ド
は
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
商
品
と
認
証
を
求
め
て

き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
証

明
書
な
ど
を
提
示
し
な
が

ら
商
機
を
逃
が
さ
な
い
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
大
変

で
す
が
、
仕
入
れ
先
と
の

連
携
を
深
め
て
対
応
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

戦
略
と
し
て
は
、
メ
ー

ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を

も
っ
と
訴
求
力
に
し
て
い

き
ま
す
。
糸
や
織
り
・
編

み
が
日
本
で
難
し
く
て

も
、
せ
め
て
後
加
工
だ
け

で
も
日
本
で
行
い
た
い
。

そ
れ
ほ
ど
海
外
顧
客
に
対

し
て
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
と
い
う
文
言
が
訴

求
力
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
だ
先
の
話
で
す
が
、

生
地
で
は
な
く
縫
製
品
供

給
に
も
ト
ラ
イ
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
難
度
は
高
ま
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
国
内
向
け
で

縫
製
品
供
給
の
経
験
を
積

ん
で
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。

（
毎
週
月
、
火
曜
日
に
掲

載
）

日
本
繊
維
機
械
学
会
は

5
〜
6
日
の
2
日
間
、
大

阪
市
内
で
第
78
回
年
次
大

会
を
開
催
し
た
。
今
回
は

村
田
機
械
の
村
田
大
介
社

長
が
特
別
講
演
し
た
。
村

田
社
長
は
同
社
が
取
り
組

む
四
つ
の
課
題
を
挙
げ
、

業
界
の
基
準
な
ど
を
変
え

る
〝
革
新
の
分
岐
点
〞
と

な
る
技
術
や
製
品
の
開
発

を
目
指
す
姿
勢
を
強
調
す

る
。村

田
社
長
は
、
1
9
9

0
年
か
ら
の
30
年
間
は
冷

戦
終
結
に
よ
っ
て
世
界
が

単
一
市
場
化
し
、
先
進
国

か
ら
新
興
国
へ
と
生
産
と

所
得
が
大
移
動
し
た
時
代

だ
っ
た
と
振
り
返
る
。
し

か
し
、
2
0
2
0
年
か
ら

は
感
染
症
や
国
際
紛
争
の

増
加
、
保
護
主
義
の
台
頭

に
よ
っ
て
再
び
分
断
の
時

代
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
分

析
す
る
。

そ
の
中
で
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
の
発
展
や
少
子

高
齢
化
を
背
景
に
「
人
と

機
械
の
融
合
が
進
み
、
自

動
化
、
環
境
配
慮
を
前
提

と
し
た
〝
新
し
い
モ
ノ
作

り
〞
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

れ
を
日
本
の
追
い
風
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
前

提
の
下
、
村
田
機
械
が
取

り
組
む
課
題
と
し
て
「
国

際
化
」「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ

Ｍ
）」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

「
多
事
業
部
経
営
」
の
四

つ
を
挙
げ
た
。

国
際
化
と
し
て
、
コ
ア

と
な
る
設
計
・
製
造
は
国

内
を
維
持
し
な
が
ら
、
販

売
と
サ
ー
ビ
ス
の
現
地
化

を
進
め
る
。
そ
れ
を
可
能

に
す
る
人
材
の
再
生
産
が

重
要
だ
と
強
調
し
た
。
Ｓ

Ｃ
Ｍ
は
キ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
を
独
自
開
発
し
、
部

品
・
保
守
で
の
差
別
化
を

重
視
す
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
複
数
事
業
の
シ
ナ

ジ
ー
に
よ
る
新
技
術
の
開

発
を
目
指
す
と
す
る
。
そ

し
て
製
造
・
情
報
・
販
売

支
援
の
横
串
組
織
を
作
る

多
事
業
部
経
営
を
推
進
す

る
こ
と
で

「
本
業
以
外

の
〝
遊
び
〞

の
部
分
を
持

つ
こ
と
が
、

良
い
結
果
に

つ
な
が
る
こ

と
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
「
企
業
理
念
の
中

心
は
、
や
は
り
『
技
術
の

創
造
』。自
動
化
技
術
を
ベ

ー
ス
に
現
場
や
仕
事
の

質
、
業
界
の
基
準
を
変
え

る
〝
革
新
の
分
岐
点
〞
と

な
る
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム

の
創
造
を
企
業
と
し
て
の

目
標
に
掲
げ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

年
次
大
会
で
は
こ
の
ほ

か
、
研
究
発
表
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
「
テ
キ
ス
タ
イ

ル
・
ア
パ
レ
ル
の
科
学
と

工
学
」「
繊
維
機
械
の
科
学

と
工
学
」「
環
境
対
応
技

術
」「
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
」

「
繊
維
強
化
複
合
材
料
」

「
染
色
・
機
能
加
工
」「
伝

統
的
繊
維
製
品
お
よ
び
匠

（
た
く
み
）
の
技
術
」「
ス

マ
ー
ト
テ
キ
ス
タ
イ
ル
」

「
産
業
用
繊
維
資
材
お
よ

び
不
織
布
」
の
各
テ
ー
マ

で
大
学
や
公
設
試
験
場
の

研
究
者
と
企
業
の
技
術
者

が
最
新
の
研
究
と
開
発
を

発
表
し
た
。

世
界
自
然
保
護
基
金
ジ

ャ
パ
ン
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ

ン
）
は
こ
の
ほ
ど
、
コ
ッ

ト
ン
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
を
東
京
都
内
で
開
催

（
オ
ン
ラ
イ
ン
と
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
）
し
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｉ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ

Ｄ
）
の
下
地
毅
社
長
Ｃ
Ｅ

Ｏ
ら
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
産
業
に
生
き
る
人
や
企

業
が
登
壇
し
、
持
続
可
能

な
綿
花
栽
培
の
実
情
な
ど

を
語
っ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は

「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｂ

Ｌ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｎ

Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
2
0
2

5
」
と
題
し
た
。「
な
ぜ
、

日
本
の
ア
パ
レ
ル
企
業
が

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
コ
ッ

ト
ン
栽
培
に
取
り
組
む
の

か
」
を
問
い
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の
栽
培
や

開
発
を
行
っ
て
い
る
Ｔ
Ｓ

Ｉ
Ｈ
Ｄ
、
ス
タ
イ
レ
ム
瀧

定
大
阪
、
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
が

参
加
企
業
と
し
て
名
を
連

ね
た
。

展
開
す
る
製
品
に
使
用

し
て
い
る
素
材
の
33
％
が

コ
ッ
ト
ン
と
い
う
Ｔ
Ｓ
Ｉ

Ｈ
Ｄ
は
、
イ
ン
ド
の
タ
ミ

ル
ナ
ド
ゥ
州
で
行
っ
て
い

る
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
。
ス
タ
イ
レ
ム
瀧
定

大
阪
と
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
も
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
に

関
連
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
状
況
や
課
題
な
ど

を
説
明
し
た
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｄ
の
下
地

社
長
、
ス
タ
イ
レ
ム
瀧
定

大
阪
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
室
の
髙
森
俊

滋
室
長
、
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
の

土
屋
旅
人
取
締
役
執
行
役

員
が
登
壇
。
学
生
団
体
の

代
表
ら
を
交
え
て
討
論
を

行
っ
た
。

下
地
氏
は

「
同
じ
〝
地
球

号
〞
の
一
員
。

一
緒
に
奇
麗
な

社
会
を
作
ろ

う
」
と
呼
び
掛

け
、
髙
森
氏
も

「
個
社
で
は
限

界
が
あ
る
。
協

力
し
合
う
こ
と

が
重
要
」
と
説

い
た
。
土
屋
氏

は
「
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
コ
ッ
ト
ン

と
日
本
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
を
掛
け
合
わ
せ
て

価
値
を
高
め
る
」と
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｓ
Ｉ
Ｈ

Ｄ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
部
の

本
宮
青
芸
部
長
、
Ｔ
Ｓ
Ｉ

ナ
ノ
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
事
業

部
、
ス
タ
イ
レ
ム
瀧
定
大

阪
環
境
品
質
管
理
室
の
森

田
芳
弘
室
長
ら
に
よ
る
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ

た
。

ニ
ッ
ト
染
色
の
飯
田
繊

工
（
大
阪
市
東
淀
川
区
）

は
3
〜
9
日
、「
2
0
2
5

年
日
本
国
際
博
覧
会
」（
大

阪
・
関
西
万
博
）
の
大
阪

ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン

で
独
自
の
機
能
加
工
を
そ

ろ
え
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

Ａ
Ｌ
」（
リ
タ
ー
ナ
ル
）
ブ

ラ
ン
ド
を
展
示
し
た
。

リ
タ
ー
ナ
ル
は
、「
還
る

（
Ｒ
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
）」と「
永

遠
（
Ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
）」

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
。

「
自
然
と
の
共
存
を
大

切
に
し
、
自
然
の
脅
威

か
ら
人
々
の
生
活
を
守

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
、
独
自
の
機
能
加
工

群
を
そ
ろ
え
る
。

万
博
会
場
で
は
、「
気

候
変
動
に
対
応
す
る
未

来
の
衣
服
」
と
し
て
、

リ
タ
ー
ナ
ル
で
展
開
す
る

ク
ー
リ
ン
グ
加
工
、
抗
ウ

イ
ル
ス
加
工
、
防
虫
加
工

を
紹
介
し
た
。
動
画
も
用

意
し
て
各
素
材
の
機
能
性

を
説
明
し
、
国
内
外
の
来

場
者
か
ら
関
心
を
得
た
と

言
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
加
工
は
、

気
化
熱
を
利
用
し
て
吸
湿

吸
熱
効
果
を
発
揮
し
、
抗

ウ
イ
ル
ス
加
工
は
ス
プ
レ

ー
加
工
機
を
使
い
、
薬
剤

の
使
用
量
も
抑
え
る
。
防

虫
加
工
は
、
感
染
症
を
媒

介
す
る
蚊
へ
の
対
応
と
し

て
訴
求
し
た
。

大
阪
タ
オ
ル
工
業
組
合

（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）は
、

22
日
に
傘
下
企
業
に
よ
る

タ
オ
ル
直
売
会
「
泉
州
タ

オ
ル
バ
ザ
ー
ル
」
を
エ
ブ

ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル
（
同
）

内
で
開
く
。

タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
各
社

が
自
社
製
品
を
直
売
す
る

ほ
か
、
名
物
の
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
タ
オ
ル
の
量
り
売
り

も
行
う
。
開
催
時
間
は
午

前
9
時
半
か
ら
午
後
3
時

ま
で
。

村田機械・村田社長

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

小
口
即
納
機
能
強
み
に

柴屋
営業課
リーダー

バリヌィフ ソフィア 氏

気
候
変
動
へ
の
対
応
を
訴
求
し
た

（第三種郵便物認可） 182025年（令和7年）6月10日 火曜日
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ヤギ

タ
イ
生
産
が
本
格
化

タ
イ
生
産
が
本
格
化

Ｐ
Ｌ
Ａ「
プ
ラ
ッ
ク
ス
」で

繊
維
業
の
評
価
基
準

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

繊
維
業
の
評
価
基
準

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴ
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
▶上◀

広
島
県
ア
パ
工
組
説
明
会
か
ら

広
島
県
ア
パ
工
組
説
明
会
か
ら

山
形
横
編
み
産
地
の
企
業

新
規
顧
客
開
拓
進
む

継
続
性
な
ど
の
信
頼
感
評
価

倉敷市

ヤ
ギ
は
、
2
0
2
3
年

に
資
本
提
携
し
た
バ
イ
オ

ワ
ー
ク
ス
（
京
都
府
精
華

町
）
の
ポ
リ
乳
酸
（
Ｐ
Ｌ

Ａ
）繊
維「
Ｐ
ｌ
ａ
Ｘ
」（
プ

ラ
ッ
ク
ス
）
製
糸
・
生
地

販
売
に
力
を
入
れ
る
。
タ

イ
で
の
糸
・
生
地
生
産
が

軌
道
に
乗
る
な
ど
拡
販
体

制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。

プ
ラ
ッ
ク
ス
は
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
な
ど
の
植
物
を
原

料
と
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
素

材
Ｐ
Ｌ
Ａ
に
、
独
自
の
植

物
由
来
添
加
剤
を
加
え
る

こ
と
で
品
質
と
機
能
を
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
新
素

材
。「
植
物
由
来
」「
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
削
減
」「
循
環
」「
抗

菌
・
防
臭
」
を
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
に
展
示
会
な
ど

で
提
案
を
強
め
て
い
る
。

原
料
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

タ
イ
で
収
穫
で
き
る
こ
と

も
あ
り
同
国
で
の
紡
績
糸

生
産
、
生
地
生
産
を
始
め

た
。
紡
績
糸
は
現
地
の
紡

績
工
場
3
社
と
取
り
組
ん

で
細
番
、
中
番
、
太
番
を

生
産
し
、
タ
イ
と
日
本
で

備
蓄
し
て
販
売
す
る
。
別

注
に
も
応
じ
る
。

生
地
は
現
地
の
編
み
立

て
工
場
、
織
布
工
場
、
生

地
染
め
工
場
と
連
携
し
て

生
産
す
る
体
制
を
整
え

た
。
編
み
地
を
主
体
に
短

繊
維
織
物
も
生
産
し
、
緯

糸
に
長
繊
維
糸
を
配
し
た

生
地
に
も
ト
ラ
イ
す
る
。

プ
ラ
ッ
ク
ス
糸
1
0
0
％

使
い
も
あ
る
が
、
綿
や
ア

セ
テ
ー
ト
、
キ
ュ
プ
ラ
繊

維
と
の
混
紡
糸
使
い
が
大

半
を
占
め
る
。

2
月
に
バ
イ
オ
ワ
ー
ク

ス
が
出
展
し
た
「
プ
ル
ミ

エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・

パ
リ
」
や
4
月
に
開
い
た

ヤ
ギ
の
総
合
展
で
こ
れ
ら

生
地
を
披
露
し
た
と
こ

ろ
、
緯
糸
に
プ
ラ
ッ
ク
ス

を
配
し
た
デ
ニ
ム
の
人
気

が
最
も
高
か
っ
た
。

一
部
間
接
的
に
実
売
が

始
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
ア

パ
レ
ル
な
ど
か
ら
は
既

に
、「
具
体
的
な
要
望
や
協

業
依
頼
が
届
い
て
い
る
」

と
言
う
。

タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
糸
・
生
地
を
生
産
し
、

欧
米
ア
パ
レ
ル
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
縫
製
向
け
に
販
売
す

る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
の
確

立
を
急
ぐ
ほ
か
、
プ
ラ
ッ

ク
ス
製
の
わ
た
や
不
織
布

を
生
活
資
材
や
産
業
資
材

分
野
へ
提
案
し
て
い
く
。

社
内
製
品
部
門
と
の
連
携

も
進
め
る
。

昨
年
、在
留
資
格
の「
特

定
技
能
1
号
」
の
対
象
業

種
に
繊
維
業
が
加
わ
っ

た
。
一
定
の
専
門
性
や
技

能
を
持
つ
外
国
人
の
受
け

入
れ
が
可
能
に
な
っ
た
一

方
、
繊
維
業
に
は
四
つ
の

追
加
要
件
が
課
さ
れ
た
。

そ
の
中
の
一
つ
が
「
国
際

的
な
人
権
基
準
に
適
合
し

事
業
を
行
っ
て
い
る
こ

と
」。国
際
認
証
の
取
得
が

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
中
、
経

済
産
業
省

は
独
自
の

評
価
基
準

「
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｔ
Ｉ
」（
ジ
ャ
ス
テ
ィ
）
を

策
定
し
た
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
広
島
県
ア
パ
レ

ル
工
業
組
合
が
先
月
主
催

し
た
説
明
会
か
ら
解
説
す

る
。

◇

特
定
技
能
制
度
は
、
深

刻
化
す
る
人
手
不
足
へ
の

対
応
と
し
て
2
0
1
9
年

か
ら
実
施
が
始
ま
っ
た
。

生
産
性
の
向
上
や
国
内
人

材
確
保
の
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
も
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
産
業
分
野
に
限

り
、
一
定
の
専
門
性
や
技

能
を
持
ち
、
即
戦
力
と
な

る
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

た
め
に
創
設
。
昨
年
3
月

に
繊
維
業
の
追
加
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。

繊
維
業
で
は
賃
金
の
支

払
い
に
関
す
る
違
反
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
違
反

を
な
く
し
て
適
正
な
取
引

を
推
進
す
る
た
め
に
①
国

際
的
な
人
権
基
準
に
適
合

し
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ

と
②
勤
怠
管
理
を
電
子
化

し
て
い
る
こ
と
③
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の

実
施
④
特
定
技
能
外
国
人

の
給
与
の
月
給
制
と
い
う

四
つ
の
追
加
要
件
が
課
さ

れ
た
。

①
で
は
、
公
開
さ
れ
た

監
査
要
求
事
項
な
ど
に
基

づ
き
、
第
三
者
に
よ
る
認

証
や
監
査
機
関
の
審
査
を

受
け
て
適
合
し
て
い
る
こ

と
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

監
査
要
求
事
項
に
は
労
働

に
お
け
る
基
本
的
原
則
、

権
利
に
関
す
る
国
際
労
働

機
関
宣
言
に
掲

げ
ら
れ
た
基
本

的
権
利
に
関
す

る
原
則
が
含
ま

れ
る
こ
と
が
必
須
と
な

る
。こ

れ
ら
に
対
応
す
る
国

際
認
証
に
は「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
」

「
エ
コ
テ
ッ
ク
ス
Ｓ
Ｔ
ｅ

Ｐ
」「
ブ
ル
ー
サ
イ
ン
」
な

ど
が
あ
る
が
、
コ
ス
ト
や

期
間
、
英
語
で
解
釈
し
な

い
と
い
け
な
い
と
い
っ
た

面
か
ら
、
小
規
模
事
業
者

に
と
っ
て
取
得
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
国
内
に
お
い

て
も
監
査
基
準
が
必
要
と

の
こ
と
か
ら
、
国
内
繊
維

産
業
の
監
査
要
求
事
項
と

評
価
基
準
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

を
策
定
し
た
。

山
形
県
横
編
み
産
地
の

繊
維
関
連
企
業
に
よ
る
新

規
顧
客
開
拓
が
進
ん
で
い

る
。
国
内
で
横
編
み
地
・

製
品
の
作
り
手
が
減
少
す

る
中
、
継
続
的
に
取
り
組

め
る
こ
と
（
事
業
の
安
定

性
）
な
ど
が
ア
パ
レ
ル
企

業
ら
の
目
に
止
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
品
質
や
納
期

を
含
め
た
信
頼
感
を
武
器

に
、
優
良
な
取
り
組
み
先

を
増
や
し
て
い
る
。

山
形
ニ
ッ
ト
産
地
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
第
5
類
に
移

行
し
た
2
0
2
3
年
は
受

注
に
回
復
傾
向
が
見
ら
れ

た
が
、
24
年
は
前
年
と
比

べ
て
生
産
数
量
が
20
％
落

ち
た
と
す
る
横
編
み
製
造

業
も
あ
っ
た
。
た
だ
、「
な

く
な
っ
た
の
は
価
格
面
で

厳
し
い
企
業
か
ら
の
オ
ー

ダ
ー
。
優
良
顧
客
と
の
取

引
は
維
持
で
き
て
い
る
」

と
言
う
。

そ
う
し
た
状
況
下
な
が

ら
新
規
顧
客
は
増
え
て
い

る
。
直
近
で
2
、
3
件
の

企
業
と
新
し
く
商
売
が
始

ま
っ
た
と
す
る
、
横
編
み

製
品
製
造
の
鈴
治
は
、
3

〜
12
�
を
中
心
に
50
台
の

編
み
機
を
保
有
し
、「
編
み

立
て
は
全
て
自
社
で
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
信
頼
感

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

分
析
す
る
。

ニ
ッ
ト
糸
の
染
色
や
後

加
工
を
行
う
石
川
染
工

は
、「
得
意
先
に
な
っ
て
い

る
と
ま
で
は
言
え
な
い

が
、
取
り
組
み
先
の
件
数

は
増
え
て
い
る
」と
話
す
。

同
社
は
綛
（
か
せ
）
染
め

を
行
う
ほ
か
、
付
加
価
値

の
高
い
加
工
を
小
ロ
ッ
ト

で
対
応
し
て
い
る
。
染
色

・
加
工
場
は
数
を
減
ら
し

て
お
り
、
県
外
企
業
の
加

工
依
頼
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。山

形
の
ニ
ッ
ト
関
連
企

業
が
一
堂
に
会
し
た
展
示

商
談
会
「
山
形
ニ
ッ
ト
26

春
夏
」
が
こ
の
ほ
ど
東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
た
が
、

出
展
企
業
の
セ
イ
ノ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
新
規

客
の
来
場
も
多
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
」
と
し
た
。「
こ

の
展
示
商
談
会
は
70
年
近

く
続
い
て
い
る
が
、
新
し

い
顧
客
を
獲
得
す
る
た
め

に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す

る
」
と
強
調
し
た
。

展
示
商
談
会
に
は
、
石

川
染
工
、奥
山
メ
リ
ヤ
ス
、

佐
藤
繊
維
、
鈴
治
、
セ
イ

ノ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

米
富
繊
維
の
6
社
が
出

展
。
和
紙
糸
使
い
の
製
品

や
麻
関
連
を
は
じ
め
、
春

夏
で
人
気
の
高
い
商
品
な

ど
が
提
案
さ
れ
た
。

世
界
各
国
の
民
芸
品

を
展
示
す
る
倉
敷
民
藝

館
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

で
は
、「
倉
敷
の
は
な
む

し
ろ
」
展
が
開
か
れ
て

い
る
。
初
代
館
長
の
外

村
吉
之
助
氏
が
織
り
柄

を
考
案
し
た
貴
重
な

「
は
な
む
し
ろ
」

を
展
示
す
る
。

入
館
料
は
大
人
1
2
0

0
円
、
高
大
生
5
0
0

円
、小
中
生
3
0
0
円
。

会
期
は
9
月
7
日
ま

で
。は

な
む
し
ろ
と
は
、

イ
草
を
使
っ
た
ジ
ャ
カ

ー
ド
織
り
の
敷
物
で
、

「
花
ご
ざ
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
原
料
と
な
る
イ

草
は
か
つ
て
、
岡
山
県

が
日
本
で
最
も
多
い
生

産
量
を
誇
っ
た
産
品

で
、
明
治
時
代
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
草
製
品

が
海
外
へ
輸
出
さ
れ
て

い
た
。

日
常
の
生
活
道
具
に

美
し
さ
を
見
い
だ
す
文

化
運
動
「
民
藝
運
動
」

の
一
環
で
1
9
5
5
年

に
設
立
さ
れ
た
倉
敷
は

な
む
し
ろ
株
式
会
社
で

60
年
代
に
製
作
さ
れ
た

は
な
む
し
ろ
15

点
を
中
心
に
、

外
村
氏
な
ど
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
は
な
む
し
ろ
も

展
示
す
る
。

同
展
で
は
、
今
吉
商

店
（
同
）
が
復
刻
さ
せ

た
外
村
デ
ザ
イ
ン
の
は

な
む
し
ろ
が
販
売
さ
れ

て
い
る
。

日本の紡績糸相場は毎週月曜日
（休刊日の場合は翌営業日）、日本
の合繊糸・織物・タオル相場は毎
月第2金曜日（同）に掲載します。

ニューヨーク綿花

日日本本のの紡紡績績糸糸相相場場

綿糸 織りカード 千円/コリ
16単（日本） 125～140
20単（日本） 125～140
20単（パキスタン） 88～130
30単（日本） 140～153
40単（日本） 142～154

綿糸 織りコーマ 千円/コリ
30単（インドネシア） 111～157
40単（インドネシア） 118～167
60単（インド） 187～240
60双（インド） 197～280
80単（インド） 260～340
80双（インド） 300～380

綿糸 編みカード 千円/コリ
30単（日本） 115～147
40単（日本） 117～150
綿糸 編みコーマ 千円/コリ
30単（インドネシア） 111～157
40単（インドネシア） 119～167

ポリエステル綿混65/35糸 円/ポンド
45単（インドネシア） 290～335
梳毛織り糸 円/キロ
48双（中国） 2600
60双（中国） 3000
72双（中国） 3500

綿花（元/㌧） ナイロン関連（元/㌧） 純綿糸（元/㌧）
1129B 15,084（ 0） カプロラクタム 8,850（ ▲50） カード（32番手） 20,900（ 0）
2129B 14,857（ 24） POY 12,300（ 0） コーマ（40番手） 25,600（ 0）
3128B 14,543（ ▲1） DTY 14,700（ 0）
4128B 14,293（ 3） FDY 13,100（ 0） その他紡績糸（元/㌧）
1228B 14,365（ ▲3） アクリル関連（元/㌧） レーヨン100%（30単）17,250（ 0）
2227B 12,740（ ▲2） アクリロニトリル 8,766（ 0） ポリエステル100%（32単）10,600（ 0）

短繊維 13,540（ 0） ポリエステル綿混（45単）15,250（ 0）
ポリエステル関連（元/㌧） トップ3D 14,500（ 0）
高純度テレフタル酸 4,870（ ▲35） レーヨン（元/㌧）
エチレングリコール 4,415（ ▲63） 長繊維 44,500（ 0）
POY 6,950（ ▲50） 短繊維 12,820（ 0）
DTY 8,175（ 0） スパンデックス（元/㌧）
FDY 7,275（ ▲25） 長繊維40D 24,300（ 0）
（カッコ内は前営業日比上昇額、▲は下落額）

中中国国のの繊繊維維相相場場
ニューヨーク綿花（0.01米㌣/㍀） 6月6日

25/725/1025/1226／326／526／7
寄付 653467186795693370507133
高値 659767446839698270827170
安値 651867186775692070257113
引値 656267446821696970797168
前日比 △26 △16 △23 △26 △34 △39

豪州羊毛 豪セント/キロ
EMI（5月28日） △1204

豪州羊毛

特定技能受け入れにおける
繊維業の追加要件

①国際的な人権基準に適合し事業を
行っていること
②勤怠管理を電子化していること
③パートナーシップ構築宣言の実施
④特定技能外国人の給与を月給制と
する

復
刻
し
た
は
な
む
し
ろ
も
販
売

貴
重
な「
は
な
む
し
ろ
」

6月5日 出所：全球紡織網（綿花価格のみ中国綿花協会）

ウイークリー

独
自
の
監
査
基
準
を
策
定

品質なども武器に

繊
維
市
況
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「
Ａ
Ｆ
Ｆ
・
東
京
2
0
2
5
夏
」

商
売
拡
大
へ
450
社
集
結

商
売
拡
大
へ
450
社
集
結

日
本
の
要
望
に
合
っ
た
機
能
提
案

24年通年・25年Q1業績

中国・繊維
アパレル企業の
第11回

独

ザ
ラ
ン
ド
ゥ

「
生
成
Ａ
Ｉ
よ
り
実
モ
デ
ル
」

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
試
験
採
用

EPO

Ｃ
Ｏ
2
を
繊
維
に
転
換

米
姉
妹
が
発
明
賞
の
最
終
候
補
に

中
国
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
／
Ｏ
Ｄ

Ｍ
関
連
企
業
が
一
堂
に
会

す
る
展
示
会
「
Ａ
Ｆ
Ｆ
・

東
京
2
0
2
5
夏
」
が
9

日
、
開
幕
し
た
。
繊
維
・

ア
パ
レ
ル
Ｏ
Ｅ
Ｍ
／
Ｏ
Ｄ

Ｍ
展
と
し
て
国
内
最
大
級

を
誇
り
、
会
場
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
に
は
日
本
市

場
に
重
点
を
置
く
約
4
5

0
社
が
集
結
し

た
。
11
日
ま
で

の
3
日
間
、
高

付
加
価
値
品
や

生
産
背
景
な
ど

を
訴
求
し
、
日

本
企
業
と
の
商

売
拡
大
を
図

る
。ブ

ー
ス
の
数

は
合
計
で
約
5

5
0
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ

企
業
だ
け
で
な

く
、
Ｏ
Ｄ
Ｍ
の

需
要
に
も
応
え
ら
れ
る
デ

ザ
イ
ン
提
案
力
を
持
つ
企

業
が
出
展
す
る
。機
能
性
、

持
続
可
能
性
、
小
ロ
ッ
ト

生
産
、
低
コ
ス
ト
、
短
納

期
な
ど
で
競
争
力
を
持
つ

企
業
も
ブ
ー
ス
を
構
え

る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料

や
素
材
・
副
資
材
、
服
飾

品
、
家
庭
用
品
ま
で
多
彩

な
打
ち
出
し
が
行
わ
れ
て

い
る
。

各
社
の
出
展
の
ほ
か
、

「
Ａ
Ｆ
Ｆ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

や
「
う
ご
き
の
カ
タ
チ
」

と
題
し
た
特
設
展
示
ス
ペ

ー
ス
な
ど
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。
Ａ
Ｆ
Ｆ
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
日
本
市
場
向

け
で
豊
富
な
経
験
を
持
つ

企
業
が
集
ま
り
、高
品
質
、

高
機
能
、
高
付
加
価
値
を

付
与
し
た
製
品
を
展
示
。

各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
行

わ
れ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｆ
は
今
回
で
44
回

目
を
数
え
る
ほ
ど
歴
史
が

長
く
、
出
展
を
重
ね
る
企

業
は
多
い
が
、
中
に
は
今

回
が
初
出
展
と
話
す
企
業

の
姿
も
あ
る
。
佛
山
市
新

盛
メ
リ
ヤ
ス
（
針
織
）
も

そ
の
1
社
。
ニ
ッ
ト
シ
ャ

ツ
な
ど
を
得
意
と
し
、
自

社
商
品
と
日
本
市
場
と
の

親
和
性
が
高
い
と
考
え
出

展
を
決
め
た
。

佛
山
市
内
に
編
み
機
2

0
0
台
規
模
の
工
場
を
持

ち
、
山
東
省
や
浙
江
省
を

は
じ
め
と
す
る
中
国
各
地

で
縫
製
す
る
。
主
力
は
紳

士
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ャ
ツ

な
ど
を
日
本
市
場
に
提
案

し
た
い
」
と
強
調
し
た
。

2
0
0
番
と
い
う
細
番
手

の
糸
を
使
っ
た
高
付
加
価

値
品
も
訴
求
す
る
。

広
州
秀
晟
紡
織
品
も
今

回
が
初
出
展
と
言
う
。
現

状
は
、
日
本
市
場
向
け
は

ゼ
ロ
だ
が
、
模
様
部
分
を

ろ
う
で
防
染
す
る
染
色
技

法
で
あ
る
ろ
う
け
つ
染
め

な
ど
で
開
拓
を
目
指
す
。

生
地
は
40
色
以
上
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
意
し
、

「
今
年
中
に
1
0
0
色
に

増
や
す
」
と
し
て
い
る
。

製
品
納
入
に
も
応
じ
る
。

継
続
出
展
の
企
業
で

は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
に
注
力
す
る
企
業
が

目
立
つ
。
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｈ

Ａ
Ｉ

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｈ
Ｕ
Ｉ

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は
、
ゴ

ル
フ
ウ
エ
ア
と
婦
人
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
が
主
力
で
、
1

0
0
％
日
本
市
場
向
け
。

少
し
ず
つ
需
要
が
増
え
て

い
る
と
す
る
再
生
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
や
再
生
コ
ッ
ト
ン

使
い
の
製
品
な
ど
を
紹
介

し
た
。

染
色
加
工
と
染
料
・
助

剤
の
2
0
2
4
年
業
績

は
、
染
色
加
工
が
健
闘
し

た
が
、
染
料
・
助
剤
は
振

る
わ
な
か
っ
た
。
25
年
1

〜
3
月
は
、
染
色
加
工
も

芳
し
く
な
か
っ
た
。

染
色
加
工
と
貴
金
属
事

業
を
展
開
す
る
航
民
（
ハ

ン
ミ
ン
）
は
、
24
年
売
上

高
が
1
1
4
億
元
、
純
利

益
が
7
億
1
9
7
1
万
元

で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
に
比

べ
18
・
6
％
、
5
・
0
％

増
え
た
。
う
ち
貴
金
属
事

業
の
売
上
高
が
31
・
9
％

増
の
70
億
元
で
、
全
体
の

増
収
に
貢
献
し
た
。
染
色

加
工
事
業
は
41
億
元
で
、

3
・
5
％
の
伸
び
に
と
ど

ま
っ
た
。

25
年
1
〜
3
月
は
、
前

年
同
期
に
比
べ
減
収
増
益

と
な
っ
た
。

染
色
加
工
と
ホ
ー
ム
テ

キ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
手
掛

け
る
華
紡（
ホ
ア
フ
ァ
ン
）

は
、
24
年
純
損
失
が
5
5

5
1
万
元
で
、
前
年
の
黒

字（
純
利
益
9
4
4
万
元
）

か
ら
赤
字
に
転
落
し
た
。

売
上
高
は
29
億
元
で
、
4

・
8
％
増
え
た
。

主
な
ア
イ
テ
ム
別
売
上

高
は
、
染
色
加
工
が
20
億

元
、
ア
パ
レ
ル
が
1
億
3

9
4
0
万
元
、
生
機
が
6

5
1
億
元
で
、
そ
れ
ぞ
れ

0
・
8
％
、
32
・
2
％
、

54
・
5
％
減
っ
た
。
ホ
ー

ム
テ
キ
ス
タ
イ
ル
は
3
億

8
4
4
3
万
元
、
綿
糸
は

2
億
8
7
9
0
万
元
で
、

各
72
・
5
％
、
26
・
6
％

増
え
た
。

25
年
1
〜
3
月
は
、
前

年
同
期
比
増
収
減
益
と
な

っ
た
。

先
染
め
糸
メ
ー
カ
ー
、

富
春
染
織（
フ
ー
チ
ュ
ン
）

は
、
24
年
売
上
高
が
30
億

元
、
純
利
益
は
1
億
2
6

0
9
万
元
で
、
そ
れ
ぞ
れ

前
年
比
21
・
3
％
、
20
・

7
％
増
え
た
。
う
ち
、
中

国
内
販
の
売
上
高
は
30
億

元
で
、
21
・
3
％
増
え

た
。
国
外
は
1
2
9
・
0

％
増
の
2
2
9
2
万
元
だ

っ
た
。

25
年
1
〜
3
月
は
、
前

年
同
期
に
比
べ
増
収
、
大

幅
な
減
益
だ
っ
た
。

染
料
メ
ー
カ
ー
最
大
手

で
、
ダ
イ
ス
タ
ー
社
を
傘

下
に
持
つ
浙
江
龍
盛
（
ロ

ン
セ
ン
）
は
、
24
年
売
上

高
が
1
5
8
億
元
、
純
利

益
が
20
億
元
で
、
各
3
・

7
％
、
32
・
3
％
増
え

た
。
増
益
要
因
は
、
不
動

産
事
業
の
収
益
が
増
え
た

こ
と
。
染
料
や
中
間
体
の

特
殊
化
学
品
事
業
の
売
上

高
は
、
2
・
4
％
増
の
1

1
8
億
元
だ
っ
た
。

25
年
1
〜
3
月
は
減

収
、大
幅
増
益
と
な
っ
た
。

大
幅
増
益
の
要
因
は
、
前

年
同
期
に
投
資
損
失
引
当

金
を
計
上
し
た
反
動
。

反
応
染
料
を
メ
イ
ン
に

生
産
す
る
海
翔
薬
業
（
ハ

イ
シ
ャ
ン
）
は
、
24
年
純

損
失
が
3
億
3
0
2
6
万

元
で
前
年
（
純
損
失
4
2

0
0
万
元
）
か
ら
赤
字
幅

を
拡
大
し

た
。助

剤
メ
ー

カ
ー
最
大
手

で
、
物
流
事

業
な
ど
も
手

掛
け
て
い
る

伝
化
智
聯

（
チ
ュ
ア
ン

ホ
ア
ズ
ー
リ

ァ
オ
）
の
24

年
業
績
は
、

前
年
に
比
べ

て
2
桁
％
の

減
収
減
益
だ

っ
た
。

（
上
海
支
局
）

ド
イ
ツ
の
ネ
ッ
ト
通

販
、
ザ
ラ
ン
ド
ゥ
は
、
実

際
の
モ
デ
ル
（
人
間
）
か

ら
、
忠
実
度
の
高
い
3
Ｄ

レ
プ
リ
カ
で
あ
る
「
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
」
を
作
り
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
映
像
を
表

現
す
る
試
験
（
写
真
）
を

開
始
し
た
。〝
生
成
Ａ
Ｉ
に

よ
る
人
間
味
の
な
い
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
〞
よ
り

も
現
実
の
モ
デ
ル
の
訴
求

力
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
と

は
、
現
実
世
界
の
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
空
間
で
再
現

し
、
あ
た
か
も
現
実
世
界

の
双
子
の
よ
う
に
扱
う
技

術
。
現
実
世
界
の
情
報
を

収
集
し
、
仮
想
空
間
で
再

現
す
る
こ
と
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
分
析
、
予
測

に
役
立
つ
仕
組
み
。

高
品
質
の
視
覚
的
コ
ン

テ
ン
ツ
は
重
要
な
役
割
を

持
つ
と
の
認
識
か
ら
、
静

的
な
製
品
画
像
↓
よ
り
リ

ッ
チ
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ァ

ー
ス
ト
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

↓
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
体

験
へ
と
進
化
さ
せ
る
計

画
。
顧
客
に
連
帯
感
を
与

え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
現

実
の
モ
デ
ル
が
登
場
し
、

詳
細
な
商
品
ペ
ー
ジ
で
も

同
じ
よ
う
に
認
識
可
能
な

存
在
感
が
続
く
こ
と
を
狙

う
。デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
は
、

地
理
的
・
時
間
的
制
約
を

抑
え
、
モ
デ
ル
が
自
分
の

才
能
を
発
揮
す
る
キ
ャ
リ

ア
を
前
進
さ
せ
る
機
会
を

提
供
す
る
。
追
加
で
公
正

な
収
入
も
得
ら
れ
る
。
倫

理
基
準
に
基
づ
い
て
先
端

技
術
を
使
用
し
、
複
数
の

写
真
撮
影
に
簡
単
に
参
加

で
き
る
仕
組
み
と
な
る
。

欧
州
特
許
庁（
Ｅ
Ｐ
Ｏ
）

は
こ
の
ほ
ど
、
2
0
2
5

年
の
「
ヤ
ン
グ
・
イ
ン
ベ

ン
タ
ー
ズ
・
プ
ラ
イ
ズ
」

の
最
終
候
補
10
組
を
発
表

し
、
米
国
の
ネ
ー
カ
・
マ

シ
ュ
ー
フ
氏
と
レ
イ
ラ
・

マ
シ
ュ
ー
フ
氏
（
い
ず
れ

も
28
歳
）
の
姉
妹
が
選
出

さ
れ
た
。
2
人
は
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
を
原

料
と
し
て
セ
ル
ロ
ー
ス
を

生
成
し
、
繊
維
な
ど
に
転

換
す
る
酵
素
反
応
技
術
を

開
発
。
環
境
負
荷
の
高
い

従
来
の
製
造
法
に
代
わ
る

低
炭
素
型
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

マ
シ
ュ
ー
フ
姉
妹
は
双

子
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
ル
ビ
を
共
同
創
業
。
新

技
術
は
、
樹
木
が
Ｃ
Ｏ
2

を
吸
収
し
成
長
す
る
過
程

を
模
倣
し
た
酵
素
反
応

で
、
複
雑
な
発
酵
工
程
を

必
要
と
せ
ず
、
基
本
的
な

化
学
反
応
器
内
で
セ
ル
ロ

ー
ス
を
合
成
で
き
る
。
こ

れ
を
生
分
解
性
繊
維
や
糸

に
加
工
し
、
既
存
の
生
産

ラ
イ
ン
に
組
み
込
む
こ
と

が
可
能
と
い
う
。

従
来
の
熱
化
学
法
や
発

酵
法
に
比
べ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
10
分
の
1
に
抑

え
ら
れ
る
と
さ
れ
、
水
や

土
地
資
源
の
保
全
に
も
寄

与
す
る
。
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

や
パ
タ
ゴ
ニ
ア
、
Ｈ
＆
Ｍ

と
共
同
で
素
材
開
発
の
実

証
を
進
め
て
い
る
。

マ
シ
ュ
ー
フ
姉
妹
は
10

代
か
ら
人
工
光
合
成
や
が

ん
治
療
に
関
す
る
研
究
で

頭
角
を
現
し
、
21
年
に
脱

炭
素
社
会
へ
の
貢
献
を
目

指
し
て
ル
ビ
を
設
立
。
姉

の
ネ
ー
カ
氏
は
材
料
科
学

と
経
営
の
専
門
家
と
し

て
、
妹
の
レ
イ
ラ
氏
は
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
で
医
師
免

許
を
取
得
し
酵
素
技
術
を

担
当
す
る
な
ど
、
科
学
と

実
装
の
両
面
か
ら
事
業
を

支
え
て
い
る
。

同
賞
は
、
30
歳
以
下
の

若
手
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

達
成
に
寄
与
す
る
技
術
開

発
を
対
象
に
表
彰
す
る
制

度
で
、
22
年
に
創
設
。
受

賞
者
は
18
日
に
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
か
ら
の
生
中
継
で
発

表
さ
れ
る
。

Ｅ
Ｐ
Ｏ
は
「
マ
シ
ュ
ー

フ
姉
妹
の
技
術
は
、
テ
キ

ス
タ
イ
ル
分
野
に
と
ど
ま

ら
ず
、
医
薬
品
、
建
材
、

食
品
な
ど
多
分
野
で
の
応

用
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し

て
い
る
。

・1元＝20.09円 ・1韓国ウォン＝0.11円
・1台湾ドル＝4.82円 ・100ルピア＝0.89円
・1バーツ＝4.41円 ・1シンガポールドル＝112.21円
・100ドン＝0.56円 ・1ユーロ＝164.96円
・1香港ドル＝18.40円・1ポンド＝195.82円

（6月9日午後3時、インターバンク市場での参考値）

2025年の最高値
140．01円
（4月22日）

2025年の最安値
158．36円
（1月10日）

直物、15時20分
9日（中心相場）

1㌦＝144．27円
6月6日終値
1㌦＝143．94～

143．95円

染色加工、染料・助剤の2024年業績
企業名 主力アイテム 売上高

（億元）
前年比増
減率（％）

純利益
（億元）

前年比増
減率（％）

染色加工
航民 各種染色・後加工、

プリント 114.67 18.6 7.19 5.0

華紡 染色加工、ホームテ
キスタイル、綿糸 29.34 4.8 -0.55 ―

富春染織 先染め糸 30.47 21.3 1.26 20.7
迎豊 ニット、

布帛生地の染色加工 15.78 2.0 0.44 18.8
染料・中間体
龍盛 分散・反応染料、

中間体、原料、助剤 158.83 3.7 20.30 32.3

閠土 分散・反応染料、
中間体、助剤 56.95 1.9 2.13 366.4

海翔薬業 反応・分散染料、中間体 19.38 ▲10.7 -3.30 ―
吉華 分散染料、中間体、

原料、助剤 16.38 ▲3.1 1.70 ―
助剤
伝化智聯 撥水撥油など助剤、

人工皮革用加工剤 266.98 ▲20.4 1.51 ▲74.3
徳美化工 助剤 30.56 ▲0.6 0.60 101.0
潤禾材料 助剤、シリコーンオイル 13.27 16.9 0.96 17.0

染色加工、染料・助剤の2025年1~3月業績
企業名 主力アイテム 売上高

（億元）
前年同期比
増減率（％）

純利益
（億元）

前年同期比
増減率（％）

染色加工
航民 各種染色・後加工、

プリント 29.48 ▲5.6 1.36 6.1

華紡 染色加工、ホームテ
キスタイル、綿糸 7.57 14.4 0.004 ▲49.8

富春染織 先染め糸 6.69 24.6 0.04 ▲83.6
迎豊 ニット、

布帛生地の染色加工 3.01 ▲5.4 -0.09 ―
染料・中間体
龍盛 分散・反応染料、

中間体、助剤 32.35 ▲7.2 3.95 100.4

閠土 分散・反応染料、
中間体、助剤 12.78 2.2 0.47 約45倍

海翔薬業 反応・分散染料、中間体 4.86 ▲7.9 0.09 ▲71.6
吉華 分散・反応染料、

中間体、原料、助剤 3.40 ▲6.3 -0.20 ―
助剤
伝化智聯 撥水撥油など助剤、

人工皮革用加工剤 60.28 ▲5.7 1.97 15.8
徳美化工 助剤 6.87 1.1 0.31 79.0
潤禾材料 助剤、シリコーンオイル 3.21 7.9 0.24 21.4
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